
市町村財政比較分析表(平成19年度普通会計決算)

福岡県 大牟田市
人 口
面 積
歳入総額
歳出総額
実質収支

129,549
81.55

50,717,674
51,758,421
-1,055,368

人(H20.3.31現在)
ｋ㎡
千円
千円
千円

財政力

財政力指数 [0.53]

類似団体内順位

[ 34/35 ]

全国市町村平均

0.55
福岡県市町村平均

0.52
0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

0.52

1.65

0.90

類似団体内最大値

類似団体内最小値

類似団体内平均値

0.53

大牟田市の比率

財政構造の弾力性

経常収支比率 [99.8%]

類似団体内順位

[ 27/35 ]

全国市町村平均

92.0
福岡県市町村平均

95.6

(%)

110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

102.8

80.6

94.1

99.8

人件費・物件費等の適正度

人口1人当たり人件費・物件費等決算額 [107,868円]

類似団体内順位

[ 22/35 ]

全国市町村平均

116,898
福岡県市町村平均

108,738

(円)

200,000
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0

169,167

65,868

107,063 107,868

給与水準の適正度   （国との比較）

ラスパイレス指数 [96.8]

類似団体内順位

[ 4/35 ]

全国市平均
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93.2
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104.0
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104.3

94.6

99.8

96.8

定員管理の適正度

人口1,000人当たり職員数 [8.59人]

類似団体内順位

[ 33/35 ]

全国市町村平均

7.82
福岡県市町村平均

6.54

(人)
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8.90

3.76

6.68

8.59

公債費負担の健全度

実質公債費比率 [14.9%]

類似団体内順位

[ 35/35 ]

全国市町村平均

12.3
福岡県市町村平均
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将来負担の健全度

人口1人当たり地方債現在高 [412,292円]

類似団体内順位

[ 32/35 ]

全国市町村平均

446,922
福岡県市町村平均

639,575

(円)
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506,297

176,692
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412,292

※人件費、物件費及び維持補修費の合計である。ただし
　人件費には事業費支弁人件費を含み、退職金は含まない。

財政力

財政構造の弾力性

人件費・物件費等の
適正度

給与水準の適正度
   （国との比較）

定員管理の適正度

公債費負担の健全度

将来負担の健全度

類似団体平均

大牟田市
※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。

※平成20年４月１日以降の市町村合併により消滅した団体で実質公債費比率を算定していない
　団体については、グラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

※ラスパイレス指数及び人口1,000人当たり職員数については、平成19年地方公務員給与
　実態調査に基づくものである。なお、平成19年度中に市町村合併を行った団体については、
　当該項目に係るデータのグラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

40以下

60

80

100

120

140以上

分析欄
○財政力指数
人口減少の主要因である生産年齢人口の減少が著しく、また、全国平均を上回る高齢化率（28.7%　Ｈ20.4.1）等により、市税等の自主財源に乏しいため、類
似団体内最小値に近い数値である。財政基盤を強化するため、市税等の改定、収納率の向上や課税客体の適正把握、更には企業誘致を推進していくな
ど財源の確保に努め、歳出についても、経常的な事務事業経費の削減、人件費の削減や地方債発行の抑制など徹底的に歳出の見直しを進めていく。
○経常収支比率
類似団体平均を大きく上回っており、依然として硬直化した財政構造となっている。しかし、前年度より1.7ポイントの改善が見られ、主な要因としては、職員
給与平均9％カットをはじめとした人件費の削減や大牟田・荒尾清掃施設組合負担金が施設維持管理の見直しによって大幅に減少したことが挙げられる。
改善された主要因は臨時的な措置であるため、歳入・歳出両面での抜本的な財政構造改革を図る必要がある。集中改革プランや財政健全化計画に掲げ
る施策を確実に実行し、財政健全化に向けた取り組みを進めていく。
○人口1人当たり人件費・物件費等決算額
ほぼ類似団体平均値であり、昨年度よりも改善されているが、主な要因として、職員給与平均9％カットが挙げられる。職員数については類似団体と比較す
ると依然として多いため、今後も職員配置適正化方針に基づき、職員数の削減に努めていく。
○ラスパイレス指数
19年度は職員給与平均9％カットを実施していることから類似団体平均を下回っている。今後も国や他団体の給与水準や民間賃金等の状況を踏まえ、より
一層の給与の適正化に努めていく。

○人口1人当たり地方債現在高
類似団体平均を大きく上回っている。主な要因として、12～14年度に一般廃棄物処理施設建設分の借入れ（72億円）、16～19年度に退職手当の財源対策とし
ての退職手当債の借入れ（21億円）及び臨時財政対策債の借入れを行ったことが考えられる。20年度は、市債の新規発行額を元金償還額の範囲内とし、21
～23年度は財政健全化計画に基づき元金償還額の2/3程度にとどめることとし、地方債残高の抑制を行いながら、将来にわたって発展可能なまちづくりを進
めるための投資と財政再建のバランスを図った財政運営を行っていく。
○実質公債費比率
類似団体内最下位である。病院建設や公共下水道における雨水処理に係る施設整備等の元利償還金に対し繰出しを行っていることや、上記の一般廃棄物
処理施設建設分の借入れや退職手当債の借入れの元金償還が始まったことによるものと考えられる。ここ数年が起債償還のピークであり、今後は地方債発
行額の抑制を行うなど、公債費負担の軽減を図っていく。
○人口1,000人当たり職員数
類似団体平均を大きく上回っているが、これは高齢者人口の増加に伴う諸施策の推進や保健所を設置していることが主な要因と考えられる。職員数について
は、消防・病院部門を除いて16年度から4年間で172名削減している。今後も、民間活力等の導入や職員配置適正化方針（H20　1,117人→H23　922人（削減数
195人、削減率17.5％））に基づく職員数の削減等、集中改革プランや財政健全化計画に沿った取り組みを確実に進めていく。



市町村財政比較分析表(平成19年度普通会計決算)

福岡県 久留米市
人 口
面 積
歳入総額
歳出総額
実質収支

303,721
229.84

104,263,095
102,860,428

664,414

人(H20.3.31現在)
ｋ㎡
千円
千円
千円

財政力

財政力指数 [0.71]

類似団体内順位

[ 36/44 ]
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類似団体内最大値

類似団体内最小値

類似団体内平均値

0.71

久留米市の比率

財政構造の弾力性

経常収支比率 [95.9%]

類似団体内順位

[ 34/44 ]

全国市町村平均
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福岡県市町村平均
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人件費・物件費等の適正度

人口1人当たり人件費・物件費等決算額 [100,049円]

類似団体内順位

[ 21/44 ]

全国市町村平均
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福岡県市町村平均
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給与水準の適正度   （国との比較）

ラスパイレス指数 [100.7]

類似団体内順位

[ 32/44 ]
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定員管理の適正度

人口1,000人当たり職員数 [6.33人]

類似団体内順位

[ 14/44 ]

全国市町村平均
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公債費負担の健全度

実質公債費比率 [6.2%]

類似団体内順位

[ 8/44 ]
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将来負担の健全度

人口1人当たり地方債現在高 [377,960円]

類似団体内順位

[ 29/44 ]
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※人件費、物件費及び維持補修費の合計である。ただし
　人件費には事業費支弁人件費を含み、退職金は含まない。

財政力

財政構造の弾力性

人件費・物件費等の
適正度

給与水準の適正度
   （国との比較）

定員管理の適正度

公債費負担の健全度

将来負担の健全度

類似団体平均

久留米市
※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。

※平成20年４月１日以降の市町村合併により消滅した団体で実質公債費比率を算定していない
　団体については、グラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

※ラスパイレス指数及び人口1,000人当たり職員数については、平成19年地方公務員給与
　実態調査に基づくものである。なお、平成19年度中に市町村合併を行った団体については、
　当該項目に係るデータのグラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。
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分析欄
○財政力指数
　平成１７年２月５日に旧田主丸町、旧北野町、旧城島町及び旧三潴町の４町と合併したことで、市税の歳入に占める割合が低下したこと
もあり、類似団体の平均値よりも下回っている。今後は、中核市移行に伴い発生する新たな業務に対応しつつ、職員数の削減（平成１７年
度からの５年間で１１０人の純減）やこれまで以上に徹底した行財政改革を行うとともに、市税等の収納率向上に向けた取り組みの強化
や、新たな歳入確保の検討などを進め、財政基盤の強化を図る。
○経常収支比率
　定員管理による職員数の減による人件費の減などにより経常経費が２.５億円減少したものの、市税や地方交付税の大幅減によって経
常一般財源が１６.４億円減少した影響により、類似団体の平均値よりも上回っている。今後は中核市移行に伴い新たに発生する業務にか
かる経常経費の増を最小限に抑え、市税等歳入の確保に引き続き取り組むとともに、情報処理コストの縮減（汎用機運用コストＨ１７年度
比５％縮減）、公用車の維持管理経費等のコスト縮減（Ｈ１７年度より１０年間で２０，０００千円の経費縮減）や外郭団体等の再編統合（Ｈ２
１年度末までに９団体以上削減）など更なる経常経費の削減に努める。
○実質公債費比率
　大型投資事業の適切な取捨選択の結果、類似団体の平均値を下回る６.２％となっている。今後も久留米市新総合計画のもと、計画的な
投資事業の実施に努め、市債の新規発行にあたっても、交付税措置のある地方債の積極的な活用を図り、実質公債費比率の上昇を抑え
る。

○人口１人当たりの地方債現在高
　類似団体の平均値を若干上回っている。今後は市町村合併に伴う新市建設計画の実施に伴い、市債発行額は増加することが見込まれる
が、久留米市新行政改革行動計画に基づき義務的経費の削減を行うことで健全な財政運営に努める。
○人口１人当たり人件費・物件費等決算額
　類似団体の平均値をやや下回っている。第６次定員管理計画に基づく職員数の削減により、人件費が減少したためである。しかし、物件費
は昨年度より増えているので、今後は公共施設への指定管理者制度の更なる導入など、民間活力の積極的な活用を行い、コストの低減を
図っていく。
○ラスパイレス指数
　国の給与構造改革に準じた改定を行なっており、平成１９年度には給与水準の抑制となる昇給抑制を実施した。今後も給与制度の適正化
に努め、職員数削減とあわせた総人件費の削減を進める。
○人口１，０００人当たりの職員数
　第６次定員管理計画に基づく職員数の削減により、類似団体の平均値よりも少ない６.３３人となっている。今後も積極的な業務の民間委託
や徹底した事務改善を進めることにより、平成２２年４月１日時点で平成１７年の同日と比較して、１１０人の純減（中核市移行に伴う増減があ
るので、実際の削減は２１０人）を目指す。



市町村財政比較分析表(平成19年度普通会計決算)

福岡県 直方市
人 口
面 積
歳入総額
歳出総額
実質収支

58,852
61.78

22,618,953
22,508,988

7,545

人(H20.3.31現在)
ｋ㎡
千円
千円
千円

財政力

財政力指数 [0.56]

類似団体内順位

[ 52/56 ]
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類似団体内平均値
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直方市の比率

財政構造の弾力性

経常収支比率 [103.7%]

類似団体内順位

[ 55/56 ]
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人件費・物件費等の適正度

人口1人当たり人件費・物件費等決算額 [119,380円]

類似団体内順位

[ 49/56 ]
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給与水準の適正度   （国との比較）

ラスパイレス指数 [100.5]

類似団体内順位

[ 42/56 ]
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定員管理の適正度

人口1,000人当たり職員数 [7.37人]

類似団体内順位

[ 42/56 ]

全国市町村平均
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4.08
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公債費負担の健全度

実質公債費比率 [14.2%]

類似団体内順位

[ 46/56 ]

全国市町村平均
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福岡県市町村平均
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将来負担の健全度

人口1人当たり地方債現在高 [438,504円]

類似団体内順位

[ 49/56 ]
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※人件費、物件費及び維持補修費の合計である。ただし
　人件費には事業費支弁人件費を含み、退職金は含まない。

財政力

財政構造の弾力性

人件費・物件費等の
適正度

給与水準の適正度
   （国との比較）

定員管理の適正度

公債費負担の健全度

将来負担の健全度

類似団体平均

直方市
※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。

※平成20年４月１日以降の市町村合併により消滅した団体で実質公債費比率を算定していない
　団体については、グラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

※ラスパイレス指数及び人口1,000人当たり職員数については、平成19年地方公務員給与
　実態調査に基づくものである。なお、平成19年度中に市町村合併を行った団体については、
　当該項目に係るデータのグラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。
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140以上

分析欄
【財政力指数】
　人口の減少・高齢化が進み続けており、旧産炭地を脱却する程の基幹的産業も無い事から、財政力指数は全国の類似団体と比較してもかなり低い数値
で推移し続けており、本市の財政基盤は弱い。　財政基盤強化のため、近年北部九州地域で顕著となっている自動車関連産業の進出にあわせた企業誘
致や、地場産業の浮揚対策・中心市街地の活性化事業を推進し、定住人口と税収の改善に取り組む。

【経常収支比率】
　社会・児童・老人福祉費、生活保護費などの福祉関連経費負担が大きく、人口1人当たり決算額での比較では、他の類似団体に比べて約2倍の高水準で
ある。　また過去に実施した大型基盤整備事業の財源として市債を発行したことにより、公債費負担も依然として高い。　近年は各種建設事業の規模縮小・
期間の繰り延べに取り組み続けており、事業費の削減と市債発行の抑制を図っている。　人件費抑制のため職員定数削減を実施しており、18～21年度の
4年間で54人の減員を見込んでいる。　経常収支比率については、他にも三位一体改革など状況を悪化させる外的要因はあるが、これらの取り組みを継
続して財政構造が硬直化している現状を改善したい。

【人口１人当たり人件費・物件費等決算額】
　人件費は、類似団体と比較して約1.2倍となっている。　本市は学校給食事業、ごみの収集運搬業務などをほぼ直営で賄っており、職員総数が多くなる事
から類似団体内での人件費負担は高めである。　物件費では衛生費関連で他類似団体を大きく上回っている。　本市はごみ処分業務を他市に委託してお
り、その委託料が発生する事から、処理施設の建設費や維持費が非常に安価で済む代わりに物件費は高めとなっている。　必要性の低い各種施設の統
廃合や直営業務のアウトソーシングを推進しており、更に市業務の全般的なコスト低減を図る。

【人口１人当たり地方債現在高、及び実質公債費比率】
　市債発行額は11～12年度にかけて40億円を超過していたが、その後減少に転じて19年度については約21億円となっている。（繰上償還に伴うものは除く、
以下同）　　一方、近年は27億円前後の元金を償還しているため、市債の発行額と本市の人口がこのまま推移すれば、人口１人当たり地方債現在高は年間
約10千円程度の改善が見込める。　福岡県市町村平均を下回っているが、類似団体と比較して未だ高い水準にある。　過去に本市が発行した市債は元利償
還金のかなりの部分が普通交付税の事業費補正に算入されているが、それでも実質公債費比率は14.2％と平均的な水準を上回っており、今後も市債発行額
の抑制を基本方針として改善に取り組む。

【人口１，０００人当たり職員数】
　本市は学校給食事業、ごみの収集運搬業務、保育所等一部施設の運営を直営により実施しているため、職員数は他団体と比較して多くなっている。　18年
度より、複合文化施設などへの指定管理者制度導入・ごみ収集運搬業務の一部民間委託がなされており、18～21年度間で54名の削減を目標としている。（18
～20年度現在で50名の削減がなされている。）

【ラスパイレス指数】
　18年度に国家公務員給与構造改革を踏まえ給与の見直しを実施し、また各種手当の削減を行ってきたが、類似団体と比較して未だ高い水準にある。
　19年度には削減効果の大きい地域手当の廃止を実施しており、人員削減と併せた人件費の抑制を実施する。



市町村財政比較分析表(平成19年度普通会計決算)

福岡県 飯塚市
人 口
面 積
歳入総額
歳出総額
実質収支

132,680
214.13

54,310,119
53,646,288

638,129

人(H20.3.31現在)
ｋ㎡
千円
千円
千円

財政力

財政力指数 [0.52]

類似団体内順位

[ 35/35 ]

全国市町村平均

0.55
福岡県市町村平均

0.52
0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

0.52

1.65

0.90

類似団体内最大値

類似団体内最小値

類似団体内平均値

0.52

飯塚市の比率

財政構造の弾力性

経常収支比率 [101.1%]

類似団体内順位

[ 31/35 ]

全国市町村平均

92.0
福岡県市町村平均

95.6

(%)

110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

102.8

80.6

94.1

101.1

人件費・物件費等の適正度

人口1人当たり人件費・物件費等決算額 [112,624円]

類似団体内順位

[ 25/35 ]

全国市町村平均

116,898
福岡県市町村平均

108,738

(円)

200,000

150,000

100,000

50,000

0

169,167

65,868

107,063
112,624

給与水準の適正度   （国との比較）

ラスパイレス指数 [99.9]

類似団体内順位

[ 18/35 ]

全国市平均

97.0
全国町村平均

93.2
106.0

104.0

102.0

100.0

98.0

96.0

94.0

92.0

104.3

94.6

99.8 99.9

定員管理の適正度

人口1,000人当たり職員数 [7.20人]

類似団体内順位

[ 26/35 ]

全国市町村平均

7.82
福岡県市町村平均

6.54

(人)

10.00

8.00

6.00

4.00

2.00

8.90

3.76

6.68
7.20

公債費負担の健全度

実質公債費比率 [14.3%]

類似団体内順位

[ 34/35 ]

全国市町村平均

12.3
福岡県市町村平均

12.6

(%)

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0

14.9

2.1

7.9

14.3

将来負担の健全度

人口1人当たり地方債現在高 [459,829円]

類似団体内順位

[ 34/35 ]

全国市町村平均

446,922
福岡県市町村平均

639,575

(円)

600,000

500,000

400,000

300,000

200,000

100,000

506,297

176,692

283,414

459,829

※人件費、物件費及び維持補修費の合計である。ただし
　人件費には事業費支弁人件費を含み、退職金は含まない。

財政力

財政構造の弾力性

人件費・物件費等の
適正度

給与水準の適正度
   （国との比較）

定員管理の適正度

公債費負担の健全度

将来負担の健全度

類似団体平均

飯塚市
※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。

※平成20年４月１日以降の市町村合併により消滅した団体で実質公債費比率を算定していない
　団体については、グラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

※ラスパイレス指数及び人口1,000人当たり職員数については、平成19年地方公務員給与
　実態調査に基づくものである。なお、平成19年度中に市町村合併を行った団体については、
　当該項目に係るデータのグラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

40以下
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80
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140以上

分析欄
○財政力指数
　 旧産炭地特有の経済構造として、生活保護率が高いなど低所得者が多く、併せて人口の減少、高齢化の進展に伴う税収等の低
　 迷により歳入が減少している。類似団体と比較して大きな差があり、今後、地方税の徴収率の向上や企業誘致の推進により税収
　 の確保を図っていかなければならない。
○経常収支比率
 　扶助費、公債費の増など経常経費の増に加えて、三位一体の改革等による地方交付税の削減等、経常一般財源の減少により経
 　常収支比率が高い水準にある。前年度の数値からは2.1ポイント悪化し、依然として類似団体平均を大きく上回っている。今後、更
 　なる行財政改革の取り組みにより、人件費等の義務的経費の削減を図っていかなければならない。
○人口1人当たり人件費・物件費等決算額
 　人件費、物件費及び維持補修費の合計額の人口1人当たりの金額が類似団体平均を上回っているのは、主に人件費が要因とな
 　っている。これは合併により類似団体と比較して職員数が多いためであり、5年間（H18～H22）で約14％を目標に職員削減の取り
 　組みを行い、平成18年4月現在 1,022人から平成23年4月現在 911人まで111人を削減目標としている。平成20年4月現在におい
 　て、すでに912人と110人の削減を達成しているが、今後も、民間委託や事業の見直し等により適正な定員管理を図っていかなけれ
 　ばならない。

○ラスパイレス指数
　 類似団体と比較して同水準であるが、今後も他団体の水準や民間給与の状況を踏まえ、給与の適正化に努めていかなければなら
　 ない。
○人口1人当たり地方債現在高
 　近年の大型事業の実施により、地方債は増加傾向にあり、今後も、学校の大規模改造、公営住宅の建替え等、施設の改良事業を
 　計画しているが、事業実施に際しては年次計画により将来負担の適正化を図っていかなければならない。
○実質公債費比率
　 近年の大型事業の実施により、その財源として借り入れた地方債の増加により公債費も増加している。今後も施設の改良事業等を
 　計画しているが、事業実施に際しては年次計画により将来負担の適正化を図っていかなければならない。
○人口1,000人当たり職員数
 　合併により類似団体平均と比較して約0.52人多くなっており、今後も、民間委託や事業の見直し等により適正な定員管理を図ってい
 　かなければならない。



市町村財政比較分析表(平成19年度普通会計決算)

福岡県 田川市
人 口
面 積
歳入総額
歳出総額
実質収支

51,678
54.52

25,808,582
25,560,062

236,905

人(H20.3.31現在)
ｋ㎡
千円
千円
千円

財政力

財政力指数 [0.40]

類似団体内順位

[ 56/56 ]

全国市町村平均

0.55
福岡県市町村平均

0.52
0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

0.40

1.28

0.83

類似団体内最大値

類似団体内最小値

類似団体内平均値

0.40

田川市の比率

財政構造の弾力性

経常収支比率 [99.4%]

類似団体内順位

[ 43/56 ]

全国市町村平均

92.0
福岡県市町村平均

95.6

(%)

110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

60.0

103.7

73.4

94.0

99.4

人件費・物件費等の適正度

人口1人当たり人件費・物件費等決算額 [111,290円]

類似団体内順位

[ 45/56 ]

全国市町村平均

116,898
福岡県市町村平均

108,738

(円)

160,000

140,000

120,000

100,000

80,000

60,000

131,273

73,767

100,984

111,290

給与水準の適正度   （国との比較）

ラスパイレス指数 [100.3]

類似団体内順位

[ 41/56 ]

全国市平均

97.0
全国町村平均

93.2
110.0

105.0

100.0

95.0

90.0

85.0

103.4

92.1

98.5

100.3

定員管理の適正度

人口1,000人当たり職員数 [8.05人]

類似団体内順位

[ 54/56 ]

全国市町村平均

7.82
福岡県市町村平均

6.54

(人)

12.00

10.00

8.00

6.00

4.00

2.00

9.73

4.08

6.53

8.05

公債費負担の健全度

実質公債費比率 [13.8%]

類似団体内順位

[ 44/56 ]

全国市町村平均

12.3
福岡県市町村平均

12.6

(%)

30.0

20.0

10.0

0.0

21.8

1.6

10.8

13.8

将来負担の健全度

人口1人当たり地方債現在高 [588,747円]

類似団体内順位

[ 54/56 ]

全国市町村平均

446,922
福岡県市町村平均

639,575

(円)

1,200,000

1,000,000

800,000

600,000

400,000

200,000

0

1,047,342

180,136

334,123

588,747

※人件費、物件費及び維持補修費の合計である。ただし
　人件費には事業費支弁人件費を含み、退職金は含まない。

財政力

財政構造の弾力性

人件費・物件費等の
適正度

給与水準の適正度
   （国との比較）

定員管理の適正度

公債費負担の健全度

将来負担の健全度

類似団体平均

田川市
※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。

※平成20年４月１日以降の市町村合併により消滅した団体で実質公債費比率を算定していない
　団体については、グラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

※ラスパイレス指数及び人口1,000人当たり職員数については、平成19年地方公務員給与
　実態調査に基づくものである。なお、平成19年度中に市町村合併を行った団体については、
　当該項目に係るデータのグラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。
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分析欄
財政力指数
・本市は旧産炭・過疎地域であるため、人口の減少や少子高齢化の進展が著しく、基幹産業がないこと等から、財政基盤が極めて弱く、類似団体中
最も低い財政力指数となっている。現在、本市の集中改革プランである第4次行政改革実施計画に基づき、人件費の削減や事務事業の見直しなど
徹底した歳出の抑制を図る一方、地方税等の徴収強化や使用料・手数料の見直しなど歳入の確保に努めており、また企業誘致や地場産業育成な
どの地域浮揚策にも積極的に取り組んでいるところである。
経常収支比率
・過去の大型投資的事業の実施による地方債の元利償還で公債費が多額であり、高齢者や生活保護受給者が多いため福祉関係経費が高い水準
であることから、前年度に比べ4.7％増加し、類似団体平均を上回っている。現在、定員適正化計画による人件費の縮減、生活保護受給者の自立支
援強化による扶助費の抑制など経常経費の削減に努めている。
ラスパイレス指数
・平成１８年度の給与構造改革により、国家公務員は比較対象となる基本給を引き下げたため、平成19年ラスパイレス指数は全国的に微増となった
ものの、諸手当を含めた給与全体の水準は対前年比で国2.4％増、地方公共団体平均△0.8％であり、本市も△0.7％となっている。
人口1,000人当たり職員数
・集中改革プランに対応した第３次定員適正化計画（計画期間H17.4.1からH22.4.1)に取り組み、鋭意81人を減員することとしており、本市の財政事情
から非常に高い削減率（17.9％）となっている。なお、17～１9年度で49名の削減と概ね計画どおりの進捗状況（進捗率60.5％）であり、今後も計画の
実現に向け努めていく。

実質公債費比率
・類似団体平均と比較して3.0％上回っているが、失業対策事業、改良住宅建設事業、同和対策事業、過疎対策事業など旧産炭・過疎地域特有の多く
の投資的事業の実施に伴う地方債の元利償還金が多額であり、重い負担となっている。そのため、産炭地域振興振興臨時措置法の失効や第4次行政
改革実施計画の推進により投資的事業の大幅な縮減や見直しを行うなど、公債費負担の軽減を図っている。
人口１人当たり地方債現在高
・過去に多くの投資的事業を実施してきたため、類似団体平均を大幅に上回っている。そのため、17年度から公債費負担適正化計画に基づき新規地
方債の借入制限を行っており、18年度末で約320億円ある地方債残高を26年度末には200億円程度まで削減することを目標とし、地方債残高の縮減に
努めている。
人口１人当たり人件費、物件費等決算額
・類似団体平均と比較して約10千円上回っているが、主な要因としては人件費である。これは、失業対策事業、改良住宅建設事業などの旧産炭地特
有の投資的事業に従事する職員を配置しているためであり、またごみ収集業務や保育所・市民会館などの施設運営を直営で行っているためである。
今後は、投資的事業に関しては大幅な見直しや抑制により人員削減を行い、施設運営に関しては民間でも実施可能な部分について指定管理者制度
の導入などによる委託化を推進し、コスト削減を図っていく。



市町村財政比較分析表(平成19年度普通会計決算)

福岡県 柳川市
人 口
面 積
歳入総額
歳出総額
実質収支

73,929
76.90

27,879,626
27,496,358

344,578

人(H20.3.31現在)
ｋ㎡
千円
千円
千円

財政力

財政力指数 [0.49]

類似団体内順位

[ 93/127 ]

全国市町村平均

0.55
福岡県市町村平均

0.52
0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

0.30

1.36

0.65

類似団体内最大値

類似団体内最小値

類似団体内平均値

0.49

柳川市の比率

財政構造の弾力性

経常収支比率 [93.2%]

類似団体内順位

[ 60/127 ]

全国市町村平均

92.0
福岡県市町村平均

95.6

(%)

120.0

110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

107.0

78.5

93.5 93.2

人件費・物件費等の適正度

人口1人当たり人件費・物件費等決算額 [103,039円]

類似団体内順位

[ 34/127 ]

全国市町村平均

116,898
福岡県市町村平均

108,738

(円)

300,000

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

0

237,932

68,961

116,542
103,039

給与水準の適正度   （国との比較）

ラスパイレス指数 [100.4]

類似団体内順位

[ 116/127 ]

全国市平均

97.0
全国町村平均

93.2
105.0

100.0

95.0

90.0

85.0

80.0

102.1

86.5

97.3

100.4

定員管理の適正度

人口1,000人当たり職員数 [7.16人]

類似団体内順位

[ 36/127 ]

全国市町村平均

7.82
福岡県市町村平均

6.54

(人)

20.00

15.00

10.00

5.00

0.00

16.05

4.37

8.23
7.16

公債費負担の健全度

実質公債費比率 [14.6%]

類似団体内順位

[ 71/127 ]

全国市町村平均

12.3
福岡県市町村平均

12.6

(%)

40.0

30.0

20.0

10.0

0.0

25.1

3.9

14.2 14.6

将来負担の健全度

人口1人当たり地方債現在高 [458,415円]

類似団体内順位

[ 81/127 ]

全国市町村平均

446,922
福岡県市町村平均

639,575

(円)

1,200,000

1,000,000

800,000

600,000

400,000

200,000

0

994,036

155,162

426,744
458,415

※人件費、物件費及び維持補修費の合計である。ただし
　人件費には事業費支弁人件費を含み、退職金は含まない。

財政力

財政構造の弾力性

人件費・物件費等の
適正度

給与水準の適正度
   （国との比較）

定員管理の適正度

公債費負担の健全度

将来負担の健全度

類似団体平均

柳川市
※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。

※平成20年４月１日以降の市町村合併により消滅した団体で実質公債費比率を算定していない
　団体については、グラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

※ラスパイレス指数及び人口1,000人当たり職員数については、平成19年地方公務員給与
　実態調査に基づくものである。なお、平成19年度中に市町村合併を行った団体については、
　当該項目に係るデータのグラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

40以下

60

80

100

120

140以上

分析欄
○財政力指数
　人口の減少や全国平均を上回る高齢化率（H19年度末25.7％）に加え、市の基幹産業が農漁業中心で企業が少なく財政基盤が弱い地
域で、類似団体平均を大きく下回っています。歳入においては、収納率の向上、企業誘致の調査研究、未利用財産の売却等を推進し歳
入の確保を図ります。一方、歳出においては、定員管理の適正化（H17～H21までに40人削減）、物件費（Ｈ17～Ｈ21までに15％の削減）
等の削減と、第1次柳川市総合計画に掲げた施策事業の優先度の高いものからの着実な事業実施との両立に努め、活力あるまちづくりを
展開しながらの財政の健全化を図ります。
○経常収支比率
　Ｈ１９年度においては、前年度と比較して0.8％の上昇となっています。この要因は、経常収支比率算出式の分子となる経常一般財源に
おいて人件費・物件費・補助費等は減少したものの、公債費、扶助費、公共下水道特別会計等への繰出金が増加し、また、分母となる経
常一般財源収入である臨時財政対策債などが減少したためです。平成21年度までの目標である経常収支比率90％未満に向けて、更な
る、職員数の削減、物件費の削減、起債借入額の抑制など行財政改革への取組を通じて義務的経費の削減に努めます。
○人口一人当り人件費・物件費等決算額
　全国、県、類似団体平均と比較して低くなっているのは、主に人件費が要因となっています。人口１人当り人件費及び人件費に準ずる決
算額は、69,744円で、類似団体平均の82,877円を大きく下回っています。これは、人口1,000人当りの職員数が類似団体の8.23人に対し
7.16人と１３％低くなっているように、主に職員数が類似団体に比べて少ないことによるものです。

○実質公債費比率
　比率算出式の分子となる公債費に準じる経費が減少したため、H１９年度は、前年度に比べ0.8％減少した結果となっています。また、市債
残高が増加傾向にあり、その償還が増加する見込みのため、繰上償還や大型公共事業の見直しなど起債の抑制に努め、実質公債費比率
の上昇を抑えます。
○人口1,000人当り職員数
　平成１８年度の7.08人から平成１９年度は7.16人と増加していますが、本年度の地方公務員給与実態調査がまだ確定されていないため、
計算式の分子である職員数は、平成１８年度の数値を用いている為です。実際には、見込み職員数は、独自試算で6.86であり減少している
状況です。定員削減計画（全会計）では、平成１７年４月１日現在で６０２名の職員を平成２２年度までに、４０名を削減し、５６２人とする計画
です。実際には、平成１９年４月１日現在で５７４名、平成２０年４月１日で５５８人で、目標数に達しています。
○ラスパイレス指数
　平成２０年地方公務員給与実態調査（H20．4月時点）の結果が確定していないため、表におけるラスパイレス指数は平成１９年４月時点の
ものですが、独自の試算では、平成２０年度（H20．4月時点）は前年度に比べ若干上昇する見込みです。その主な要因としては、国家公務員
と本市職員を比較する場合の経験年数毎の職員構成の変動によるものと、合併による旧職員間の調整等によるものが考えられます。



市町村財政比較分析表(平成19年度普通会計決算)

福岡県 八女市
人 口
面 積
歳入総額
歳出総額
実質収支

42,427
98.66

15,086,597
14,548,778

469,302

人(H20.3.31現在)
ｋ㎡
千円
千円
千円

財政力

財政力指数 [0.51]

類似団体内順位

[ 39/132 ]

全国市町村平均

0.55
福岡県市町村平均

0.52
0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

0.22

1.02

0.46

類似団体内最大値

類似団体内最小値

類似団体内平均値

0.51

八女市の比率

財政構造の弾力性

経常収支比率 [92.3%]

類似団体内順位

[ 38/132 ]

全国市町村平均

92.0
福岡県市町村平均

95.6

(%)

120.0

110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

107.0

82.7

94.8
92.3

人件費・物件費等の適正度

人口1人当たり人件費・物件費等決算額 [98,277円]

類似団体内順位

[ 8/132 ]

全国市町村平均

116,898
福岡県市町村平均

108,738

(円)

300,000

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

243,270

83,321

132,082

98,277

給与水準の適正度   （国との比較）

ラスパイレス指数 [100.9]

類似団体内順位

[ 130/132 ]

全国市平均

97.0
全国町村平均

93.2
110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

60.0

101.8

68.0

95.6

100.9

定員管理の適正度

人口1,000人当たり職員数 [6.91人]

類似団体内順位

[ 7/132 ]

全国市町村平均

7.82
福岡県市町村平均

6.54

(人)

20.00

15.00

10.00

5.00

0.00

17.41

5.06

9.75

6.91

公債費負担の健全度

実質公債費比率 [15.4%]

類似団体内順位

[ 51/132 ]

全国市町村平均

12.3
福岡県市町村平均

12.6

(%)

50.0

40.0

30.0

20.0

10.0

0.0

39.6

6.9

16.5 15.4

将来負担の健全度

人口1人当たり地方債現在高 [367,309円]

類似団体内順位

[ 17/132 ]

全国市町村平均

446,922
福岡県市町村平均

639,575

(円)

2,000,000

1,500,000

1,000,000

500,000

0

1,600,966

223,788

556,512
367,309

※人件費、物件費及び維持補修費の合計である。ただし
　人件費には事業費支弁人件費を含み、退職金は含まない。

財政力

財政構造の弾力性

人件費・物件費等の
適正度

給与水準の適正度
   （国との比較）

定員管理の適正度

公債費負担の健全度

将来負担の健全度

類似団体平均

八女市
※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。

※平成20年４月１日以降の市町村合併により消滅した団体で実質公債費比率を算定していない
　団体については、グラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

※ラスパイレス指数及び人口1,000人当たり職員数については、平成19年地方公務員給与
　実態調査に基づくものである。なお、平成19年度中に市町村合併を行った団体については、
　当該項目に係るデータのグラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

40以下

60

80

100

120

140以上

分析欄

○財政力指数
　所得創出人口の高齢化による実質所得層の減少に加え、市の基幹産業である農業や伝統工芸産業が厳しい状況にあ
ること等により財政基盤が弱く、類似団体平均値を維持している状況である。今後は、補助費等の見直しや保育所など施
設の民間委託等の推進により歳出削減に努め、財政の健全化を図る。

○経常収支比率
　人件費・補助費の削減に努めており、類似団体平均値より2.5ポイント下回っている。今後も、定員適正化計画に基づく
退職者不補充や補助金等審査委員会による補助費等の削減により、財政基盤の安定化を図るために一層強化した行
財政改革の推進を図る。

○ラスパイレス指数
　類似団体平均値より5.3ポイント上回っており、今後は給与体系の見直しを図り、より一層の給与の適正化に努める。

○実質公債費比率
　類似団体平均値より1.1ポイント下回っており、今後とも緊急度・住民のニーズを的確に把握した事業の選択により、起債
に大きく頼ることのない財政運営に努める。

○人口１人当たり地方債現在高
　近年大規模事業が少なかったため、現在のところ類似団体を下回っているが、　今後集会施設建設事業を予定しており、
地方債発行額が見込まれる。このことから、他事業における地方債の発行額抑制等を行い、財政の健全化に努める。

○人口１，０００人当たり職員数
　過去からの新規採用抑制及び退職者不補充により、類似団体平均値を下回っている。今後も平成18年度合併を
基準として、平成19年度から平成23年度までの5年間で22人の職員を削減し、平成23年4月1日における職員数を311人以
内とすることを目標とする。



市町村財政比較分析表(平成19年度普通会計決算)

福岡県 筑後市
人 口
面 積
歳入総額
歳出総額
実質収支

48,560
41.85

14,421,683
14,041,504

299,425

人(H20.3.31現在)
ｋ㎡
千円
千円
千円

財政力

財政力指数 [0.68]

類似団体内順位

[ 12/132 ]

全国市町村平均

0.55
福岡県市町村平均

0.52
0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

0.22

1.02

0.46

類似団体内最大値

類似団体内最小値

類似団体内平均値 0.68
筑後市の比率

財政構造の弾力性

経常収支比率 [92.8%]

類似団体内順位

[ 43/132 ]

全国市町村平均

92.0
福岡県市町村平均

95.6

(%)

120.0

110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

107.0

82.7

94.8
92.8

人件費・物件費等の適正度

人口1人当たり人件費・物件費等決算額 [88,224 円]

類似団体内順位

[ 2/132 ]

全国市町村平均

116,898
福岡県市町村平均

108,738

(円)

300,000

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

243,270

83,321

132,082

88,224

給与水準の適正度   （国との比較）

ラスパイレス指数 [101.8]

類似団体内順位

[ 131/132 ]

全国市平均

97.0
全国町村平均

93.2
110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

60.0

101.8

68.0

95.6

101.8

定員管理の適正度

人口1,000人当たり職員数 [6.55 人]

類似団体内順位

[ 3/132 ]

全国市町村平均

7.82
福岡県市町村平均

6.54

(人)

20.00

15.00

10.00

5.00

0.00

17.41

5.06

9.75

6.55

公債費負担の健全度

実質公債費比率 [16.2%]

類似団体内順位

[ 62/132 ]

全国市町村平均

12.3
福岡県市町村平均

12.6

(%)

50.0

40.0

30.0

20.0

10.0

0.0

39.6

6.9

16.5 16.2

将来負担の健全度

人口1人当たり地方債現在高 [299,455 円]

類似団体内順位

[ 3/132 ]

全国市町村平均

446,922
福岡県市町村平均

639,575

(円)

2,000,000

1,500,000

1,000,000

500,000

0

1,600,966

223,788

556,512

299,455

※人件費、物件費及び維持補修費の合計である。ただし
　人件費には事業費支弁人件費を含み、退職金は含まない。

財政力

財政構造の弾力性

人件費・物件費等の
適正度

給与水準の適正度
   （国との比較）

定員管理の適正度

公債費負担の健全度

将来負担の健全度

類似団体平均

筑後市
※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。

※平成20年４月１日以降の市町村合併により消滅した団体で実質公債費比率を算定していない
　団体については、グラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

※ラスパイレス指数及び人口1,000人当たり職員数については、平成19年地方公務員給与
　実態調査に基づくものである。なお、平成19年度中に市町村合併を行った団体については、
　当該項目に係るデータのグラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

40以下

60

80

100

120

140以上

分析欄
〇財政力指数

　ここ数年間の法人市民税の伸びにより0.68まで伸びてきたが、景気が悪化している状況のため法人市民税は減少するものと思われ

る。今後は安定的な財政基盤を作っていく必要がある。

〇経常収支比率

　平成17及び18年度に実施した繰上償還による公債費の減、「集中改革プラン」による人員削減による人件費の減などにより、経常経

費充当一般財源は大きく減少したが、法人市民税や普通交付税の減により、経常一般財源も減少したため0.1%の改善にとどまった。

平成20年度は普通交付税が増額となったため、経常一般財源収入が伸びることが期待できる。

〇実質公債費比率
　八女西部クリーンセンター建設、市立病院改築、公共下水道事業などの大規模事業の償還などにより、実質公債費比率は高い水準
となっていたが、平成17及び18年度に実施した繰上償還の効果により1.6%改善した。今後は、九州新幹線筑後船小屋駅関連事業な

どの大規模事業を実施予定であるが、適切な起債発行に努め実質公債費比率の改善を図っていく。

〇人口1,000人当たり職員数

　現在でも全国平均よりかなり少ない職員数であるが、財政状況が厳しい状況であり「集中改革プラン」や「財政健全化計画」による5年間

で40人削減に向け努力中である。

〇ラスパイレス指数
　ラスパイレス指数は、類似団体の中でも一番高い数値となっている。今後は国や他自治体との均衡を図るため、中堅・高齢職員給の1％
削減、管理職員給の3％削減、中堅職員以上の通常昇給1/2カットなどを実施していく。

〇人口一人当たり地方債現在高

　繰上償還の実施や市債発行の抑制を実施してきたため、昨年度より市民一人当たり10,067円減少している。今後も市債発行の抑制を

図り、適正な地方債残高を目指していく。

〇人口一人当たり人件費・物件費等決算額
　類似団体と比較して少ないのは、職員数が少ないことが大きな要因である。また、行政評価を導入し、事務事業改善を進めることで物件

費等の抑制に取り組んでいる。

　



市町村財政比較分析表(平成19年度普通会計決算)

福岡県 大川市
人 口
面 積
歳入総額
歳出総額
実質収支

39,270
33.61

12,998,459
12,919,821

78,638

人(H20.3.31現在)
ｋ㎡
千円
千円
千円

財政力

財政力指数 [0.58]

類似団体内順位

[ 22/132 ]

全国市町村平均

0.55
福岡県市町村平均

0.52
0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

0.22

1.02

0.46

類似団体内最大値

類似団体内最小値

類似団体内平均値

0.58 大川市の比率

財政構造の弾力性

経常収支比率 [93.1%]

類似団体内順位

[ 50/132 ]

全国市町村平均

92.0
福岡県市町村平均

95.6

(%)

120.0

110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

107.0

82.7

94.8 93.1

人件費・物件費等の適正度

人口1人当たり人件費・物件費等決算額 [100,143円]

類似団体内順位

[ 10/132 ]

全国市町村平均

116,898
福岡県市町村平均

108,738

(円)

300,000

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

243,270

83,321

132,082

100,143

給与水準の適正度   （国との比較）

ラスパイレス指数 [100.8]

類似団体内順位

[ 129/132 ]

全国市平均

97.0
全国町村平均

93.2
110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

60.0

101.8

68.0

95.6

100.8

定員管理の適正度

人口1,000人当たり職員数 [7.56人]

類似団体内順位

[ 15/132 ]

全国市町村平均

7.82
福岡県市町村平均

6.54

(人)

20.00

15.00

10.00

5.00

0.00

17.41

5.06

9.75

7.56

公債費負担の健全度

実質公債費比率 [15.3%]

類似団体内順位

[ 49/132 ]

全国市町村平均

12.3
福岡県市町村平均

12.6

(%)

50.0

40.0

30.0

20.0

10.0

0.0

39.6

6.9

16.5 15.3

将来負担の健全度

人口1人当たり地方債現在高 [390,727円]

類似団体内順位

[ 25/132 ]

全国市町村平均

446,922
福岡県市町村平均

639,575

(円)

2,000,000

1,500,000

1,000,000

500,000

0

1,600,966

223,788

556,512
390,727

※人件費、物件費及び維持補修費の合計である。ただし
　人件費には事業費支弁人件費を含み、退職金は含まない。

財政力

財政構造の弾力性

人件費・物件費等の
適正度

給与水準の適正度
   （国との比較）

定員管理の適正度

公債費負担の健全度

将来負担の健全度

類似団体平均

大川市
※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。

※平成20年４月１日以降の市町村合併により消滅した団体で実質公債費比率を算定していない
　団体については、グラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

※ラスパイレス指数及び人口1,000人当たり職員数については、平成19年地方公務員給与
　実態調査に基づくものである。なお、平成19年度中に市町村合併を行った団体については、
　当該項目に係るデータのグラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。
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分析欄
○財政力指数
　結果としては、類似団体平均を0.58と上回っているものの、人口の減少や本市の基幹産業の長引く低迷により、更なる財政基盤の強化
が求められる。歳入については、平成17年度から取り組んでいる税収納率の向上の推進（現年度課税分で1.26%の向上）また、企業誘致
推進室を設置し、新たな財源確保に努めている。歳出については、定員適正化計画（5年間で8%程度の削減、平成18年度達成済み）や補
助金等の見直し（平成17年度～21年度約347百万円の削減）による歳出削減を実施することで財政の健全化を図る。
○経常収支比率
　経常収支比率93.1%（前年度比▲2.0%）と改善しており、類似団体平均を下回る結果となった。人件費及び公債費の義務的経費抑制によ
る経常経費充当一般財源の減少（前年度比▲4.8%）等が要因としてあげられる。今後も市税を中心とする自主財源の確保のため、税収納
率の向上の推進（平成17～21年度効果額約100百万円）と集中改革プラン等を踏まえ歳出全般にわたる見直しを行い、経常経費の削減
に努める。
○実質公債費比率
　過去に策定した「公債費負担適正化計画」の効果により、引き続き平成19年度も起債を抑制することで、15.3%と類似団体平均を下回る
結果となったが、今後も緊急度・住民ニーズを的確に把握した事業の選択により、起債に大きく頼ることのない財政運営に努める。

○人口１人当たりの地方債現在高
　新規地方債の発行の抑制等により、現在のところ類似団体を下回っているが、平成22年度に国営土地改良事業の市負担金として859百万
円の支出が見込まれるため、他事業における地方債の発行の抑制等により、類似団体平均を上回ることがないよう努める。
○ラスパイレス指数
　給与等の削減として通勤手当の見直しや調整手当の廃止、また職員定数の適正化計画では既に目標値を達成しているが、類似団体平均
より高い水準にある。この要因としては、職員の年齢構成や昇給に係る運用制度等の違いが推測される。今後は、給与体系・運用制度の見
直しを行い、給与の適正化に努める。
○人口１，０００人当たりの職員数
　現時点において、既に、職員定数の適正化計画における目標（平成22年4月1日時点で職員数344人）を達成している。今後も民間委託等
を推進しながら、自治体規模に見合う定員管理に努める。
○人口１人当たり人件費・物件費等決算額
　類似団体平均を下回る結果となった要因として、集中改革プランによる人件費の削減（平成17～21年度効果額365百万円）、物件費の削
減（前年度比3%）等があげられる。平成19年度では保育園の民間委託、平成20年度では市民体育館、斎場等の指定管理者制度の導入を
行い、人件費の一層の削減を図る。



市町村財政比較分析表(平成19年度普通会計決算)

福岡県 行橋市
人 口
面 積
歳入総額
歳出総額
実質収支

71,852
69.83

21,335,943
21,087,172

161,038

人(H20.3.31現在)
ｋ㎡
千円
千円
千円

財政力

財政力指数 [0.64]

類似団体内順位

[ 56/127 ]

全国市町村平均

0.55
福岡県市町村平均

0.52
0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

0.30

1.36

0.65

類似団体内最大値

類似団体内最小値

類似団体内平均値
0.64

行橋市の比率

財政構造の弾力性

経常収支比率 [96.4%]

類似団体内順位

[ 94/127 ]

全国市町村平均

92.0
福岡県市町村平均

95.6

(%)

120.0

110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

107.0

78.5

93.5
96.4

人件費・物件費等の適正度

人口1人当たり人件費・物件費等決算額 [89,227円]

類似団体内順位

[ 16/127 ]

全国市町村平均

116,898
福岡県市町村平均

108,738

(円)
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68,961

116,542
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給与水準の適正度   （国との比較）

ラスパイレス指数 [102.1]

類似団体内順位

[ 126/127 ]
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定員管理の適正度

人口1,000人当たり職員数 [5.98人]

類似団体内順位

[ 13/127 ]

全国市町村平均

7.82
福岡県市町村平均

6.54

(人)
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15.00

10.00

5.00

0.00

16.05

4.37

8.23
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公債費負担の健全度

実質公債費比率 [12.6%]

類似団体内順位

[ 42/127 ]

全国市町村平均
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福岡県市町村平均
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(%)
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20.0

10.0

0.0
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14.2 12.6

将来負担の健全度

人口1人当たり地方債現在高 [238,583円]

類似団体内順位

[ 10/127 ]

全国市町村平均

446,922
福岡県市町村平均

639,575

(円)

1,200,000

1,000,000
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600,000

400,000
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0

994,036

155,162

426,744
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※人件費、物件費及び維持補修費の合計である。ただし
　人件費には事業費支弁人件費を含み、退職金は含まない。

財政力

財政構造の弾力性

人件費・物件費等の
適正度

給与水準の適正度
   （国との比較）

定員管理の適正度

公債費負担の健全度

将来負担の健全度

類似団体平均

行橋市
※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。

※平成20年４月１日以降の市町村合併により消滅した団体で実質公債費比率を算定していない
　団体については、グラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

※ラスパイレス指数及び人口1,000人当たり職員数については、平成19年地方公務員給与
　実態調査に基づくものである。なお、平成19年度中に市町村合併を行った団体については、
　当該項目に係るデータのグラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。
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分析欄
>>>財政力指数 [0.64]
　財政力指数は、類似団体の平均を0.01ﾎﾟｲﾝﾄわずかに下回っているものの、県下の平均を0.12ﾎﾟｲﾝﾄ上回る結果となっています。今後と
も市税の課税客体の的確な補足及び徴収体制の強化を図るとともに、企業誘致を積極的に推進し、徴収率の向上及び市税収入の確保
に努めていきます。

>>>経常収支比率 [96.4%]
　経常収支比率は、類似団体の平均を2.9％ﾎﾟｲﾝﾄ上回っています。前年度比1.0ﾎﾟｲﾝﾄ減ではありますが、三位一体の改革の影響による
地方交付税の減少、退職者の急増・児童手当等の増による人件費・扶助費が増加したことにより、財政構造の弾力性はここ数年で大幅に
低下しています。今後は、市の集中改革プランに基づき、特殊勤務手当ての見直し・定員管理等に努め経費の削減に努めていくとともに、
企業誘致を積極的に推進、市税徴収率向上に努め自主財源の確保を行なっていきます。

>>>実質公債費比率 [12.6%]
　実質公債費比率は、類似団体の平均を1.6％ﾎﾟｲﾝﾄ下回っています。今後も必要性の高い事業の実施に努め、地方債管理を行なうこと
により、現在の水準を維持していきます。

>>>人口1人当たり地方債現在高 [238,583円]
　人口1人当たり地方債現在高は、類似団体の平均を大きく下回っています。今後も必要性の高い事業の実施に努め、適切な地方債管理を
行なうことにより、現在の水準を維持していきます。

>>>ラスパイレス指数 [102.1]
　ラスパイレス指数については、給与体系の見直しが遅れ、類似団体中最も高い水準となっています。今後は、国及び他の地方公共団体の
事情を考慮しながら、各種手当ての見直し・廃止、給与等の適正化に努めていきます。

>>>人口1,000人当たり職員数 [5.98人]
　人口1,000人当たり職員数は、類似団体の平均を下回っており、全国的にも低い水準にあります。平成16年より職員定員適正化計画に基
づき、10年で約10％（50名程度）の削減を目標としており、今後とも定員適正化計画に基づき職員数の削減に努めていきます。

>>>人口1人当たり人件費・物件費等決算額 [89,227円]
　類似団体及び県下市町村平均と比較して、人件費・物件費等の適制度は高い水準を維持しています。今後とも人件費及び物件費の適正
化に努めていきます。



市町村財政比較分析表(平成19年度普通会計決算)

福岡県 豊前市
人 口
面 積
歳入総額
歳出総額
実質収支

28,204
111.17

11,274,403
11,168,095
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人(H20.3.31現在)
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千円
千円

財政力

財政力指数 [0.51]

類似団体内順位
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豊前市の比率

財政構造の弾力性

経常収支比率 [96.4%]

類似団体内順位
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人件費・物件費等の適正度

人口1人当たり人件費・物件費等決算額 [106,010円]

類似団体内順位
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給与水準の適正度   （国との比較）

ラスパイレス指数 [99.2]

類似団体内順位
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定員管理の適正度

人口1,000人当たり職員数 [8.08人]

類似団体内順位
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公債費負担の健全度

実質公債費比率 [15.1%]

類似団体内順位
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10.0

0.0

39.6

6.9

16.5 15.1

将来負担の健全度

人口1人当たり地方債現在高 [460,421円]

類似団体内順位

[ 43/132 ]

全国市町村平均

446,922
福岡県市町村平均

639,575

(円)

2,000,000

1,500,000

1,000,000

500,000

0

1,600,966

223,788

556,512 460,421

※人件費、物件費及び維持補修費の合計である。ただし
　人件費には事業費支弁人件費を含み、退職金は含まない。

財政力

財政構造の弾力性

人件費・物件費等の
適正度

給与水準の適正度
   （国との比較）

定員管理の適正度

公債費負担の健全度

将来負担の健全度

類似団体平均

豊前市
※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。

※平成20年４月１日以降の市町村合併により消滅した団体で実質公債費比率を算定していない
　団体については、グラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

※ラスパイレス指数及び人口1,000人当たり職員数については、平成19年地方公務員給与
　実態調査に基づくものである。なお、平成19年度中に市町村合併を行った団体については、
　当該項目に係るデータのグラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

40以下

60

80

100

120

140以上

分析欄
財政力指数
類似団体平均を上回っているが、今後も景気低迷が長引くことが予想され、更に積極的な企業誘致や市税の徴収強化、口座振替の推
進、また、滞納者に対する個別徴収及び法的措置に基づく滞納整理の強化など税収確保に努める。

経常収支比率
類似団体平均を上回っており、集中改革プランに揚げたとおり職員数の減による人件費の削減等行財政改革を進め、財政の健全化と効
率化に努める。

人口１人当たり人件費・物件費等決算額
ゴミ処理場や消防業務を一部事務組合で行っていることもあり類似団体平均を下回っているが、今後も集中改革プラン等に則して各種手
当の見直しや給与・定員の適正化に取り組むことにより更に人件費の抑制に努める。

ラスパイレス指数
今後も定員管理の適正化を推進し、近隣の自治体との均衡を図りながら、集中改革プランの主旨に則して適正な給与制度・運用となるよ
う努める。

人口１人当たり地方債現在高
類似団体平均を下回っているが、今後も新規地方債の発行額を元金償還額の範囲内に抑えて地方債残高の削減を図り財政構造の健全化
に努める。

実質公債費比率
類似団体平均を下回っているが、過去の経済対策等による事業の償還が終了しておらず、今後も財政計画に基づいて新規地方債の発行を
抑制するなど健全化に努める。

人口1,000人当たり職員数
過去からの新規採用抑制により類似団体平均を下回っているが、今後も集中改革プランに基づき、平成22年度までに更に大幅な削減を行
う。



市町村財政比較分析表(平成19年度普通会計決算)

福岡県 中間市
人 口
面 積
歳入総額
歳出総額
実質収支

46,740
15.98

16,060,694
15,978,407

82,098

人(H20.3.31現在)
ｋ㎡
千円
千円
千円

財政力

財政力指数 [0.46]

類似団体内順位

[ 4/9 ]

全国市町村平均

0.55
福岡県市町村平均

0.52
0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

0.13

1.04

0.63

類似団体内最大値

類似団体内最小値

類似団体内平均値

0.46

中間市の比率

財政構造の弾力性

経常収支比率 [99.7%]

類似団体内順位

[ 8/9 ]

全国市町村平均

92.0
福岡県市町村平均

95.6

(%)

105.0

100.0

95.0

90.0

85.0

80.0

99.9

86.4

93.4

99.7

人件費・物件費等の適正度

人口1人当たり人件費・物件費等決算額 [93,024円]

類似団体内順位

[ 1/9 ]

全国市町村平均

116,898
福岡県市町村平均

108,738

(円)

400,000

300,000

200,000

100,000

0

309,621

93,024

129,379

93,024

給与水準の適正度   （国との比較）

ラスパイレス指数 [99.7]

類似団体内順位

[ 9/9 ]

全国市平均

97.0
全国町村平均

93.2
110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

99.7

75.9

95.6

99.7

定員管理の適正度

人口1,000人当たり職員数 [7.17人]

類似団体内順位

[ 1/9 ]

全国市町村平均

7.82
福岡県市町村平均

6.54

(人)

30.00

25.00

20.00

15.00

10.00

5.00

0.00

24.79

7.17

9.32
7.17

公債費負担の健全度

実質公債費比率 [12.5%]

類似団体内順位

[ 5/9 ]

全国市町村平均

12.3
福岡県市町村平均

12.6

(%)

40.0

30.0

20.0

10.0

0.0

31.5

8.2

11.0
12.5

将来負担の健全度

人口1人当たり地方債現在高 [406,607円]

類似団体内順位

[ 2/9 ]

全国市町村平均

446,922
福岡県市町村平均

639,575

(円)

2,000,000

1,500,000

1,000,000

500,000

0

1,331,793

232,471

470,407 406,607

※人件費、物件費及び維持補修費の合計である。ただし
　人件費には事業費支弁人件費を含み、退職金は含まない。

財政力

財政構造の弾力性

人件費・物件費等の
適正度

給与水準の適正度
   （国との比較）

定員管理の適正度

公債費負担の健全度

将来負担の健全度

類似団体平均

中間市
※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。

※平成20年４月１日以降の市町村合併により消滅した団体で実質公債費比率を算定していない
　団体については、グラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

※ラスパイレス指数及び人口1,000人当たり職員数については、平成19年地方公務員給与
　実態調査に基づくものである。なお、平成19年度中に市町村合併を行った団体については、
　当該項目に係るデータのグラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

40以下

60

80

100

120

140以上

分析欄
【財政力指数】
市内には大規模な事業所・企業が少なく、市税収入の多くを個人市民税や固定資産税に依存しており、市民１人当りの税額が平成19年
度決算において94千円（平成18年度類団平均140千円）となっていることが、財政力指数の低下につながっている。未申告者への申告指
導等により市税の適正課税を徹底し、徴収体制を強化することで市税収入の向上を図り、財政基盤の強化に努める。
【経常収支比率】
歳出面においては、職員数の削減に伴う人件費の抑制等により経常経費充当一般財源額が前年度から844,018千円の大幅減となった
が、歳入面においては、税源移譲による市税の伸びを普通交付税の減額が大きく上回る結果となり、経常一般財源で前年度から605,186
千円の減少となり、経常収支比率は、前年度より2.5ポイント改善されたものの類団平均を大きく上回った。今後は｢中間市行財政集中改
革プラン｣を通じて経常経費の削減、市税徴収体制の強化等による財源確保に努め、経常収支比率の改善を目指す。
【人口１人当たり人件費・物件費等の適正度】
類似団体と比較して適性度が高くなっている要因は、｢中間市行財政集中改革プラン｣を通じ職員数の適正化を図り、緊縮型予算を措置す
ることにより、物件費等を必要最小限に抑制・執行したことによる。今後とも適正な定員管理、予算の執行に努める。

【ラスパイレス指数】
旧来からの給与体系により、類似団体平均を上回る99.7となっているが、すでに初任給基準の見直しを行ない給与の適正化を図っている。
今後も諸手当の見直しを行ない、引き続き給与の適正化に努める。
【人口一人当たり地方債現在高】
大型投資事業について適切に取捨選択した結果、類似団体平均を下回っている。今後も緊急度、住民ニーズを的確に把握し起債に大きく
頼ることのない財政運営に努める。
【実質公債費比率】
公債費が増加しており、平成22年度にピークを迎えることから類似団体平均をやや上回っている。平成23年度以降公債費が減少することに
伴い、実質公債費比率は平成24年度をピークに減少に転ずるものと見込まれるが、今後は公営企業会計、関係一部事務組合も含め、地方
債の新規発行を抑制し適正化に努めていく。
【人口1000人当たり職員数】
｢中間市行財政集中改革プラン｣に沿った職員数の削減を行ったことから、類似団体平均を下回っている。今後は、平成２２年４月１日までに
職員数を16.2%（平成１７年４月現在365人を、平成22年現在で306人）を目標に削減する等、適正な定員管理に努める。



市町村財政比較分析表(平成19年度普通会計決算)

福岡県 小郡市
人 口
面 積
歳入総額
歳出総額
実質収支

58,939
45.50

16,002,393
15,778,613

223,150

人(H20.3.31現在)
ｋ㎡
千円
千円
千円

財政力

財政力指数 [0.68]

類似団体内順位

[ 45/127 ]

全国市町村平均

0.55
福岡県市町村平均

0.52
0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

0.30

1.36

0.65

類似団体内最大値

類似団体内最小値

類似団体内平均値
0.68

小郡市の比率

財政構造の弾力性

経常収支比率 [96.9%]

類似団体内順位

[ 97/127 ]

全国市町村平均

92.0
福岡県市町村平均

95.6

(%)

120.0

110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

107.0

78.5

93.5
96.9

人件費・物件費等の適正度

人口1人当たり人件費・物件費等決算額 [90,736円]

類似団体内順位

[ 18/127 ]

全国市町村平均

116,898
福岡県市町村平均

108,738

(円)

300,000

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

0

237,932

68,961

116,542

90,736

給与水準の適正度   （国との比較）

ラスパイレス指数 [100.3]

類似団体内順位

[ 114/127 ]

全国市平均

97.0
全国町村平均

93.2
105.0

100.0

95.0

90.0

85.0

80.0

102.1

86.5

97.3

100.3

定員管理の適正度

人口1,000人当たり職員数 [5.58人]

類似団体内順位

[ 7/127 ]

全国市町村平均

7.82
福岡県市町村平均

6.54

(人)

20.00

15.00

10.00

5.00

0.00

16.05

4.37

8.23

5.58

公債費負担の健全度

実質公債費比率 [16.3%]

類似団体内順位

[ 90/127 ]

全国市町村平均

12.3
福岡県市町村平均

12.6

(%)

40.0

30.0

20.0

10.0

0.0

25.1

3.9

14.2
16.3

将来負担の健全度

人口1人当たり地方債現在高 [379,252円]

類似団体内順位

[ 58/127 ]

全国市町村平均

446,922
福岡県市町村平均

639,575

(円)

1,200,000

1,000,000

800,000

600,000

400,000

200,000

0

994,036

155,162

426,744
379,252

※人件費、物件費及び維持補修費の合計である。ただし
　人件費には事業費支弁人件費を含み、退職金は含まない。

財政力

財政構造の弾力性

人件費・物件費等の
適正度

給与水準の適正度
   （国との比較）

定員管理の適正度

公債費負担の健全度

将来負担の健全度

類似団体平均

小郡市
※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。

※平成20年４月１日以降の市町村合併により消滅した団体で実質公債費比率を算定していない
　団体については、グラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

※ラスパイレス指数及び人口1,000人当たり職員数については、平成19年地方公務員給与
　実態調査に基づくものである。なお、平成19年度中に市町村合併を行った団体については、
　当該項目に係るデータのグラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

40以下

60

80

100

120

140以上

分析欄
財政力指数
　ここ数年間で連続して伸びており、前年度比０．０２ポイント増の０．６８となっている。ニュータウン地域における人口増が
主な要因と考えられる。今後も、投資的経費の抑制、事務事業の見直し等歳出の徹底的な見直しを実施すると共に、企業誘
致など新たな財源確保に努め、財政基盤の強化を図る。

経常収支比率
　前年度比１．９ポイント増となり、類似団体平均を上回っている。人件費にかかるものは定員適正化計画の実施により減少
しているが、平成１９年度に公債費がピークを迎えたこと、下水道特別会計への繰出金が伸びていることが要因となってい
る。経常経費等の削減と起債事業の抑制による公債費の適正化を図る。

ラスパイレス指数
　現行の給料表は年功的な体系となっており、全国でも高い水準にあるため、類似団体の平均給与の状況を踏まえ給与の
適正化に努める。

人口１人当たり地方債現在高
　新規地方債の発行の抑制に努めており、類似団体平均を下回り、減少傾向にある。今後も、起債事業の選別及び見直しを
行い、類似団体平均を上回らないよう努める。

実質公債費比率
　普通建設事業に係る起債の償還等に伴い上昇し、類似団体平均を上回っている。前年度比１．４ポイント増の１６．３％とな
り、今後数年間にわたり上昇する見込である。主な要因としては、平成１３年度から１６年度にかけて実施した大型建設事業の
償還が始まり、公債費がピークを迎えたことがあげられる。今後も新規地方債の発行抑制に努め、公債費の適正化を図ってい
く。

人口1,000人当たり職員数
　定員適正化計画を策定し、「平成１８年度から２１年度の４年間で職員数１０％削減」を行っているところである。退職者不補
充等により前年度比０．０３人の減となっている。



市町村財政比較分析表(平成19年度普通会計決算)

福岡県 筑紫野市
人 口
面 積
歳入総額
歳出総額
実質収支

98,940
87.78

27,786,195
26,798,122

873,116

人(H20.3.31現在)
ｋ㎡
千円
千円
千円

財政力

財政力指数 [0.73]

類似団体内順位

[ 38/56 ]

全国市町村平均

0.55
福岡県市町村平均

0.52
0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

0.40

1.28

0.83

類似団体内最大値

類似団体内最小値

類似団体内平均値

0.73
筑紫野市の比率

財政構造の弾力性

経常収支比率 [90.7%]

類似団体内順位

[ 15/56 ]

全国市町村平均

92.0
福岡県市町村平均

95.6

(%)

110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

60.0

103.7

73.4

94.0
90.7

人件費・物件費等の適正度

人口1人当たり人件費・物件費等決算額 [79,392円]

類似団体内順位

[ 2/56 ]

全国市町村平均

116,898
福岡県市町村平均

108,738

(円)

160,000

140,000

120,000

100,000

80,000

60,000

131,273

73,767

100,984

79,392

給与水準の適正度   （国との比較）

ラスパイレス指数 [99.5]

類似団体内順位

[ 34/56 ]

全国市平均

97.0
全国町村平均

93.2
110.0

105.0

100.0

95.0

90.0

85.0

103.4

92.1

98.5
99.5

定員管理の適正度

人口1,000人当たり職員数 [4.40人]

類似団体内順位

[ 2/56 ]

全国市町村平均

7.82
福岡県市町村平均

6.54

(人)

12.00

10.00

8.00

6.00

4.00

2.00

9.73

4.08

6.53

4.40

公債費負担の健全度

実質公債費比率 [13.3%]

類似団体内順位

[ 41/56 ]

全国市町村平均

12.3
福岡県市町村平均

12.6

(%)

30.0

20.0

10.0

0.0

21.8

1.6

10.8
13.3

将来負担の健全度

人口1人当たり地方債現在高 [378,685円]

類似団体内順位

[ 43/56 ]

全国市町村平均

446,922
福岡県市町村平均

639,575

(円)

1,200,000

1,000,000

800,000

600,000

400,000

200,000

0

1,047,342

180,136

334,123
378,685

※人件費、物件費及び維持補修費の合計である。ただし
　人件費には事業費支弁人件費を含み、退職金は含まない。

財政力

財政構造の弾力性

人件費・物件費等の
適正度

給与水準の適正度
   （国との比較）

定員管理の適正度

公債費負担の健全度

将来負担の健全度

類似団体平均

筑紫野市
※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。

※平成20年４月１日以降の市町村合併により消滅した団体で実質公債費比率を算定していない
　団体については、グラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

※ラスパイレス指数及び人口1,000人当たり職員数については、平成19年地方公務員給与
　実態調査に基づくものである。なお、平成19年度中に市町村合併を行った団体については、
　当該項目に係るデータのグラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

40以下

60

80

100

120

140以上

分析欄
○財政力：類似団体の平均値と比較すると０．１ポイント下回ってはいるが、ここ数年は微増となっている。これは、市税、特
に固定資産税、軽自動車税がわずかながら増加していることが要因として挙げられる。法人市民税の税収は減となる見込
みであるものの、平成20年度も税収の伸びがみられることから財政力指数は伸びることが見込まれる。
○財政構造の弾力性：物件費、公債費に充当した一般財源が前年度より増加したことにより経常収支比率が昨年度から２．
７ポイント増となった。県内の市町村との比較では４．９ポイント下回っており、これは、人件費の経常収支比率が低いことが
要因と考えられる。
○人件費・物件費の適正度：昨年度と比較すると、524円の増となっているが、これは、物件費及び維持補修費が増加したこ
とによるものである。類似団体内の順位では2位という上位に位置しているが、これは人件費が他の類似団体と比べ低い数
値となっているためである。
○将来負担の健全度：人口一人当たり地方債残高は、378,685円と昨年度と比較すると23,010円の減額を達成した。これは
公共事業の見直し,縮減により新規市債の発行額（14億1千5百万円）を縮減したことにより、現在高の縮減を行っていること
による。本市は、平成に入って大型事業を行ってきたことにより、類似団体の平均と比較した場合、市債の現在高が多いこと
が課題となっている。後世への負担を少しでも軽減できるよう、今後の実施事業についても事前の評価により十分な検討を
行っていく。

○公債費負担の健全度：実質公債費比率は、類似団体と比較すると2.5ポイント上回っている。これは、平成に入って大型事業
を行ってきたことによる地方債発行額の増による。今後も一部事務組合である筑紫野・小郡・基山清掃施設組合のゴミ処理施
設が平成19年度に新設されたことや学校耐震化事業などにより地方債の償還が増加することに伴い比率が上昇すると予想さ
れる。
○定員管理の適正度：人口千人あたり職員数は、類似団体の平均が6.53人であるのに対し本市は4.40人で類似団体順位は2
位である。これは定員適正化計画により定員の削減に努めてきた結果であると思われる。
○給与水準の適正度：類似団体の平均を1ポイント上回っている。人事評価システムの活用も含め、給与の適正化に努めてい
く。



市町村財政比較分析表(平成19年度普通会計決算)

福岡県 春日市
人 口
面 積
歳入総額
歳出総額
実質収支

108,769
14.15

26,593,338
26,206,672

326,316

人(H20.3.31現在)
ｋ㎡
千円
千円
千円

財政力

財政力指数 [0.73]

類似団体内順位

[ 25/35 ]

全国市町村平均

0.55
福岡県市町村平均

0.52
0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

0.52

1.65

0.90

類似団体内最大値

類似団体内最小値

類似団体内平均値 0.73

春日市の比率

財政構造の弾力性

経常収支比率 [101.2%]

類似団体内順位

[ 32/35 ]

全国市町村平均

92.0
福岡県市町村平均

95.6

(%)

110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

102.8

80.6

94.1

101.2

人件費・物件費等の適正度

人口1人当たり人件費・物件費等決算額 [65,868円]

類似団体内順位

[ 1/35 ]

全国市町村平均

116,898
福岡県市町村平均

108,738

(円)

200,000

150,000

100,000

50,000

0

169,167

65,868

107,063

65,868

給与水準の適正度   （国との比較）

ラスパイレス指数 [100.2]

類似団体内順位

[ 21/35 ]

全国市平均

97.0
全国町村平均

93.2
106.0

104.0

102.0

100.0

98.0

96.0

94.0

92.0

104.3

94.6

99.8
100.2

定員管理の適正度

人口1,000人当たり職員数 [3.76人]

類似団体内順位

[ 1/35 ]

全国市町村平均

7.82
福岡県市町村平均

6.54

(人)

10.00

8.00

6.00

4.00

2.00

8.90

3.76

6.68

3.76

公債費負担の健全度

実質公債費比率 [12.1%]

類似団体内順位

[ 29/35 ]

全国市町村平均

12.3
福岡県市町村平均

12.6

(%)

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0

14.9

2.1

7.9

12.1

将来負担の健全度

人口1人当たり地方債現在高 [298,682円]

類似団体内順位

[ 22/35 ]

全国市町村平均

446,922
福岡県市町村平均

639,575

(円)

600,000

500,000

400,000

300,000

200,000

100,000

506,297

176,692

283,414
298,682

※人件費、物件費及び維持補修費の合計である。ただし
　人件費には事業費支弁人件費を含み、退職金は含まない。

財政力

財政構造の弾力性

人件費・物件費等の
適正度

給与水準の適正度
   （国との比較）

定員管理の適正度

公債費負担の健全度

将来負担の健全度

類似団体平均

春日市
※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。

※平成20年４月１日以降の市町村合併により消滅した団体で実質公債費比率を算定していない
　団体については、グラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

※ラスパイレス指数及び人口1,000人当たり職員数については、平成19年地方公務員給与
　実態調査に基づくものである。なお、平成19年度中に市町村合併を行った団体については、
　当該項目に係るデータのグラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

40以下

60

80

100

120

140以上

分析欄
【財政力指数】本市は福岡市に隣接する住宅都市であり、かつ、大型事業所が少ないため、税収の多くを個人市民税に依存
している。その中で、対前年度比0.04ポイント増となった理由は市民税収入の増加が要因である。
【経常収支比率】経常一般財源等が大幅に減少する一方、人件費では退職手当の増加、公債費では主に臨時財政対策債
の元利償還金の増加、扶助費では児童手当制度拡充などにより、一般財源からの歳出が増え、経常収支比率は前年度比
5.2ポイント上昇、財政の硬直化が進んでいる。現在の社会経済の状況下では経常一般財源の増加は見込めないことから、
事務事業の見直しになどにより経常的経費の削減に努める。
【人件費・物件費等の適正度】以前から事務事業の外部委託及び一部事務組合による広域行政化を推進しており、類似団
体の中でも効率化が図られている。今後も事務事業の適正化、効率化を図る。
【将来負担の健全度】人口１人当たり地方債残高については、対前年度△16,300円減少した。本市平成１９年度行政改革大
綱推進計画において平成22年度までの数値目標を設定し、公債費の負担軽減に努めている。今後も、将来負担を見据えな
がら健全化を図っていく。

【公債費負担の健全度】実質公債費比率について対前年度△1.7％となった。今後は社会経済の動向を踏まえつつ、将来の負
担増とならないよう、起債の抑制を図りながら、公債費負担の軽減を図る。
【定数管理の適正度】職員数については、事務事業の民間委託や指定管理者制度の積極的な導入により定数の抑制を図って
おり、全国的に見ても極めて少ない。今後も引続き効率的な組織運営を推進する。
【給与水準の適正度】平成１８年度に国家公務員に準じた給与構造改革を行い、現在も国家公務員に準じた給与制度となって
いる。



市町村財政比較分析表(平成19年度普通会計決算)

福岡県 大野城市
人 口
面 積
歳入総額
歳出総額
実質収支

94,072
26.88

29,400,033
28,867,907

452,400

人(H20.3.31現在)
ｋ㎡
千円
千円
千円

財政力

財政力指数 [0.77]

類似団体内順位

[ 35/56 ]

全国市町村平均

0.55
福岡県市町村平均

0.52
0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

0.40

1.28

0.83

類似団体内最大値

類似団体内最小値

類似団体内平均値

0.77 大野城市の比率

財政構造の弾力性

経常収支比率 [91.3%]

類似団体内順位

[ 20/56 ]

全国市町村平均

92.0
福岡県市町村平均

95.6

(%)

110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

60.0

103.7

73.4

94.0
91.3

人件費・物件費等の適正度

人口1人当たり人件費・物件費等決算額 [73,767円]

類似団体内順位

[ 1/56 ]

全国市町村平均

116,898
福岡県市町村平均

108,738

(円)

160,000

140,000

120,000

100,000

80,000

60,000

131,273

73,767

100,984

73,767

給与水準の適正度   （国との比較）

ラスパイレス指数 [98.2]

類似団体内順位

[ 24/56 ]

全国市平均

97.0
全国町村平均

93.2
110.0

105.0

100.0

95.0

90.0

85.0

103.4

92.1

98.5 98.2

定員管理の適正度

人口1,000人当たり職員数 [4.08人]

類似団体内順位

[ 1/56 ]

全国市町村平均

7.82
福岡県市町村平均

6.54

(人)

12.00

10.00

8.00

6.00

4.00

2.00

9.73

4.08

6.53

4.08

公債費負担の健全度

実質公債費比率 [10.3%]

類似団体内順位

[ 25/56 ]

全国市町村平均

12.3
福岡県市町村平均

12.6

(%)

30.0

20.0

10.0

0.0

21.8

1.6

10.8 10.3

将来負担の健全度

人口1人当たり地方債現在高 [307,958円]

類似団体内順位

[ 30/56 ]

全国市町村平均

446,922
福岡県市町村平均

639,575

(円)

1,200,000

1,000,000

800,000

600,000

400,000

200,000

0

1,047,342

180,136

334,123 307,958

※人件費、物件費及び維持補修費の合計である。ただし
　人件費には事業費支弁人件費を含み、退職金は含まない。

財政力

財政構造の弾力性

人件費・物件費等の
適正度

給与水準の適正度
   （国との比較）

定員管理の適正度

公債費負担の健全度

将来負担の健全度

類似団体平均

大野城市
※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。

※平成20年４月１日以降の市町村合併により消滅した団体で実質公債費比率を算定していない
　団体については、グラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

※ラスパイレス指数及び人口1,000人当たり職員数については、平成19年地方公務員給与
　実態調査に基づくものである。なお、平成19年度中に市町村合併を行った団体については、
　当該項目に係るデータのグラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

40以下

60

80

100

120

140以上

分析欄

財政力指数
　類似団体平均を下回っているものの、ここ数年は上昇傾向にある。税源移譲による個人市民税の増や、市内企業の業績回復等による
法人市民税の伸びが要因と考えられるが、依然として大幅な景気回復とは言えず、今後も税収確保に努めていく。

経常収支比率
　類似団体平均を下回ってはいるが、ここ数年の傾向として徐々に上昇してきている。これは、普通建設事業に伴う市債の償還額が増加
していることが主な要因である。今後も、一般財源の枠配分によるマネジメント方式の予算編成や、フルコスト計算書による事務事業評価
を活用し、経常経費の節減に努めていく。

実質公債費比率
　過去において高利率の市債を繰上償還したことなどから、類似団体とほぼ同じ比率となっているが、集中して実施している都市基盤整
備事業に伴う借入の償還金の増などの要因により上昇傾向にある。今後とも中期的な見通しの中で適正水準の維持に努めていく。

人口１人当たり地方債現在高
　類似団体平均を下回っている。普通建設事業に伴う市債や臨時財政対策債の発行により近年増加傾向にあったが、今後は発行額よりも
元金の償還額が上回り、地方債現在高は減少に転じる見込みであり、今後とも繰上償還等を含めた市債残高の適正化に努めていく。

ラスパイレス指数
　類似団体平均を若干下回っている。今後も国の動向や他の自治体の状況を踏まえ、給与制度・運用・水準の適正化に努める。

人口1,000人当たり職員数
　類似団体の中で最も少ない職員数であり、今後においても住民サービスを低下させることなく、適正な定員管理に努めていく。

人口１人当たり人件費・物件費等決算額
　類似団体の中で最も低く、今後も住民サービスとの均衡を失しないように配慮しながら、経常的な義務的経費の節減に努めていく。



市町村財政比較分析表(平成19年度普通会計決算)

福岡県 宗像市
人 口
面 積
歳入総額
歳出総額
実質収支

94,996
119.66

29,186,981
28,295,466

804,603

人(H20.3.31現在)
ｋ㎡
千円
千円
千円

財政力

財政力指数 [0.62]

類似団体内順位

[ 61/127 ]

全国市町村平均

0.55
福岡県市町村平均

0.52
0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

0.30

1.36

0.65

類似団体内最大値

類似団体内最小値

類似団体内平均値
0.62

宗像市の比率

財政構造の弾力性

経常収支比率 [90.5%]

類似団体内順位

[ 25/127 ]

全国市町村平均

92.0
福岡県市町村平均

95.6

(%)

120.0

110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

107.0

78.5

93.5
90.5

人件費・物件費等の適正度

人口1人当たり人件費・物件費等決算額 [85,140円]

類似団体内順位

[ 9/127 ]

全国市町村平均

116,898
福岡県市町村平均

108,738

(円)

300,000

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

0

237,932

68,961

116,542

85,140

給与水準の適正度   （国との比較）

ラスパイレス指数 [97.0]

類似団体内順位

[ 56/127 ]

全国市平均

97.0
全国町村平均

93.2
105.0

100.0

95.0

90.0

85.0

80.0

102.1

86.5

97.3 97.0

定員管理の適正度

人口1,000人当たり職員数 [4.37人]

類似団体内順位

[ 1/127 ]

全国市町村平均

7.82
福岡県市町村平均

6.54

(人)

20.00

15.00

10.00

5.00

0.00

16.05

4.37

8.23

4.37

公債費負担の健全度

実質公債費比率 [7.6%]

類似団体内順位

[ 8/127 ]

全国市町村平均

12.3
福岡県市町村平均

12.6

(%)

40.0

30.0

20.0

10.0

0.0

25.1

3.9

14.2

7.6

将来負担の健全度

人口1人当たり地方債現在高 [288,814円]

類似団体内順位

[ 26/127 ]

全国市町村平均

446,922
福岡県市町村平均

639,575

(円)

1,200,000

1,000,000

800,000

600,000

400,000

200,000

0

994,036

155,162

426,744

288,814

※人件費、物件費及び維持補修費の合計である。ただし
　人件費には事業費支弁人件費を含み、退職金は含まない。

財政力

財政構造の弾力性

人件費・物件費等の
適正度

給与水準の適正度
   （国との比較）

定員管理の適正度

公債費負担の健全度

将来負担の健全度

類似団体平均

宗像市
※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。

※平成20年４月１日以降の市町村合併により消滅した団体で実質公債費比率を算定していない
　団体については、グラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

※ラスパイレス指数及び人口1,000人当たり職員数については、平成19年地方公務員給与
　実態調査に基づくものである。なお、平成19年度中に市町村合併を行った団体については、
　当該項目に係るデータのグラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

40以下

60

80

100

120

140以上

分析欄
○財政力指数
　市町村合併前は類似団体平均を大きく下回っていたが、2度の合併による財政基盤の強化が図られ、同程度の水準になっ
た。今後も財政安定化プランに掲げた目標（平成27年度までの計画期間を通じて経常収支比率90％以下、実質公債費比率
11％以下、市債残高300億円以下）を達成するための取組みを行いながら、さらなる財政基盤の強化に努める。
○経常収支比率
　平成16年度から実施している配分型予算編成による経常経費の圧縮、職員定数適正化による人件費の削減などにより類
似団体平均を下回っているが、一部事務組合などに対する補助費等の増、合併特例事業債に係る公債費の増などから、上
昇傾向にある。財政安定化プランに掲げた目標（90％以下）を達成するため、市債の繰上償還（平成19年度から22年度まで
の間に公的資金約6億円、民間資金約26億円を予定）などの取組みを行い、経常経費の圧縮に努める。
○ラスパイレス指数
　給与構造改革を実施した平成18年度に引き続き、全国市平均の水準にある。
○実質公債費比率
　過去からの起債抑制策や繰上償還の実施などにより類似団体平均を下回っているが、今後は合併特例事業の実施、老朽
化に伴う施設の更新などで公債費の増加も懸念される。財政安定化プランに掲げた目標（11％以下）を達成する

ため、投資事業の圧縮、年度間調整による事業費平準化、計画的な繰上償還などを行い、抑制を図る。
○人口1人当たり地方債現在高
　臨時財政対策債や合併特例事業債の発行増に伴い増加傾向にあるが、発行抑制策や繰上償還の実施などで類似団体平
均を下回っている。今後も財政安定化プランに掲げた目標（300億円以下）を達成するため、緊急性やニーズに配慮した事業実
施、計画的な繰上償還の実施などの取組みを強化する。
○人口1,000人当たり職員数
　過去からの積極的な民間委託の導入などにより、引き続き類似団体内で最も低い数値となっている。平成17年度から実施し
ている職員定数適正化計画における「10年間で職員60人削減」の目標に対し、平成21年4月1日時点で50人の削減を行ってお
り、引き続き適正な定員管理を行っていく。
○人口1人当たり人件費・物件費等決算額
　ゴミ処理業務や消防業務を一部事務組合で行っているうえ、民間委託の推進や定員管理の適正化に努めているため、人件
費・物件費等に補助費等を加えて比較しても類似団体平均よりも低くなっている。今後も引き続き水準を抑える。



市町村財政比較分析表(平成19年度普通会計決算)

福岡県 太宰府市
人 口
面 積
歳入総額
歳出総額
実質収支

67,886
29.58

20,257,593
19,073,460
1,089,406

人(H20.3.31現在)
ｋ㎡
千円
千円
千円

財政力

財政力指数 [0.70]

類似団体内順位

[ 42/56 ]

全国市町村平均

0.55
福岡県市町村平均

0.52
0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

0.40

1.28

0.83

類似団体内最大値

類似団体内最小値

類似団体内平均値

0.70

太宰府市の比率

財政構造の弾力性

経常収支比率 [97.8%]

類似団体内順位

[ 37/56 ]

全国市町村平均

92.0
福岡県市町村平均

95.6

(%)

110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

60.0

103.7

73.4

94.0

97.8

人件費・物件費等の適正度

人口1人当たり人件費・物件費等決算額 [87,611円]

類似団体内順位

[ 10/56 ]

全国市町村平均

116,898
福岡県市町村平均

108,738

(円)

160,000

140,000

120,000

100,000

80,000

60,000

131,273

73,767

100,984

87,611

給与水準の適正度   （国との比較）

ラスパイレス指数 [99.9]

類似団体内順位

[ 36/56 ]

全国市平均

97.0
全国町村平均

93.2
110.0

105.0

100.0

95.0

90.0

85.0

103.4

92.1

98.5
99.9

定員管理の適正度

人口1,000人当たり職員数 [4.63人]

類似団体内順位

[ 3/56 ]

全国市町村平均

7.82
福岡県市町村平均

6.54

(人)

12.00

10.00

8.00

6.00

4.00

2.00

9.73

4.08

6.53

4.63

公債費負担の健全度

実質公債費比率 [12.8%]

類似団体内順位

[ 39/56 ]

全国市町村平均

12.3
福岡県市町村平均

12.6

(%)

30.0

20.0

10.0

0.0

21.8

1.6

10.8
12.8

将来負担の健全度

人口1人当たり地方債現在高 [322,531円]

類似団体内順位

[ 35/56 ]

全国市町村平均

446,922
福岡県市町村平均

639,575

(円)

1,200,000

1,000,000

800,000

600,000

400,000

200,000

0

1,047,342

180,136

334,123 322,531

※人件費、物件費及び維持補修費の合計である。ただし
　人件費には事業費支弁人件費を含み、退職金は含まない。

財政力

財政構造の弾力性

人件費・物件費等の
適正度

給与水準の適正度
   （国との比較）

定員管理の適正度

公債費負担の健全度

将来負担の健全度

類似団体平均

太宰府市
※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。

※平成20年４月１日以降の市町村合併により消滅した団体で実質公債費比率を算定していない
　団体については、グラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

※ラスパイレス指数及び人口1,000人当たり職員数については、平成19年地方公務員給与
　実態調査に基づくものである。なお、平成19年度中に市町村合併を行った団体については、
　当該項目に係るデータのグラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

40以下

60

80

100

120

140以上

分析欄
【財政力指数】：数年来上昇傾向にある(3年間で0.07ポイントの上昇)が、大型事業所等に乏しい本市は、個人による税収の
占める割合が大きいことから、類似団体平均値を下回っている。今後は市民からの提言を受けての歳入増加対策など、財
政基盤の強化に努める。
【経常収支比率】：退職者不補充による人件費の削減、繰上償還の実施による公債費の減等による経常経費削減の結果、
対前年比▲3.1ポイントを達成し、若干改善することができたが、依然として高い比率で推移している。本市では平成18年度
より行政評価と連動した施策別枠配分の予算編成方式を採用するなど、経常経費の更なる削減に努める。
【人口一人当たり人件費・物件費等決算額】：主に退職者不補充により職員数を抑制していることから、類似団体平均を下
回っている。その結果、本市の人口一人当たりに係る人件費の決算額は、類似団体平均より約2割程度低い決算額で推移
している。また、事務事業評価と連動した経常経費削減の取組により需用費を中心とした物件費や、施設の維持補修費が
削減されている。
【ラスパイレス指数】：年功的な給与表の運用及び高度経済成長期における職員の採用による高年齢職員の増加、新規採
用職員の抑制による若年層職員の減少という問題から職員構成のバランスが悪くなり、給与水準を高める結果となってい
る。今後は給与制度の適正化とともに、集中改革プランに沿って職員数を純減し、総人件費の削減に努める。また、人事評
価制度を平成22年度に導入し、能力評価及び業績評価の結果を昇任・昇給等に反映する予定である。

【人口1,000人当たり職員数】：過去からの新規採用抑制政策により類似団体平均を下回っている。今後、職員数については平
成18年度を初年度とし、平成22年度までの5年間に6.9%(26人)削減する。
【実質公債費比率】：前年度より2.9ポイント改善したものの、類似団体平均を若干上回っている。しかし、関係一部事務組合を
含め、償還額は平成19年度をピークに減少に転じている。現在、一般会計ベースでの新規発行上限額を20億円としていること
から、今後とも実質公債費比率は低下するものと見込んでいる。また、今後とも可能な限り繰上償還を行うなど公債費軽減に
努め、更には関係一部事務組合、上下水道事業と連携し、比率の抑制に努めていく。
【人口1人当たり地方債現在高】：これまでのインフラ整備、公共施設建設、小中学校の大規模改造及び平成15年度に発生し
た豪雨災害の復旧事業、更には市域の15%を占める史跡地を公有化するための本市特有の起債(毎年7億円)もあり、前年度よ
り若干改善されたものの、類似団体平均付近で推移している。しかしながら、新規発行上限額を20億円とすることや、可能な限
り繰上償還をするなどにより、今後とも地方債残高の減少を図る。



市町村財政比較分析表(平成19年度普通会計決算)

福岡県 前原市
人 口
面 積
歳入総額
歳出総額
実質収支

69,126
104.50

18,636,528
18,141,252

495,276

人(H20.3.31現在)
ｋ㎡
千円
千円
千円

財政力

財政力指数 [0.56]

類似団体内順位

[ 76/127 ]

全国市町村平均

0.55
福岡県市町村平均

0.52
0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

0.30

1.36

0.65

類似団体内最大値

類似団体内最小値

類似団体内平均値

0.56

前原市の比率

財政構造の弾力性

経常収支比率 [96.3%]

類似団体内順位

[ 92/127 ]

全国市町村平均

92.0
福岡県市町村平均

95.6

(%)

120.0

110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

107.0

78.5

93.5
96.3

人件費・物件費等の適正度

人口1人当たり人件費・物件費等決算額 [68,961円]

類似団体内順位

[ 1/127 ]

全国市町村平均

116,898
福岡県市町村平均

108,738

(円)

300,000

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

0

237,932

68,961

116,542

68,961

給与水準の適正度   （国との比較）

ラスパイレス指数 [96.5]

類似団体内順位

[ 45/127 ]

全国市平均

97.0
全国町村平均

93.2
105.0

100.0

95.0

90.0

85.0

80.0

102.1

86.5

97.3 96.5

定員管理の適正度

人口1,000人当たり職員数 [4.37人]

類似団体内順位

[ 1/127 ]

全国市町村平均

7.82
福岡県市町村平均

6.54

(人)

20.00

15.00

10.00

5.00

0.00

16.05

4.37

8.23

4.37

公債費負担の健全度

実質公債費比率 [18.8%]

類似団体内順位

[ 108/127 ]

全国市町村平均

12.3
福岡県市町村平均

12.6

(%)

40.0

30.0

20.0

10.0

0.0

25.1

3.9

14.2

18.8

将来負担の健全度

人口1人当たり地方債現在高 [324,123円]

類似団体内順位

[ 35/127 ]

全国市町村平均

446,922
福岡県市町村平均

639,575

(円)

1,200,000

1,000,000

800,000

600,000

400,000

200,000

0

994,036

155,162

426,744

324,123

※人件費、物件費及び維持補修費の合計である。ただし
　人件費には事業費支弁人件費を含み、退職金は含まない。

財政力

財政構造の弾力性

人件費・物件費等の
適正度

給与水準の適正度
   （国との比較）

定員管理の適正度

公債費負担の健全度

将来負担の健全度

類似団体平均

前原市
※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。

※平成20年４月１日以降の市町村合併により消滅した団体で実質公債費比率を算定していない
　団体については、グラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

※ラスパイレス指数及び人口1,000人当たり職員数については、平成19年地方公務員給与
　実態調査に基づくものである。なお、平成19年度中に市町村合併を行った団体については、
　当該項目に係るデータのグラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

40以下

60

80

100

120

140以上

分析欄
○財政力指数
　類似団体の平均よりやや低い位置にある。法人事業所が少ないため一人当たり法人市民税額は県内都市では最低レベ
ルであり、また一人当たり個人市民税や固定資産税も比較的低く、財政基盤が脆弱であるのが原因である。今後も引き続
き、都市基盤の整備や企業誘致を推進していくことにより、法人税、固定資産税等の増収や雇用の創出による市内経済の
活性化を図り自主財源の確保を目指す。
○経常収支比率
　経常的一般財源等は市税については増加したが地方譲与税や普通地方交付税の減により減少、一方経常的支出では人
件費や物件費は減少したが扶助費や公債費が増加し、全体として△0.8％の微減、経常収支比率としては歳出減が歳入減
を上回り、昨年度より0.4ポイント改善したものの、依然高い比率となっている。職員数の削減等による人件費の抑制や高利
率の市債の利率の見直し、物件費や補助費等の見直しなど経常的支出の抑制に努めているが、扶助費の増加や現在の不
況下における市民税等の減収を考慮すると当面は指数の大幅な改善は見込めない。
○人口一人当たり人件費･物件費等決算額
　類似団体中1位にある。ごみ･し尿の処理、常備消防等を一部事務組合で実施しており、その経費がここに計上されないこ
とがその要因の一つである。仮にこれらの経費を加えても上位であることにはかわりはないが、今後も物件費の削減

や人件費の適正化に取り組み、更なる健全化を目指す。
○人口一人当たり地方債現在高
　ごみ･し尿の処理、常備消防等を一部事務組合で実施していることもあり、類似団体の中では上位にある。厳しい財政状況を
鑑み投資事業を抑制しているため、今後も減少することが見込まれる。
○実質公債費比率
　一部事務組合、公営企業会計繰出分の公債費財源や土地改良事業への債務負担行為が依然として多額であり、昨年度よ
り1.0％上昇している。一部事務組合分や土地改良事業償還分については今後は減額の見通しであるが、公債費のピークを迎
えており、下水道事業についても整備途中であることから今後も高水準となることが予想され、投資事業の抑制を図り、公債費
適正化に取り組む必要がある。
○ラスパイレス指数
　職員給の削減により、類似団体中では比較的上位にある。今後も適正化を図り更なる改善を目指す。
○人口1,000人当たり職員数
　類似団体中1位にある。今後も前原市行財政健全化計画に基づき、市民サービスの低下を防ぎつつ適正化を図っていく。



市町村財政比較分析表(平成19年度普通会計決算)

福岡県 古賀市
人 口
面 積
歳入総額
歳出総額
実質収支

57,475
42.11

16,074,175
15,645,770

393,478

人(H20.3.31現在)
ｋ㎡
千円
千円
千円

財政力

財政力指数 [0.66]

類似団体内順位

[ 47/56 ]

全国市町村平均

0.55
福岡県市町村平均

0.52
0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

0.40

1.28

0.83

類似団体内最大値

類似団体内最小値

類似団体内平均値

0.66

古賀市の比率

財政構造の弾力性

経常収支比率 [90.8%]

類似団体内順位

[ 17/56 ]

全国市町村平均

92.0
福岡県市町村平均

95.6

(%)

110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

60.0

103.7

73.4

94.0
90.8

人件費・物件費等の適正度

人口1人当たり人件費・物件費等決算額 [85,350円]

類似団体内順位

[ 6/56 ]

全国市町村平均

116,898
福岡県市町村平均

108,738

(円)

160,000

140,000

120,000

100,000

80,000

60,000

131,273

73,767

100,984

85,350

給与水準の適正度   （国との比較）

ラスパイレス指数 [97.4]

類似団体内順位

[ 17/56 ]

全国市平均

97.0
全国町村平均

93.2
110.0

105.0

100.0

95.0

90.0

85.0

103.4

92.1

98.5
97.4

定員管理の適正度

人口1,000人当たり職員数 [5.46人]

類似団体内順位

[ 8/56 ]

全国市町村平均

7.82
福岡県市町村平均

6.54

(人)

12.00

10.00

8.00

6.00

4.00

2.00

9.73

4.08

6.53

5.46

公債費負担の健全度

実質公債費比率 [11.7%]

類似団体内順位

[ 32/56 ]

全国市町村平均

12.3
福岡県市町村平均

12.6

(%)

30.0

20.0

10.0

0.0

21.8

1.6

10.8
11.7

将来負担の健全度

人口1人当たり地方債現在高 [258,913円]

類似団体内順位

[ 21/56 ]

全国市町村平均

446,922
福岡県市町村平均

639,575

(円)

1,200,000

1,000,000

800,000

600,000

400,000

200,000

0

1,047,342

180,136

334,123
258,913

※人件費、物件費及び維持補修費の合計である。ただし
　人件費には事業費支弁人件費を含み、退職金は含まない。

財政力

財政構造の弾力性

人件費・物件費等の
適正度

給与水準の適正度
   （国との比較）

定員管理の適正度

公債費負担の健全度

将来負担の健全度

類似団体平均

古賀市
※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。

※平成20年４月１日以降の市町村合併により消滅した団体で実質公債費比率を算定していない
　団体については、グラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

※ラスパイレス指数及び人口1,000人当たり職員数については、平成19年地方公務員給与
　実態調査に基づくものである。なお、平成19年度中に市町村合併を行った団体については、
　当該項目に係るデータのグラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

40以下

60

80

100

120

140以上

分析欄
○財政力指数
　市税の堅調な伸びにより近年微増傾向であるが、類似団体内平均値は下回っている。平成19年度から平成22年度までを
実施期間と定めた「第三次古賀市行財政改革大綱」に基づき、新たな税収入の具体的検討や積極的な企業誘致等を行い、
より一層の歳入確保に努める。
○経常収支比率
　職員数の減により人件費が減少したことと、起債償還のピークが過ぎたことにより公債費が減少したため、前年度より3%改
善し、類似団体内平均値も下回った。今後も「第三次古賀市行財政改革大綱」に基づき、新たな財源の確保や歳出面の抑
制を図ることでさらなる数値の改善を図る。
○人口1人当たり人件費・物件費等決算額
　類似団体平均値を大きく下回っており、今後も職員数の適正管理や枠配分型予算編成による経常経費の抑制等により、
現在の水準を維持する。

○ラスパイレス指数
　類似団体内平均値をやや下回っている。今後も国家公務員の給与に準拠することを基本に置きながら、社会情勢に見合うよ
う給与体系の適正化に努める。
○人口1人当たり地方債現在高
　類似団体内平均値を下回っている。これは、総合運動公園（古賀グリーンパーク）第1期事業及び第2期事業に対する起債償
還のピークが平成18年度であり、これが過ぎたため総額が減少したものである。新たな起債発行については、年度ごとの上限
額を定める等計画的に実施し、将来にわたる過重な負担とならないように努める。
○実質公債費比率
　類似団体内平均値をやや上回っている。今後新たな起債発行については対象事業について一層精査することはもとより、交
付税措置等も十分勘案したうえで行うこととし、数値の適正な水準確保に努める。
○人口1,000人当たり職員数
　類似団体内平均値を下回っている。今後も定員管理計画に基づき適正管理に努め、平成23年4月1日の正規職員数を342人
以下とする予定である。



市町村財政比較分析表(平成19年度普通会計決算)

福岡県 福津市
人 口
面 積
歳入総額
歳出総額
実質収支

55,644
52.70

16,969,263
16,666,175

249,548

人(H20.3.31現在)
ｋ㎡
千円
千円
千円

財政力

財政力指数 [0.59]

類似団体内順位

[ 66/127 ]

全国市町村平均

0.55
福岡県市町村平均

0.52
0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

0.30

1.36

0.65

類似団体内最大値

類似団体内最小値

類似団体内平均値

0.59

福津市の比率

財政構造の弾力性

経常収支比率 [91.7%]

類似団体内順位

[ 35/127 ]

全国市町村平均

92.0
福岡県市町村平均

95.6

(%)

120.0

110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

107.0

78.5

93.5
91.7

人件費・物件費等の適正度

人口1人当たり人件費・物件費等決算額 [93,269 円]

類似団体内順位

[ 22/127 ]

全国市町村平均

116,898
福岡県市町村平均

108,738

(円)

300,000

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

0

237,932

68,961

116,542
93,269

給与水準の適正度   （国との比較）

ラスパイレス指数 [98.0]

類似団体内順位

[ 80/127 ]

全国市平均

97.0
全国町村平均

93.2
105.0

100.0

95.0

90.0

85.0

80.0

102.1

86.5

97.3
98.0

定員管理の適正度

人口1,000人当たり職員数 [5.39人]

類似団体内順位

[ 6/127 ]

全国市町村平均

7.82
福岡県市町村平均

6.54

(人)

20.00

15.00

10.00

5.00

0.00

16.05

4.37

8.23

5.39

公債費負担の健全度

実質公債費比率 [9.4%]

類似団体内順位

[ 15/127 ]

全国市町村平均

12.3
福岡県市町村平均

12.6

(%)

40.0

30.0

20.0

10.0

0.0

25.1

3.9

14.2

9.4

将来負担の健全度

人口1人当たり地方債現在高 [279,148 円]

類似団体内順位

[ 24/127 ]

全国市町村平均

446,922
福岡県市町村平均

639,575

(円)

1,200,000

1,000,000

800,000

600,000

400,000

200,000

0

994,036

155,162

426,744

279,148

※人件費、物件費及び維持補修費の合計である。ただし
　人件費には事業費支弁人件費を含み、退職金は含まない。

財政力

財政構造の弾力性

人件費・物件費等の
適正度

給与水準の適正度
   （国との比較）

定員管理の適正度

公債費負担の健全度

将来負担の健全度

類似団体平均

福津市
※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。

※平成20年４月１日以降の市町村合併により消滅した団体で実質公債費比率を算定していない
　団体については、グラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

ては、
※ラスパイレス指数及び人口1,000人当たり職員数については、平成19年地方公務員給与
　実態調査に基づくものである。なお、平成19年度中に市町村合併を行った団体につい
　当該項目に係るデータのグラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

40以下

60

80

100

120

140以上

分析欄

財政力指数　： 税源移譲等により市税は若干の増収となったが、市内に中心となる企業が少なく財政基盤が弱いこと
などから、0.59と類似団体平均を若干下回っている。今後の対策としては、収納率の目標を設定し、納付環境の整備、
納付指導の強化に取り組むなど税収の収納率向上対策を中心とする歳入確保に努める。

経常収支比率　： 生活保護給付費など扶助費の増加や、清掃工場建設に係る起債償還により一部事務組合への負
担金など補助費等の増加により、比率は依然として改善していない。今後は、行政評価制度の活用によりすべての事
務事業を厳しく点検し、優先度の低い事務事業の計画的な廃止・縮小を進め、民間委託や指定管理者制度の活用に
より、経常経費の削減を図る。

人口１人当たり人件費・物件費等決算額  ： 類似団体平均と比較して、人件費・物件費等の適正度が良好な要因と
して、ゴミ処理業務や消防業務等を一部事務組合で行っていることが挙げられる。平成１９年度に宗像地区における
一部事務組合を統合しており、さらなる経費の抑制を図る。

ラスパイレス指数　： 当市の数値は、全国市平均を1ポイント、類似団体の平均を0.7ポイント上回っている。今後とも
給与制度や各種手当の見直しを行いながら、給与水準の適正化に努める。

実質公債費比率　： 過去において集中的な繰上償還や交付税算入措置を考慮した起債借入により、類似団体平均を
下回っている。しかし、大型事業である福間駅東土地区画整理事業や福間駅前広場・周辺整備事業が実施中である
ため、他事業における起債の発行抑制や、引き続き定期的な繰上償還を行うなど現在の水準を維持する。

人口１人当たり地方債現在高　： 近年大規模事業が少なかったため、現在のところ類似団体平均を下回っている。今

後平成18年度に策定した福津市総合計画のもと、適量・適切な事業の選択により起債に大きく頼ることのないよう財
政運営に努める。

人口1,000人当たり職員数　： 当市では以前から職員数を抑制してきたため、類似団体の平均を下回っている。今後

も集中改革プランに定めた目標の達成に向けて職員数の抑制に努める。



市町村財政比較分析表(平成19年度普通会計決算)

福岡県 うきは市
人 口
面 積
歳入総額
歳出総額
実質収支

33,264
117.55

14,144,141
13,681,425

362,074

人(H20.3.31現在)
ｋ㎡
千円
千円
千円

財政力

財政力指数 [0.41]

類似団体内順位

[ 49/88 ]

全国市町村平均

0.55
福岡県市町村平均

0.52
0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

0.25

1.48

0.49

類似団体内最大値

類似団体内最小値

類似団体内平均値

0.41

うきは市の比率

財政構造の弾力性

経常収支比率 [89.8%]

類似団体内順位

[ 22/88 ]

全国市町村平均

92.0
福岡県市町村平均

95.6

(%)

110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

60.0

103.3

66.7

92.5
89.8

人件費・物件費等の適正度

人口1人当たり人件費・物件費等決算額 [111,265円]

類似団体内順位

[ 13/88 ]

全国市町村平均

116,898
福岡県市町村平均

108,738

(円)

300,000

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

261,657

94,242

138,155

111,265

給与水準の適正度   （国との比較）

ラスパイレス指数 [95.9]

類似団体内順位

[ 53/88 ]

全国市平均

97.0
全国町村平均

93.2
105.0

100.0

95.0

90.0

85.0

80.0

100.1

87.2

95.2
95.9

定員管理の適正度

人口1,000人当たり職員数 [7.37人]

類似団体内順位

[ 5/88 ]

全国市町村平均

7.82
福岡県市町村平均

6.54

(人)

20.00

15.00

10.00

5.00

0.00

17.28

6.43

9.89

7.37

公債費負担の健全度

実質公債費比率 [7.1%]

類似団体内順位

[ 3/88 ]

全国市町村平均

12.3
福岡県市町村平均

12.6

(%)

30.0

25.0

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0

24.6

4.8

16.9

7.1

将来負担の健全度

人口1人当たり地方債現在高 [398,575円]

類似団体内順位

[ 24/88 ]

全国市町村平均

446,922
福岡県市町村平均

639,575

(円)

2,000,000

1,500,000

1,000,000

500,000

0

1,347,843

173,187

561,855
398,575

※人件費、物件費及び維持補修費の合計である。ただし
　人件費には事業費支弁人件費を含み、退職金は含まない。

財政力

財政構造の弾力性

人件費・物件費等の
適正度

給与水準の適正度
   （国との比較）

定員管理の適正度

公債費負担の健全度

将来負担の健全度

類似団体平均

うきは市
※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。

※平成20年４月１日以降の市町村合併により消滅した団体で実質公債費比率を算定していない
　団体については、グラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

※ラスパイレス指数及び人口1,000人当たり職員数については、平成19年地方公務員給与
　実態調査に基づくものである。なお、平成19年度中に市町村合併を行った団体については、
　当該項目に係るデータのグラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

40以下

60

80

100

120

140以上

分析欄
○財政力指数
　平成１７年３月２０日合併により、うきは市となり合併による財政基盤の強化に努めているところである。指数として
は、昨年度より０．０１ポイント上昇し、０．４１と僅かに改善したものの、依然として類似団体平均を下回っている。
　今後とも集中改革プランに沿って歳出削減に努めるとともに、企業誘致の推進・市税の徴収教科等に取り組み、自主財源
の確保を行い財政基盤の強化に取り組む。

○経常収支比率
　合併による経常経費削減の効果等により、８９．８％と類似団体平均をやや下回ってはいるが、前年度より１．９パーセ
ント上昇している。今後、合併特例事業債の償還が増加するためこととなるため、集中改革プランの確実な実行・事務事業
の見直し、事業の再構築を進め、経常収支比率が上昇することのないよう努める。

○人口１人当たり人件費・物件費等決算額
　人件費、物件費及び維持補修費の合計額の人口１人当たりの金額は、類似団体平均を下回り、合併等による経費削減の効
果を維持しており、集中改革プランの推進により今後とも経費削減に努める

○ラスパイレス指数
　９５．９％と類似団体市平均を上回っている。今後、現在ある各種手当の総点検等、一層の給与の適正化に努める。

○人口１人当たり地方債現在高
　起債事業の適切な実施に配慮し、現在のところ類似団体では低位の水準となっているが、合併特例事業の実施に伴い地方債
残高が大きく増加する見込みである。今後、事業の必要性・内容等を十分に検討し、安易な起債発行を行うことのないよう努
めていく。

○実質公債費比率
　起債事業の適切な実施に配慮し、類似団体の中では低位の7.1％となっているが、今後は、合併特例事業債の償還額・国営
事業の負担金等の増加により比率の上昇が見込まれるため、安易な起債発行を行うことのないよう努めていく。

○人口１，０００人当たり職員数
　定年退職者等の不補充による削減を行い、引き続き定員管理の適正化に努め、集中改革プランに定める「平成２２年４月１
日までに職員数７．２％」の削減の達成を目指す。



市町村財政比較分析表(平成19年度普通会計決算)

福岡県 宮若市
人 口
面 積
歳入総額
歳出総額
実質収支

31,419
139.99

16,036,944
15,066,274

875,163

人(H20.3.31現在)
ｋ㎡
千円
千円
千円

財政力

財政力指数 [0.63]

類似団体内順位

[ 14/132 ]

全国市町村平均

0.55
福岡県市町村平均

0.52
0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

0.22

1.02

0.46

類似団体内最大値

類似団体内最小値

類似団体内平均値
0.63 宮若市の比率

財政構造の弾力性

経常収支比率 [89.6%]

類似団体内順位

[ 21/132 ]

全国市町村平均

92.0
福岡県市町村平均

95.6

(%)

120.0

110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

107.0

82.7

94.8

89.6

人件費・物件費等の適正度

人口1人当たり人件費・物件費等決算額 [131,171円]

類似団体内順位

[ 62/132 ]

全国市町村平均

116,898
福岡県市町村平均

108,738

(円)

300,000

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

243,270

83,321

132,082 131,171

給与水準の適正度   （国との比較）

ラスパイレス指数 [97.5]

類似団体内順位

[ 99/132 ]

全国市平均

97.0
全国町村平均

93.2
110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

60.0

101.8

68.0

95.6
97.5

定員管理の適正度

人口1,000人当たり職員数 [9.07人]

類似団体内順位

[ 44/132 ]

全国市町村平均

7.82
福岡県市町村平均

6.54

(人)

20.00

15.00

10.00

5.00

0.00

17.41

5.06

9.75 9.07

公債費負担の健全度

実質公債費比率 [13.4%]

類似団体内順位

[ 23/132 ]

全国市町村平均

12.3
福岡県市町村平均

12.6

(%)

50.0

40.0

30.0

20.0

10.0

0.0

39.6

6.9

16.5
13.4

将来負担の健全度

人口1人当たり地方債現在高 [513,459円]

類似団体内順位

[ 60/132 ]

全国市町村平均

446,922
福岡県市町村平均

639,575

(円)

2,000,000

1,500,000

1,000,000

500,000

0

1,600,966

223,788

556,512 513,459

※人件費、物件費及び維持補修費の合計である。ただし
　人件費には事業費支弁人件費を含み、退職金は含まない。

財政力

財政構造の弾力性

人件費・物件費等の
適正度

給与水準の適正度
   （国との比較）

定員管理の適正度

公債費負担の健全度

将来負担の健全度

類似団体平均

宮若市
※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。

※平成20年４月１日以降の市町村合併により消滅した団体で実質公債費比率を算定していない
　団体については、グラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

※ラスパイレス指数及び人口1,000人当たり職員数については、平成19年地方公務員給与
　実態調査に基づくものである。なお、平成19年度中に市町村合併を行った団体については、
　当該項目に係るデータのグラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

40以下

60

80

100

120

140以上

分析欄
○財政力
　自動車関連企業の増収増益により類似団体平均を上回る税収があるため0.63となっているが、企業の設備投資が続くことや景気低
迷に伴う収益の減少が懸念されるため、平成21年度からのコンビニ収納をはじめ、税の徴収強化（平成22年度までに収納率97.7％）等
による歳入の確保に努める。
○財政構造の弾力性
　平成19年度は自動車関連企業の増収増益により税収が伸びたため、類似団体平均を下回る89.6％となっているが、物件費や扶助
費、公債費への一般財源充当額が増加している。今後も償還期間が短い合併特例債の発行が増嵩するため、行財政改革の確実な実
施を図り、経常経費の削減と市税等収入の確保に努める。
○人件費・物件費等の適正度
　類似団体平均値よりわずかに下回っているが、人件費における時間外勤務手当と物件費の水準が高くなっている。物件費において
は、臨時職員の増員を行ったこと等により増額になっている。今後は、事務事業の改善を行い、行政のスリム化を図ることで、臨時職員
の配置を見直すと共に、職員の時間外勤務の縮減に努める。
○給与水準の適正度
　給与体系の見直しが遅れ、類似団体平均を1.9上回っている。現在、定員管理計画による職員数の適正化を図っており、これと併せて
諸手当の総点検を行い、類似団体平均の水準となるよう給与の適正化に努める。

○定員管理の適正度
　集中改革プランにおいて、職員数の適正化を図ることとしており、数値目標として平成17年度から5年間で職員削減数を45人と設定し、
計画期間中に達成できるよう計画的に取り組んでいる。平成20年度当初において、目標数値を超える47人の削減を果たし、目標を達成し
ているが、早期退職者等の増加による自然減が主な理由となっており、適正化という観点からは達成したとは言いがたい。今後、円滑に
業務が遂行できるよう定員の適正化を更に進めていく。
○公債費負担の健全度
　過去からの起債抑制策により類似団体平均より低い13.4％となっているが、今後、合併に伴う公共施設の整備を実施するため、大型投
資事業が控えている。このため、交付税算入率の高い合併特例債の発行を優先し、それ以外の起債の借入を極力行わないことで、実質
公債費比率の上昇をできる限り抑制する。
○将来負担の健全度
　近年大規模事業が少なかったため、現在のところ類似団体平均をわずかに下回っているが、今後、合併に伴う大型投資事業を予定して
おり、新たな地方債発行が見込まれる。このため、新市建設計画、総合計画に掲げた重点施策を中心に、緊急度・住民ニーズを的確に把
握した事業の選択により、新規地方債の発行を必要最小限に抑制する。



市町村財政比較分析表(平成19年度普通会計決算)

福岡県 嘉麻市
人 口
面 積
歳入総額
歳出総額
実質収支

45,707
135.18

23,921,575
23,400,773

520,802

人(H20.3.31現在)
ｋ㎡
千円
千円
千円

財政力

財政力指数 [0.27]

類似団体内順位

[ 122/132 ]

全国市町村平均

0.55
福岡県市町村平均

0.52
0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

0.22

1.02

0.46

類似団体内最大値

類似団体内最小値

類似団体内平均値

0.27

嘉麻市の比率

財政構造の弾力性

経常収支比率 [101.2%]

類似団体内順位

[ 121/132 ]

全国市町村平均

92.0
福岡県市町村平均

95.6

(%)

120.0

110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

107.0

82.7

94.8

101.2

人件費・物件費等の適正度

人口1人当たり人件費・物件費等決算額 [147,548円]

類似団体内順位

[ 88/132 ]

全国市町村平均

116,898
福岡県市町村平均

108,738

(円)

300,000

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

243,270

83,321

132,082
147,548

給与水準の適正度   （国との比較）

ラスパイレス指数 [99.0]

類似団体内順位

[ 122/132 ]

全国市平均

97.0
全国町村平均

93.2
110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

60.0

101.8

68.0

95.6

99.0

定員管理の適正度

人口1,000人当たり職員数 [10.35人]

類似団体内順位

[ 73/132 ]

全国市町村平均

7.82
福岡県市町村平均

6.54

(人)

20.00

15.00

10.00

5.00

0.00

17.41

5.06

9.75
10.35

公債費負担の健全度

実質公債費比率 [15.1%]

類似団体内順位

[ 43/132 ]

全国市町村平均

12.3
福岡県市町村平均

12.6

(%)

50.0

40.0

30.0

20.0

10.0

0.0

39.6

6.9

16.5 15.1

将来負担の健全度

人口1人当たり地方債現在高 [599,175円]

類似団体内順位

[ 82/132 ]

全国市町村平均

446,922
福岡県市町村平均

639,575

(円)

2,000,000

1,500,000

1,000,000

500,000

0

1,600,966

223,788

556,512 599,175

※人件費、物件費及び維持補修費の合計である。ただし
　人件費には事業費支弁人件費を含み、退職金は含まない。

財政力

財政構造の弾力性

人件費・物件費等の
適正度

給与水準の適正度
   （国との比較）

定員管理の適正度

公債費負担の健全度

将来負担の健全度

類似団体平均

嘉麻市
※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。

※平成20年４月１日以降の市町村合併により消滅した団体で実質公債費比率を算定していない
　団体については、グラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

※ラスパイレス指数及び人口1,000人当たり職員数については、平成19年地方公務員給与
　実態調査に基づくものである。なお、平成19年度中に市町村合併を行った団体については、
　当該項目に係るデータのグラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

40以下

60

80

100

120

140以上

分析欄
○財政力指数
　人口の減少や全国平均を上回る高齢化率（平成21年2月末現在28.7％）に加え、市内に核となる産業がないことなどから、
財政基盤が弱く、類似団体平均を大きく下回っている。平成21年度において機構改革を実施し、組織のスリム化を図るととも
に、行政評価制度を導入し、事務事業の抜本的な見直しを図ることにより、行政運営の効率化に努める。
○経常収支比率
　人件費、公債費、扶助費の義務的経費に占める割合が非常に高く、類似団体平均を大きく上回っている。平成19年度より
行政改革実施計画を実施しており、退職者不補充による人件費の抑制や補助金の見直しなど、徹底した歳出の削減を図る
一方、市税等の徴収強化や使用料・手数料の見直しなど、自主財源の確保に努める。
○ラスパイレス指数
　類似団体平均より高い水準となっているが、平成19年度から管理職手当の減額や地域給を導入し、給与体系の抜本的な
見直しを図った。また、平成20年度から地域手当を廃止するなど、より一層の給与の適正化に努める。
○実質公債費比率
　類似団体平均よりやや低い水準ではあるが、今後も事業実施については総合計画及び過疎地域自立促進計画に基づき、
緊急度、住民ニーズを的確に把握した事業選択により、起債に大きく依存することのない財政運営に努める。

○人口１人当たり地方債現在高
　類似団体平均をやや上回っており、平成21年度に既発債の償還ピークを迎える見込みである。今後も合併特例債や過疎債
を活用した事業が見込まれているが、後世への負担を少しでも軽減できるよう新規発行債の抑制に努める。
○人口1,000人当たり職員数
　類似団体平均をやや上回っているが、平成21年度において合併に伴って肥大化している組織機構を再編するとともに、職員
定員適正化計画に基づく退職者の不補充や民間委託等の推進により、適正な定員管理に努める。
○人口１人当たり人件費・物件費等決算額
　類似団体平均を上回っているが、定員適正化計画に基づく退職者の不補充による人件費の抑制や、行政改革実施計画に基
づく体育施設等の類似施設の統廃合や指定管理者制度の積極的な導入により、コスト削減に努める。



市町村財政比較分析表(平成19年度普通会計決算)

福岡県 朝倉市
人 口
面 積
歳入総額
歳出総額
実質収支

59,535
246.73

25,310,844
25,179,524

85,741

人(H20.3.31現在)
ｋ㎡
千円
千円
千円

財政力

財政力指数 [0.61]

類似団体内順位

[ 63/127 ]

全国市町村平均

0.55
福岡県市町村平均

0.52
0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

0.30

1.36

0.65

類似団体内最大値

類似団体内最小値

類似団体内平均値

0.61

朝倉市の比率

財政構造の弾力性

経常収支比率 [96.3%]

類似団体内順位

[ 92/127 ]

全国市町村平均

92.0
福岡県市町村平均

95.6

(%)

120.0

110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

107.0

78.5

93.5
96.3

人件費・物件費等の適正度

人口1人当たり人件費・物件費等決算額 [119,832円]

類似団体内順位

[ 77/127 ]

全国市町村平均

116,898
福岡県市町村平均

108,738

(円)

300,000

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

0

237,932

68,961

116,542 119,832

給与水準の適正度   （国との比較）

ラスパイレス指数 [100.4]

類似団体内順位

[ 116/127 ]

全国市平均

97.0
全国町村平均

93.2
105.0

100.0

95.0

90.0

85.0

80.0

102.1

86.5

97.3

100.4

定員管理の適正度

人口1,000人当たり職員数 [8.15人]

類似団体内順位

[ 63/127 ]

全国市町村平均

7.82
福岡県市町村平均

6.54

(人)

20.00

15.00

10.00

5.00

0.00

16.05

4.37

8.23 8.15

公債費負担の健全度

実質公債費比率 [13.6%]

類似団体内順位

[ 59/127 ]

全国市町村平均

12.3
福岡県市町村平均

12.6

(%)

40.0

30.0

20.0

10.0

0.0

25.1

3.9

14.2 13.6

将来負担の健全度

人口1人当たり地方債現在高 [395,645円]

類似団体内順位

[ 66/127 ]

全国市町村平均

446,922
福岡県市町村平均

639,575

(円)

1,200,000

1,000,000

800,000

600,000

400,000

200,000

0

994,036

155,162

426,744 395,645

※人件費、物件費及び維持補修費の合計である。ただし
　人件費には事業費支弁人件費を含み、退職金は含まない。

財政力

財政構造の弾力性

人件費・物件費等の
適正度

給与水準の適正度
   （国との比較）

定員管理の適正度

公債費負担の健全度

将来負担の健全度

類似団体平均

朝倉市
※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。

40以下

60

80

100

120

140以上

分析欄
財政力指数･･･昨年度に比べ０．０３向上しているが、依然として類似団体平均を下回っている。企業誘致等を積極的に行い
歳入増に努め、指数の向上を目指す。

経常収支比率･･･昨年度と変わらない数値となっている。しかし、今後は合併特例債、臨時財政対策債などの償還額増加に
よる数値の上昇が見込まれる。率を下げるため、人件費等の削減を進めつつ、より一層のコスト削減に努める。

人口１人当たり人件費・物件費等決算額･･･昨年度から3,089円の減少となっているが、依然として類似団体平均を上回って
いる。適正な人員管理等を進め人件費の削減を中心に進める。また人員削減による臨時職員賃金、業務の委託料増加が
見込まれるため、今後もより一層の経常経費の削減に努めていく。

ラスパイレス指数･･･平成20年４月時点の指数は、前年度に比べ僅かに下がる見込みであるが、類似団体平均・全国市平
均を上回っている。今後、給与制度の見直しを進め、適正化を図っていく。

人口１人当たり地方債現在高･･･昨年度と比べ4,170円増加している。合併後は毎年の増加を続けているが、これは合併特例
事業の実施によるものが大きく、また、人口も昨年度と比べ約700人減少しており、そのため人口当たりの数値が大きくなって
いる。今後も合併特例事業が多く予定されているため増加していく。緊急度・住民ニーズを的確に把握し、事業の選択を行って
いく必要がある。

実質公債費比率･･･類似団体平均は下回っているものの、昨年度に比べ０．３増加している。今後も一般会計から下水道事業
会計への繰出金の増加が見込まれる。緊急度・住民ニーズを的確に把握し、事業の選択を行っていく。

人口1,000人当たり職員数･･･昨年度に比べ０．０８人増となっている。職員数は合併効果により減少しており、今後も民営化・
民間委託を進め、定員管理による人員削減を行う。



市町村財政比較分析表(平成19年度普通会計決算)

福岡県 みやま市
人 口
面 積
歳入総額
歳出総額
実質収支

42,971
105.12

15,289,919
14,969,839

320,080

人(H20.3.31現在)
ｋ㎡
千円
千円
千円

財政力

財政力指数 [0.42]

類似団体内順位

[ 48/88 ]

全国市町村平均

0.55
福岡県市町村平均

0.52
0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

0.25

1.48

0.49

類似団体内最大値

類似団体内最小値

類似団体内平均値

0.42

みやま市の比率

財政構造の弾力性

経常収支比率 [91.2%]

類似団体内順位

[ 31/88 ]

全国市町村平均

92.0
福岡県市町村平均

95.6

(%)

110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

60.0

103.3

66.7

92.5 91.2

人件費・物件費等の適正度

人口1人当たり人件費・物件費等決算額 [115,549円]

類似団体内順位

[ 19/88 ]

全国市町村平均

116,898
福岡県市町村平均

108,738

(円)

300,000

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

261,657

94,242

138,155

115,549

給与水準の適正度   （国との比較）

ラスパイレス指数 [99.8]

類似団体内順位

[ 86/88 ]

全国市平均

97.0
全国町村平均

93.2
105.0

100.0

95.0

90.0

85.0

80.0

100.1

87.2

95.2

99.8

定員管理の適正度

人口1,000人当たり職員数 [8.54人]

類似団体内順位

[ 22/88 ]

全国市町村平均

7.82
福岡県市町村平均

6.54

(人)

20.00

15.00

10.00

5.00

0.00

17.28

6.43

9.89
8.54

公債費負担の健全度

実質公債費比率 [12.4%]

類似団体内順位

[ 16/88 ]

全国市町村平均

12.3
福岡県市町村平均

12.6

(%)

30.0

25.0

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0

24.6

4.8

16.9

12.4

将来負担の健全度

人口1人当たり地方債現在高 [389,673円]

類似団体内順位

[ 20/88 ]

全国市町村平均

446,922
福岡県市町村平均

639,575

(円)

2,000,000

1,500,000

1,000,000

500,000

0

1,347,843

173,187

561,855
389,673

※人件費、物件費及び維持補修費の合計である。ただし
　人件費には事業費支弁人件費を含み、退職金は含まない。

財政力

財政構造の弾力性

人件費・物件費等の
適正度

給与水準の適正度
   （国との比較）

定員管理の適正度

公債費負担の健全度

将来負担の健全度

類似団体平均

みやま市
※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。

※平成20年４月１日以降の市町村合併により消滅した団体で実質公債費比率を算定していない
　団体については、グラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

※ラスパイレス指数及び人口1,000人当たり職員数については、平成19年地方公務員給与
　実態調査に基づくものである。なお、平成19年度中に市町村合併を行った団体については、
　当該項目に係るデータのグラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

40以下

60

80

100

120

140以上

分析欄
○財政力指数
　 人口の減少や高い高齢化率（H20.10現在　28.8%）に加え、市内に中心となる産業が少ないこと等により、財政基盤が脆弱
で、0.42と類似団体平均より下回っている。今後、交通インフラの整備を活かした企業誘致等に取組み、財政基盤の強化に
努める。
○経常収支比率
　人件費及び物件費の減少と地方税及び地方交付税の経常一般財源の増加により91.2%と類似団体平均をやや下回ってい
る。合併によるスケールメリットを活かし、物件費・補助費等の削減（合併10年間で△10%）、職員数削減(合併10年間で△
13%）により財政の弾力性の向上を図る。
○人口１人当たり人件費・物件費等決算額
　合併による経費節減効果など物件費が前年度より減少（△18.2%）し、類似団体平均を下回っている。今後も職員数の削減
など行財政改革を進めて、更なる縮減を図る。
○人口１人当たり地方債現在高
　近年、大規模事業を抑制したこと等により、類似団体平均より下回っている。今後も事業の費用対効果を考慮し、新規

発行の抑制に努める。
○実質公債費比率
　過去からの起債抑制策により、類似団体平均より下回っている。今後も事業の費用対効果を考慮し、新規発行の抑制に努め
る。
○ラスパイレス指数
　職員の給与については、国公準拠を基本としている。
○人口1,000人当たり職員数
　適正な定員管理に努めてきたこと等により類似団体平均を下回っている。引き続き合併によるスケールメリットを活かし、更な
る人員削減（合併10年間で△13%）を図る。



市町村財政比較分析表(平成19年度普通会計決算)

福岡県 那珂川町
人 口
面 積
歳入総額
歳出総額
実質収支

49,007
74.99

12,730,231
12,391,099

211,741

人(H20.3.31現在)
ｋ㎡
千円
千円
千円

財政力

財政力指数 [0.70]

類似団体内順位

[ 62/153 ]

全国市町村平均

0.55
福岡県市町村平均

0.52
0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

0.26

1.87

0.70

類似団体内最大値

類似団体内最小値

類似団体内平均値

0.70

那珂川町の比率

財政構造の弾力性

経常収支比率 [88.1%]

類似団体内順位

[ 43/153 ]

全国市町村平均

92.0
福岡県市町村平均

95.6

(%)

120.0

110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

60.0

108.9

67.3

89.5 88.1

人件費・物件費等の適正度

人口1人当たり人件費・物件費等決算額 [95,225円]

類似団体内順位

[ 54/153 ]

全国市町村平均

116,898
福岡県市町村平均

108,738

(円)

300,000

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

0

239,217

70,263

103,696 95,225

給与水準の適正度   （国との比較）

ラスパイレス指数 [98.7]

類似団体内順位

[ 124/153 ]

全国市平均

97.0
全国町村平均

93.2
110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

103.0

80.8

95.6

98.7

定員管理の適正度

人口1,000人当たり職員数 [5.67人]

類似団体内順位

[ 27/153 ]

全国市町村平均

7.82
福岡県市町村平均

6.54

(人)

25.00

20.00

15.00

10.00

5.00

0.00

20.03

4.09

7.02
5.67

公債費負担の健全度

実質公債費比率 [2.8%]

類似団体内順位

[ 5/153 ]

全国市町村平均

12.3
福岡県市町村平均

12.6

(%)

40.0

30.0

20.0

10.0

0.0

26.1

1.9

12.1

2.8

将来負担の健全度

人口1人当たり地方債現在高 [234,439円]

類似団体内順位

[ 37/153 ]

全国市町村平均

446,922
福岡県市町村平均

639,575

(円)

2,000,000

1,500,000

1,000,000

500,000

0

1,411,071

102,360

317,169 234,439

※人件費、物件費及び維持補修費の合計である。ただし
　人件費には事業費支弁人件費を含み、退職金は含まない。

財政力

財政構造の弾力性

人件費・物件費等の
適正度

給与水準の適正度
   （国との比較）

定員管理の適正度

公債費負担の健全度

将来負担の健全度

類似団体平均

那珂川町
※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。

※平成20年４月１日以降の市町村合併により消滅した団体で実質公債費比率を算定していない
　団体については、グラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

※ラスパイレス指数及び人口1,000人当たり職員数については、平成19年地方公務員給与
　実態調査に基づくものである。なお、平成19年度中に市町村合併を行った団体については、
　当該項目に係るデータのグラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

40以下

60

80

100

120

140以上

分析欄
○財政力指数
　　ここ5年間で連続した伸びを見せており、0.70となっている。これは、税制改正などにより町民税収入が平成15年度と比
　較し36.7%増加したことなどが要因として挙げられる。今後も行政改革プラン2005に基づき職員数削減や徴収率向上など
　財政基盤の強化に努める。
○経常収支比率
　　平成15年度と比較し、歳入では町民税が36.7%（719,436千円）増加、普通交付税が30.5%減少（815,163千円）、歳出で
　は扶助費（98.6%増）、繰出金（35.6%増）などが増加しているため、経常収支比率が88.1ポイントと大幅に上昇し非常に厳し
　い状況である。このため、退職者不補充（平成15年度と比較し8.2%減）や事務事業評価による事業の見直しなどコスト削
　減に取り組んでいる。
○人口1人当たり人件費・物件費等決算額
　　類似団体平均に対して、低い数値なっている。これは、給食調理員や用務員について、退職者を不補充とし、給食調理
　業務や用務員業務を民間委託しているためである。今後もこの方針を継続していく予定である。
○ラスパイレス指数
　　国と比べて低く、適正である。H18年度よりも1.3ポイント上昇したのは、職員構成の変動等によるものであり、今後も、
　国の動向や他自治体の状況等を踏まえ、給与制度・運用・水準の適正化に努める。

　○人口1人当たり地方債現在高
　　　近年大規模事業が少なかったため、類似団体の平均を下回っている。今後も、地方債残高の増額を抑制し適正な財政
　　運営を行うとともに、必要最小限の地方債の発行に努めている。
　○実質公債費比率
　　　繰上償還を実施してきたこと、公債費の元利償還金が地方交付税に算入されるものを中心に起債を行ってきたため、極
　　めて低い数値となっている。今後、公共施設の耐震化やごみ処理施設建設などの事業が予定されているが、緊急性や必
　　要性を的確に把握した事業の選択により、数値の急激な上昇の抑制に努めたい。
　○人口1,000人当たり職員数
　　　類似団体平均よりも低い数値となっている。これは、ごみ収集業務やし尿収集業務などについて民間委託を推進してい
　　るためである。また、定員適正化計画に基づく退職者不補充や民間委託の推進により、職員数を平成21年度までに平成
　　16年度対比で26人削減する計画であった。平成19年度末までに23人削減しており、今後も住民サービスを低下させるこ
　　となく目標達成に向け適正な定員管理に努める。



市町村財政比較分析表(平成19年度普通会計決算)

福岡県 宇美町
人 口
面 積
歳入総額
歳出総額
実質収支

37,777
30.22

10,881,941
10,451,963

416,426

人(H20.3.31現在)
ｋ㎡
千円
千円
千円

財政力

財政力指数 [0.57]

類似団体内順位

[ 99/153 ]

全国市町村平均

0.55
福岡県市町村平均

0.52
0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

0.26

1.87

0.70

類似団体内最大値

類似団体内最小値

類似団体内平均値

0.57

宇美町の比率

財政構造の弾力性

経常収支比率 [95.7%]

類似団体内順位

[ 126/153 ]

全国市町村平均

92.0
福岡県市町村平均

95.6

(%)

120.0

110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

60.0

108.9

67.3

89.5

95.7

人件費・物件費等の適正度

人口1人当たり人件費・物件費等決算額 [88,485円]

類似団体内順位

[ 35/153 ]

全国市町村平均

116,898
福岡県市町村平均

108,738

(円)

300,000

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

0

239,217

70,263

103,696
88,485

給与水準の適正度   （国との比較）

ラスパイレス指数 [97.4]

類似団体内順位

[ 98/153 ]

全国市平均

97.0
全国町村平均

93.2
110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

103.0

80.8

95.6
97.4

定員管理の適正度

人口1,000人当たり職員数 [4.63人]

類似団体内順位

[ 5/153 ]

全国市町村平均

7.82
福岡県市町村平均

6.54

(人)

25.00

20.00

15.00

10.00

5.00

0.00

20.03

4.09

7.02

4.63

公債費負担の健全度

実質公債費比率 [8.9%]

類似団体内順位

[ 36/153 ]

全国市町村平均

12.3
福岡県市町村平均

12.6

(%)

40.0

30.0

20.0

10.0

0.0

26.1

1.9

12.1
8.9

将来負担の健全度

人口1人当たり地方債現在高 [304,500円]

類似団体内順位

[ 72/153 ]

全国市町村平均

446,922
福岡県市町村平均

639,575

(円)

2,000,000

1,500,000

1,000,000

500,000

0

1,411,071

102,360

317,169 304,500

※人件費、物件費及び維持補修費の合計である。ただし
　人件費には事業費支弁人件費を含み、退職金は含まない。

財政力

財政構造の弾力性

人件費・物件費等の
適正度

給与水準の適正度
   （国との比較）

定員管理の適正度

公債費負担の健全度

将来負担の健全度

類似団体平均

宇美町
※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。

※平成20年４月１日以降の市町村合併により消滅した団体で実質公債費比率を算定していない
　団体については、グラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

※ラスパイレス指数及び人口1,000人当たり職員数については、平成19年地方公務員給与
　実態調査に基づくものである。なお、平成19年度中に市町村合併を行った団体については、
　当該項目に係るデータのグラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

40以下

60

80

100

120

140以上

分析欄
○財政力指数
　 ここ数年で連続した伸びを見せており、0.57となっている。平成15年度から収納対策本部を設置し、全庁体制で収納率の
向上に努めていることや夜間窓口（平成11年～）・日曜窓口（平成18年～）の開設等による納税の利便性向上に努めたこと
等が要因として挙げられる。（平成19年度町税徴収率も対前年度比0.53%の向上）しかしながら、町内に中心となる産業がな
いこと等により、財政基盤が弱く、依然として類似団体平均を大きく下回っている。今後も税収等の徴収率向上対策を中心と
する歳入確保に努めるとともに、投資的経費の削減等により歳出の削減を図る。
○経常収支比率
　 大型整備事業に伴う地方債の新規借入れ等による公債費の増加、医療費の増加に伴う老人保健会計繰出金の増加、償
還費増加等に伴う下水道会計繰出金の増加等により、類似団体平均を上回っている。（対前年度比3.0%増）今後は、新規地
方債の発行抑制により公債費を減少させるとともに、繰出金の抑制にも努め、経常経費の削減を図る。
○人口1人当たり人件費・物件費等決算額
　 人口1人当たり人件費・物件費等決算額が、類似団体平均を下回っている主な要因は、人件費となっている。今後とも定
員管理や給与の適正化に努める。
○人口1人当たり地方債現在高

平成19年度が継続事業最終年度となった地域交流センター整備事業（総事業費1,756百万円,うち地方債889百万円）により、
前年度比353円増となったが、類似団体平均を下回っている。今後とも新規事業による地方債の発行を抑制し、財政の健全化
に努める。
○実質公債費比率
　 実質公債費比率は、公債費の増加（対前年度比54,621千円,4.3%増）により0.8%増となった。しかしながら、交付税措置がある
地方債を厳選していることにより、依然として類似団体平均を下回っている。元利償還金は、平成19年度を第１次ピークに減少
に転ずると見込んでいるが、平成22年度に第２次ピーク（以降減少）を迎える見込みであり、今後とも新規発行の抑制に努め
る。
○ラスパイレス指数
　 類似団体平均を1.8上回っているため、早期に人事評価制度を確立し、勤務成績を昇給に反映させること等により、更なる給
与の適正化に努める。
○人口1,000人当たり職員数
　 以前からの新規採用職員抑制策により類似団体平均を大きく下回っている。今後も退職勧奨等を活用しながら、行財政集
中改革プランによる定員管理の数値目標を達成できるように努める。



市町村財政比較分析表(平成19年度普通会計決算)

福岡県 篠栗町
人 口
面 積
歳入総額
歳出総額
実質収支

31,473
38.90

9,800,061
9,585,754

156,504

人(H20.3.31現在)
ｋ㎡
千円
千円
千円

財政力

財政力指数 [0.52]

類似団体内順位

[ 116/153 ]

全国市町村平均

0.55
福岡県市町村平均

0.52
0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

0.26

1.87

0.70

類似団体内最大値

類似団体内最小値

類似団体内平均値

0.52

篠栗町の比率

財政構造の弾力性

経常収支比率 [91.5%]

類似団体内順位

[ 88/153 ]

全国市町村平均

92.0
福岡県市町村平均

95.6

(%)

120.0

110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

60.0

108.9

67.3

89.5
91.5

人件費・物件費等の適正度

人口1人当たり人件費・物件費等決算額 [89,636円]

類似団体内順位

[ 37/153 ]

全国市町村平均

116,898
福岡県市町村平均

108,738

(円)

300,000

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

0

239,217

70,263

103,696
89,636

給与水準の適正度   （国との比較）

ラスパイレス指数 [93.4]

類似団体内順位

[ 36/153 ]

全国市平均

97.0
全国町村平均

93.2
110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

103.0

80.8

95.6
93.4

定員管理の適正度

人口1,000人当たり職員数 [4.26人]

類似団体内順位

[ 2/153 ]

全国市町村平均

7.82
福岡県市町村平均

6.54

(人)

25.00

20.00

15.00

10.00

5.00

0.00

20.03

4.09

7.02

4.26

公債費負担の健全度

実質公債費比率 [2.3%]

類似団体内順位

[ 2/153 ]

全国市町村平均

12.3
福岡県市町村平均

12.6

(%)

40.0

30.0

20.0

10.0

0.0

26.1

1.9

12.1

2.3

将来負担の健全度

人口1人当たり地方債現在高 [383,060円]

類似団体内順位

[ 104/153 ]

全国市町村平均

446,922
福岡県市町村平均

639,575

(円)

2,000,000

1,500,000

1,000,000

500,000

0

1,411,071

102,360

317,169
383,060

※人件費、物件費及び維持補修費の合計である。ただし
　人件費には事業費支弁人件費を含み、退職金は含まない。

財政力

財政構造の弾力性

人件費・物件費等の
適正度

給与水準の適正度
   （国との比較）

定員管理の適正度

公債費負担の健全度

将来負担の健全度

類似団体平均

篠栗町
※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。

※平成20年４月１日以降の市町村合併により消滅した団体で実質公債費比率を算定していない
　団体については、グラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

※ラスパイレス指数及び人口1,000人当たり職員数については、平成19年地方公務員給与
　実態調査に基づくものである。なお、平成19年度中に市町村合併を行った団体については、
　当該項目に係るデータのグラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

40以下

60

80

100

120

140以上

分析欄
財政力（財政力指数）    平成19年度の状況についても、ほぼ同じ水準で移行している。本町は類似団体と比較し法人数が
少ないことや、近年新たな開発や企業等の進出も少なかったことが主な要因と考える。
今後、財政力指数の改善をはかる手段として、企業誘致等を進める受入れ体制の整備なども必要であるが、新たな投資が
必要となることと同時に自然環境と生活環境への配慮も必要であるため、今後の町の経済的な自立とバランスをどのように
図っていくか引き続き検討が必要である。
 財政構造の弾力化（経常収支比率）    平成19年度においても、平成18年度と比較し1.2ポイント上昇しており、財政の硬直
化が進行している。主な原因は一部事務組合への負担金、公債費などの増額であるが、いずれも義務的に支出すべきもの
であるため、これ以外の人件費や物件費の削減を実行し経常収支比率の上昇を抑える努力を実行している状況である。し
かし、歳出の削減策だけでは不十分であるため、歳入の増加策を含めた抜本的な対策の推進が引き続きの課題である。
人件費・物件費等の適正度    類似団体平均に比べ低くなっているのは、人口1,000人当たりの職員数の少なさが影響して
いると考える。また、平成19年度に議員定数の見直しが実施され、平均を下回る数値を維持しているものと考える。更なる事
務事業の見直しなどの方法で低コストの水準を維持していく。

給与水準の適正度    平成19年度においては、平成18年度とラスパイレス指数、類似団体内順位ともに変動は無く、低い水準
を維持している。今後についても国や他の団体の動向、町の財政状況等を考慮しながら、一層の給与水準の適正化に努めて
いく。
定員管理の適正化    平成14年度から20年度の間に約10％の職員を削減した。これに伴い不足するマンパワーは臨時職員
等の雇用などで補完している。今後も事務の効率化、組織の弾力的な運用等を行い、定員管理の適正化に努める。
将来負担の健全度（人口1人当たり地方債現在高）    平成19年度においても、建設を伴う大規模事業を抑制しているが、平
成20年度から22年度にかけて、起債の発行を伴う小学校、中学校校舎の増築工事を順次進める予定である。今後の対応とし
ては、新たな起債による地方債残高の増加分は、過去の地方債を繰上償還することで、地方債現在高の増加を防ぐ方針であ
る。
公債費負担の健全度（実質公債費比率）　平成18年度に対し、平成19年度公表の実質公債費比率は1.9ポイント上昇した。
平均値と比較すると低い水準を維持しているが、公債費の償還額は今後高い水準で持続することが見込まれ、また、公債費
に準ずる費用として、公共下水道事業への繰出金及び一部事務組合に対する負担金も今後数年間は現状の水準を維持する
ことが見込まれるため、起債を伴う投資事業を計画的に厳選し、上昇率を抑制する努力を継続する。



市町村財政比較分析表(平成19年度普通会計決算)

福岡県 志免町
人 口
面 積
歳入総額
歳出総額
実質収支

42,140
8.70

10,422,868
9,902,122

511,906

人(H20.3.31現在)
ｋ㎡
千円
千円
千円

財政力

財政力指数 [0.77]

類似団体内順位

[ 47/153 ]

全国市町村平均

0.55
福岡県市町村平均

0.52
0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

0.26

1.87

0.70

類似団体内最大値

類似団体内最小値

類似団体内平均値

0.77

志免町の比率

財政構造の弾力性

経常収支比率 [91.6%]

類似団体内順位

[ 91/153 ]

全国市町村平均

92.0
福岡県市町村平均

95.6

(%)

120.0

110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

60.0

108.9

67.3

89.5
91.6

人件費・物件費等の適正度

人口1人当たり人件費・物件費等決算額 [90,182円]

類似団体内順位

[ 38/153 ]

全国市町村平均

116,898
福岡県市町村平均

108,738

(円)

300,000

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

0

239,217

70,263

103,696
90,182

給与水準の適正度   （国との比較）

ラスパイレス指数 [98.6]

類似団体内順位

[ 122/153 ]

全国市平均

97.0
全国町村平均

93.2
110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

103.0

80.8

95.6

98.6

定員管理の適正度

人口1,000人当たり職員数 [4.49人]

類似団体内順位

[ 4/153 ]

全国市町村平均

7.82
福岡県市町村平均

6.54

(人)

25.00

20.00

15.00

10.00

5.00

0.00

20.03

4.09

7.02

4.49

公債費負担の健全度

実質公債費比率 [9.9%]

類似団体内順位

[ 43/153 ]

全国市町村平均

12.3
福岡県市町村平均

12.6

(%)

40.0

30.0

20.0

10.0

0.0

26.1

1.9

12.1
9.9

将来負担の健全度

人口1人当たり地方債現在高 [206,906円]

類似団体内順位

[ 20/153 ]

全国市町村平均

446,922
福岡県市町村平均

639,575

(円)

2,000,000

1,500,000

1,000,000

500,000

0

1,411,071

102,360

317,169
206,906

※人件費、物件費及び維持補修費の合計である。ただし
　人件費には事業費支弁人件費を含み、退職金は含まない。

財政力

財政構造の弾力性

人件費・物件費等の
適正度

給与水準の適正度
   （国との比較）

定員管理の適正度

公債費負担の健全度

将来負担の健全度

類似団体平均

志免町
※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。

※平成20年４月１日以降の市町村合併により消滅した団体で実質公債費比率を算定していない
　団体については、グラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

※ラスパイレス指数及び人口1,000人当たり職員数については、平成19年地方公務員給与
　実態調査に基づくものである。なお、平成19年度中に市町村合併を行った団体については、
　当該項目に係るデータのグラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

40以下

60

80

100

120

140以上

分析欄
○財政力指数
　福岡市に隣接する利便性の良さからマンション等の開発が多く、人口増加が続いているため、町民税や固定資産税などが
増収している。また、行財政改革により、職員の退職者不補充など人件費の抑制に努めており、財政力指数は上昇傾向に
ある。しかし、世界的な急激な不況の影響で税収減が予想されるため、なお一層の財政健全化が必要である。

○経常収支比率
　平成18年度より2.1ポイント改善したが、これは町税が増収となったことや退職者不補充による人件費抑制等によるもので
ある。しかし、依然類似団体平均を上回っているため、今後は町単独扶助費を中心とした給付の見直しや、行政評価システ
ムを活用した事務事業の見直し等を行い、経常収支比率がこれ以上上昇しないように努める。

○人口１人当たり人件費・物件費決算額
　類似団体平均と比較して、人口１人当たり人件費・物件費等決算額が低くなっているのは、職員の退職者不補充や学校給
食業務を民間委託で行っていること等が要因である。平成20年4月には町立保育園1園を民営化しており、引き続き類似団
体平均を上回ることがないよう努める。

○ラスパイレス指数
　大学卒の者を中心に、国家公務員の給与水準を下回っている。年功的な給与構造から職務・職責に応じた構造への転換を
図り、より一層の給与の適正化に努める。
○人口１人当たり地方債現在高
　１６年度をピークに減少している。今後、児童数の増加により校舎の増築や耐震補強など大規模事業が見込まれるので、計
画的に事業を行ない、類似団体平均を上回ることがないよう努める。
○実質公債費比率
　平成15年度に実施した総合福祉施設建設事業に係る地方債の償還が平成18年度から開始されており、過去3ヵ年の平均で
ある実質公債費比率はさらに前年度よりも上昇することとなった。しかし、類似団体平均を下回っており、今後も、緊急度・住民
ニーズを的確に把握した事業の選択により、起債に大きく頼ることのない財政運営に努める。
○人口1,000人当たり職員数
　集中改革プランにおける定員管理の数値目標を達成し、類似団体平均よりも少なくなっている。今後数年間で高年齢層の職
員の大量退職が見込まれることから、採用とのバランスを考慮しつつ、定員管理の適正化を図る。



市町村財政比較分析表(平成19年度普通会計決算)

福岡県 須恵町
人 口
面 積
歳入総額
歳出総額
実質収支

25,799
16.33

6,836,732
6,718,405

116,327

人(H20.3.31現在)
ｋ㎡
千円
千円
千円

財政力

財政力指数 [0.58]

類似団体内順位

[ 93/153 ]

全国市町村平均

0.55
福岡県市町村平均

0.52
0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

0.26

1.87

0.70

類似団体内最大値

類似団体内最小値

類似団体内平均値

0.58

須恵町の比率

財政構造の弾力性

経常収支比率 [91.9%]

類似団体内順位

[ 98/153 ]

全国市町村平均

92.0
福岡県市町村平均

95.6

(%)

120.0

110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

60.0

108.9

67.3

89.5
91.9

人件費・物件費等の適正度

人口1人当たり人件費・物件費等決算額 [87,824 円]

類似団体内順位

[ 27/153 ]

全国市町村平均

116,898
福岡県市町村平均

108,738

(円)

300,000

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

0

239,217

70,263

103,696
87,824

給与水準の適正度   （国との比較）

ラスパイレス指数 [95.8]

類似団体内順位

[ 67/153 ]

全国市平均

97.0
全国町村平均

93.2
110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

103.0

80.8

95.6 95.8

定員管理の適正度

人口1,000人当たり職員数 [5.04 人]

類似団体内順位

[ 14/153 ]

全国市町村平均

7.82
福岡県市町村平均

6.54

(人)

25.00

20.00

15.00

10.00

5.00

0.00

20.03

4.09

7.02
5.04

公債費負担の健全度

実質公債費比率 [14.7%]

類似団体内順位

[ 105/153 ]

全国市町村平均

12.3
福岡県市町村平均

12.6

(%)

40.0

30.0

20.0

10.0

0.0

26.1

1.9

12.1
14.7

将来負担の健全度

人口1人当たり地方債現在高 [264,602 円]

類似団体内順位

[ 55/153 ]

全国市町村平均

446,922
福岡県市町村平均

639,575

(円)

2,000,000

1,500,000

1,000,000

500,000

0

1,411,071

102,360

317,169 264,602

※人件費、物件費及び維持補修費の合計である。ただし
　人件費には事業費支弁人件費を含み、退職金は含まない。

財政力

財政構造の弾力性

人件費・物件費等の
適正度

給与水準の適正度
   （国との比較）

定員管理の適正度

公債費負担の健全度

将来負担の健全度

類似団体平均

須恵町
※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。

※平成20年４月１日以降の市町村合併により消滅した団体で実質公債費比率を算定していない
　団体については、グラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

※ラスパイレス指数及び人口1,000人当たり職員数については、平成19年地方公務員給与
　実態調査に基づくものである。なお、平成19年度中に市町村合併を行った団体については、
　当該項目に係るデータのグラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

40以下

60

80

100

120

140以上

分析欄
 ○財政力指数
　ここ６年間連続した伸びをみせているが、長引く景気低迷による個人・法人関係の減収などから、０．５８と類似団体平均
を下回っている。人件費の削減等歳出の徹底的な見直しと行政改革プランに沿った施策の重点化の両立に努め、活力あ
るまちづくりを展開しつつ、行政の効率化に努めることにより、財政の健全化を図る。

○経常収支比率
　１７年度９３．２％、１８年度９６．２％で１９年度が９１．９％と財政の硬直化が進行しており、税収の伸び悩みと地方交付
税の削減等、経常一般財源の確保が非常に困難な中、歳出面においては、特別会計への繰出金、一部事務組合負担金
増などの要因で年々財政の硬直化が顕著になってきている。「集中改革プラン」に掲げたとおり、人件費の抑制、事務事業
の見直し、補助金の削減等行政改革の確実な実行により、歳出の経常経費の削減を図る。

○人口１人当たり人件費・物件費等決算額

　類似団体平均を下回っているのは、主に人件費が要因となっている。

 ○ラスパイレス指数
　類似団体平均を０．２ポイント上回っており、今後給料表の構造の見直しや昇格、昇給についての抑制を検討していきた
い。

○人口１，０００人当たり職員数

　過去からの新規採用抑制策により類似団体平均を下回っている。今後も類似団体平均を上回ることのないよう努める。

○人口１人当たり地方債現在高
　近年大規模な起債充当事業が終了し、現在のところ類似団体平均を下回っているが、今後も新規の地方債発行の抑制に
より、類似団体平均を上回ることのないよう努める。

○実質公債費比率
　１２～１４年度に一部事務組合が実施した清掃施設の建設に係る起債の償還により類似団体平均を上回っている。今後、
緊急度・住民のニーズを的確に把握した事業の選択により、起債に大きく頼ることのない財政運営に努める。



市町村財政比較分析表(平成19年度普通会計決算)

福岡県 新宮町
人 口
面 積
歳入総額
歳出総額
実質収支

23,852
18.91

7,334,216
7,079,519

253,457

人(H20.3.31現在)
ｋ㎡
千円
千円
千円

財政力

財政力指数 [0.91]

類似団体内順位

[ 23/153 ]

全国市町村平均

0.55
福岡県市町村平均

0.52
0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

0.26

1.87

0.70

類似団体内最大値

類似団体内最小値

類似団体内平均値

0.91

新宮町の比率

財政構造の弾力性

経常収支比率 [95.7%]

類似団体内順位

[ 126/153 ]

全国市町村平均

92.0
福岡県市町村平均

95.6

(%)

120.0

110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

60.0

108.9

67.3

89.5

95.7

人件費・物件費等の適正度

人口1人当たり人件費・物件費等決算額 [97,610円]

類似団体内順位

[ 62/153 ]

全国市町村平均

116,898
福岡県市町村平均

108,738

(円)

300,000

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

0

239,217

70,263

103,696 97,610

給与水準の適正度   （国との比較）

ラスパイレス指数 [94.0]

類似団体内順位

[ 45/153 ]

全国市平均

97.0
全国町村平均

93.2
110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

103.0

80.8

95.6
94.0

定員管理の適正度

人口1,000人当たり職員数 [5.83人]

類似団体内順位

[ 32/153 ]

全国市町村平均

7.82
福岡県市町村平均

6.54

(人)

25.00

20.00

15.00

10.00

5.00

0.00

20.03

4.09

7.02
5.83

公債費負担の健全度

実質公債費比率 [17.8%]

類似団体内順位

[ 132/153 ]

全国市町村平均

12.3
福岡県市町村平均

12.6

(%)

40.0

30.0

20.0

10.0

0.0

26.1

1.9

12.1

17.8

将来負担の健全度

人口1人当たり地方債現在高 [322,393円]

類似団体内順位

[ 77/153 ]

全国市町村平均

446,922
福岡県市町村平均

639,575

(円)

2,000,000

1,500,000

1,000,000

500,000

0

1,411,071

102,360

317,169 322,393

※人件費、物件費及び維持補修費の合計である。ただし
　人件費には事業費支弁人件費を含み、退職金は含まない。

財政力

財政構造の弾力性

人件費・物件費等の
適正度

給与水準の適正度
   （国との比較）

定員管理の適正度

公債費負担の健全度

将来負担の健全度

類似団体平均

新宮町
※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。

※平成20年４月１日以降の市町村合併により消滅した団体で実質公債費比率を算定していない
　団体については、グラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

※ラスパイレス指数及び人口1,000人当たり職員数については、平成19年地方公務員給与
　実態調査に基づくものである。なお、平成19年度中に市町村合併を行った団体については、
　当該項目に係るデータのグラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

40以下

60

80

100

120

140以上

分析欄
【財政力指数】
ここ6年間で連続した伸びを見せており、0.91となっている。高齢化率は15.2%（H20.４.1現在）と低く、人口の増加傾向が続い
ていることや、税源移譲により町民税の所得割の税収が増加したことにより基準財政収入額が増加したことにより財政力指
数は上昇した。今後、税の収納率向上に努め、歳入を確保すると共に、経常経費の削減に努める。
【経常収支比率】
扶助費や玄界環境組合など一部事務組合への負担金が増加した結果、95.7%と、対前年比0.5%上昇した。「集中改革プラン」
に掲げたとおり補助金等の整理合理化や内部管理経費の見直しなど計画的な経常経費の削減に努めると共に、地方債発
行の抑制など将来にわたる経常収支比率の改善に努める。
【人口1人当たりの人件費・物件費等決算額】
　類似団体と比べて低くなっているのは、類似団体を下回る職員数で業務を行っているもので、今後とも物件費など更なる経
費節減に努める。
【ラスパイレス指数】
　類似団体に比べて低くなっている。今後とも透明性の高い給与体系を維持する。

【人口1人当たりの地方債現在高】
　近年、投資的経費の抑制に伴い、新規地方債の発行を抑制しているが、中心市街地整備事業を実施中であることから、今後
も他事業における地方債発行の抑制等により類似団体平均を大きく上回らないよう努める。
【実質公債費比率】
　玄界環境組合が建設した古賀清掃工場建設の地方債償還に伴う一部事務組合負担金により実質公債費比率は高水準であ
る。また、今後中心市街地整備事業や公共下水道事業などに伴う地方債発行が見込まれることから、他事業における地方債
発行の抑制等により、実質公債費比率の上昇を抑える。
【人口1,000人当たり職員数】
　類似団体より1.19人少なく、適正な規模であるが、今後、公共下水道事業や中心市街地整備事業の進捗、将来的な人口の
増加が見込まれることから大幅な職員の削減は難しいと考えられる。しかし、厳しい財政状況を考慮すると、計画的な定員管
理を行い、サービスの向上と職員の適正配置が不可欠であり、平成26年度までに対平成17年度比△5.6%削減を目指す。



市町村財政比較分析表(平成19年度普通会計決算)

福岡県 久山町
人 口
面 積
歳入総額
歳出総額
実質収支

8,114
37.43

4,077,508
3,913,962

163,546

人(H20.3.31現在)
ｋ㎡
千円
千円
千円

財政力

財政力指数 [0.78]

類似団体内順位

[ 13/79 ]

全国市町村平均

0.55
福岡県市町村平均

0.52

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

0.19

1.72

0.53

類似団体内最大値

類似団体内最小値

類似団体内平均値 0.78 久山町の比率

財政構造の弾力性

経常収支比率 [93.8%]

類似団体内順位

[ 49/79 ]

全国市町村平均

92.0
福岡県市町村平均

95.6

(%)

110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

60.0

50.0

105.0

55.8

89.1

93.8

人件費・物件費等の適正度

人口1人当たり人件費・物件費等決算額 [190,320円]

類似団体内順位

[ 51/79 ]

全国市町村平均

116,898
福岡県市町村平均

108,738

(円)

500,000

400,000

300,000

200,000

100,000

0

362,144

104,295

178,295
190,320

給与水準の適正度   （国との比較）

ラスパイレス指数 [92.4]

類似団体内順位

[ 38/79 ]

全国市平均

97.0
全国町村平均

93.2
105.0

100.0

95.0

90.0

85.0

80.0

100.7

84.2

92.4 92.4

定員管理の適正度

人口1,000人当たり職員数 [8.63人]

類似団体内順位

[ 8/79 ]

全国市町村平均

7.82
福岡県市町村平均

6.54

(人)

30.00

25.00

20.00

15.00

10.00

5.00

23.96

7.92

12.36

8.63

公債費負担の健全度

実質公債費比率 [16.4%]

類似団体内順位

[ 47/79 ]

全国市町村平均

12.3
福岡県市町村平均

12.6

(%)

40.0

30.0

20.0

10.0

0.0

30.1

4.0

14.9
16.4

将来負担の健全度

人口1人当たり地方債現在高 [375,410円]

類似団体内順位

[ 13/79 ]

全国市町村平均

446,922
福岡県市町村平均

639,575

(円)

2,500,000

2,000,000

1,500,000

1,000,000

500,000

0

1,822,415

97,559

610,614
375,410

※人件費、物件費及び維持補修費の合計である。ただし
　人件費には事業費支弁人件費を含み、退職金は含まない。

財政力

財政構造の弾力性

人件費・物件費等の
適正度

給与水準の適正度
   （国との比較）

定員管理の適正度

公債費負担の健全度

将来負担の健全度

類似団体平均

久山町
※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。

※平成20年４月１日以降の市町村合併により消滅した団体で実質公債費比率を算定していない
　団体については、グラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

※ラスパイレス指数及び人口1,000人当たり職員数については、平成19年地方公務員給与
　実態調査に基づくものである。なお、平成19年度中に市町村合併を行った団体については、
　当該項目に係るデータのグラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

40以下

60

80

100

120

140以上

分析欄
財政力指数
・ここ８年間連続した伸びを見せており、0.78となっている。住民税、固定資産税等町税の伸びが要因として考えられる。しかし、徴収率は前年度より0.1％下
がっているため徴収の強化を図り税収の確保に努める。（平成21年度徴収率目標98.5％）

経常収支比率
・昨年度より4.7％上昇している。これは道路橋梁費の維持補修費の増（対前年度比+117.2％）、保育所運営委託料の増（対前年度比+23.6％）等と歳出が
増加した反面、普通交付税の減（対前年度比-9.5％）、臨時財政対策債の減（対前年度比-9.3％）等一般財源の歳入が減少したことが要因である。一般財
源の確保を図るために平成17年度から平成21年度までの5年間で平成16年度の徴収率を基準に0.5％上昇する計画（平成21年度徴収率目標98.5％）の達
成を図る。

ラスパイレス指数
・類似団体平均と同水準であるが近隣市町と比べると低い水準である。今後は人事評価制度の導入により職員のモチベーション上昇を図っていく。

人口一人当たり地方債現在高
・投資的事業に係る起債額を抑制してきたことから類似団体平均を大きく下回っている。今後も類似団体の平均を上回ることがないよう努める。

実質公債比率
・投資的事業に係る起債額を抑制してきたことから元利償還額は抑制されているが、久山町土地開発公社の土地買取に関して平成18年度から平成20年度の
期間で設定した債務負担行為の履行のため実質公債比率が類似団体平均を上回る水準になっている。起債に関しては、今後も住民ニーズにあった事業を
優先し、大きく依存することのない財政運営に努める。

人口1,000人当たり職員数
・新規採用を抑制してきたため類似団体平均を3.73人下回っている。集中改革プランで定める平成22年度当初の目標職員数77人を達成できるよう、効率的な
機構組織への転換を図り、また一方で退職勧奨も実施していく。

人口一人当たり人件費・物件費等決算額
・類似団体に比べ高くなっているのは,主に物件費を要因としており、保育所の指定管理者への委託料、生活習慣病予防対策にかかる健診委託料が高くなる
大きな要因になっている。人件費は類似団体平均を下回っているが、物件費に関しては行政評価制度を運営する中で事務事業の見直しも含め適正な予算執
行を進めコスト削減に努める。



市町村財政比較分析表(平成19年度普通会計決算)

福岡県 粕屋町
人 口
面 積
歳入総額
歳出総額
実質収支

40,134
14.12

10,696,996
10,073,426

556,820

人(H20.3.31現在)
ｋ㎡
千円
千円
千円

財政力

財政力指数 [0.81]

類似団体内順位

[ 38/153 ]

全国市町村平均

0.55
福岡県市町村平均

0.52
0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

0.26

1.87

0.70

類似団体内最大値

類似団体内最小値

類似団体内平均値

0.81

粕屋町の比率

財政構造の弾力性

経常収支比率 [92.1%]

類似団体内順位

[ 99/153 ]

全国市町村平均

92.0
福岡県市町村平均

95.6

(%)

120.0

110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

60.0

108.9

67.3

89.5
92.1

人件費・物件費等の適正度

人口1人当たり人件費・物件費等決算額 [83,760円]

類似団体内順位

[ 15/153 ]

全国市町村平均

116,898
福岡県市町村平均

108,738

(円)

300,000

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

0

239,217

70,263

103,696
83,760

給与水準の適正度   （国との比較）

ラスパイレス指数 [97.0]

類似団体内順位

[ 88/153 ]

全国市平均

97.0
全国町村平均

93.2
110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

103.0

80.8

95.6
97.0

定員管理の適正度

人口1,000人当たり職員数 [4.93人]

類似団体内順位

[ 11/153 ]

全国市町村平均

7.82
福岡県市町村平均

6.54

(人)

25.00

20.00

15.00

10.00

5.00

0.00

20.03

4.09

7.02
4.93

公債費負担の健全度

実質公債費比率 [14.2%]

類似団体内順位

[ 98/153 ]

全国市町村平均

12.3
福岡県市町村平均

12.6

(%)

40.0

30.0

20.0

10.0

0.0

26.1

1.9

12.1
14.2

将来負担の健全度

人口1人当たり地方債現在高 [334,361円]

類似団体内順位

[ 87/153 ]

全国市町村平均

446,922
福岡県市町村平均

639,575

(円)

2,000,000

1,500,000

1,000,000

500,000

0

1,411,071

102,360

317,169 334,361

※人件費、物件費及び維持補修費の合計である。ただし
　人件費には事業費支弁人件費を含み、退職金は含まない。

財政力

財政構造の弾力性

人件費・物件費等の
適正度

給与水準の適正度
   （国との比較）

定員管理の適正度

公債費負担の健全度

将来負担の健全度

類似団体平均

粕屋町
※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。

※平成20年４月１日以降の市町村合併により消滅した団体で実質公債費比率を算定していない
　団体については、グラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

※ラスパイレス指数及び人口1,000人当たり職員数については、平成19年地方公務員給与
　実態調査に基づくものである。なお、平成19年度中に市町村合併を行った団体については、
　当該項目に係るデータのグラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

40以下

60

80

100

120

140以上

分析欄
◎財政力指数
町税の増収により、前年度より0.03増えて6年連続で上昇している。
◎経常収支比率
H19年度は92.1%と前年度より3.1増え類似団体平均より悪くなっている。児童手当費や乳幼児医療費の制度改正及び対象人
員増による扶助費の増加、須恵町外２ケ町清掃施設組合・粕屋南部消防組合への運営費補助の増加、国民健康保険特別
会計等の繰出金の増加、普通会計公債費の増加が主な原因である。公債費は新規発行債の抑制に努めており繰上償還に
よる減少を進めている。国民健康保険会計においては、徴収体制の見直しによる徴収率向上を図る。
◎人口一人当たりの人件費・物件費決算額
集中改革ﾌﾟﾗﾝにそった人員削減、歳出の徹底した節減に努めた結果、類似団体並びに全国市町村平均より大幅に少なく
なっている。
◎ラスパイレス指数
全国町村並びに類似団体平均共に若干高くなっており、今後は職務・職責に応じた構造への転換を図るため平成２０年度か
ら人事評価制度の活用を進めている。また、平成20年10月より管理職手当の定額制を行うなど一層の給与の適正化に努め
る。

◎人口１人当たり地方債残高
類似団体より若干多いが、前年度より32,963円低くなっている。新規発行債を抑制しており今後も減少していく。
◎実質公債費比率
前年度より高くなり類似団体平均より悪くなっている。普通会計及び流域関連公共下水道事業特別会計の公債費がピークを
迎えている。下水道事業は普及率が96.0％となり今後新規事業は大幅に減少していく。普通会計とともに新規発行債の抑制や
繰上償還などにより上昇を抑えていく。
◎職員一人当たりの職員数
類似団体より少ない職員で業務を行っている。今後も総職員について、平成17年度から5年間で5.4％削減するとともに、多様
な雇用形態の活用を図り、職員の資質を高めるなかで行政サービスの向上に努める。



市町村財政比較分析表(平成19年度普通会計決算)

福岡県 芦屋町
人 口
面 積
歳入総額
歳出総額
実質収支

16,004
11.42

7,800,599
7,435,373

365,226

人(H20.3.31現在)
ｋ㎡
千円
千円
千円

財政力

財政力指数 [0.42]

類似団体内順位

[ 40/64 ]

全国市町村平均

0.55
福岡県市町村平均

0.52

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

0.19

1.62

0.64

類似団体内最大値

類似団体内最小値

類似団体内平均値

0.42

芦屋町の比率

財政構造の弾力性

経常収支比率 [103.5%]

類似団体内順位

[ 63/64 ]

全国市町村平均

92.0
福岡県市町村平均

95.6

(%)

140.0

120.0

100.0

80.0

60.0

40.0

114.1

61.2

89.7

103.5

人件費・物件費等の適正度

人口1人当たり人件費・物件費等決算額 [177,672円]

類似団体内順位

[ 57/64 ]

全国市町村平均

116,898
福岡県市町村平均

108,738

(円)

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

206,322

82,881

120,638

177,672

給与水準の適正度   （国との比較）

ラスパイレス指数 [94.4]

類似団体内順位

[ 29/64 ]

全国市平均

97.0
全国町村平均

93.2
105.0

100.0

95.0

90.0

85.0

80.0

75.0

101.3

82.0

95.3 94.4

定員管理の適正度

人口1,000人当たり職員数 [8.25人]

類似団体内順位

[ 28/64 ]

全国市町村平均

7.82
福岡県市町村平均

6.54

(人)

20.00

15.00

10.00

5.00

0.00

17.24

4.60

8.34 8.25

公債費負担の健全度

実質公債費比率 [11.9%]

類似団体内順位

[ 18/64 ]

全国市町村平均

12.3
福岡県市町村平均

12.6

(%)

30.0

20.0

10.0

0.0

22.2

1.9

13.3 11.9

将来負担の健全度

人口1人当たり地方債現在高 [529,913円]

類似団体内順位

[ 44/64 ]

全国市町村平均

446,922
福岡県市町村平均

639,575

(円)

2,500,000

2,000,000

1,500,000

1,000,000

500,000

0

1,765,086

143,515

392,709
529,913

※人件費、物件費及び維持補修費の合計である。ただし
　人件費には事業費支弁人件費を含み、退職金は含まない。

財政力

財政構造の弾力性

人件費・物件費等の
適正度

給与水準の適正度
   （国との比較）

定員管理の適正度

公債費負担の健全度

将来負担の健全度

類似団体平均

芦屋町
※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。

※平成20年４月１日以降の市町村合併により消滅した団体で実質公債費比率を算定していない
　団体については、グラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

※ラスパイレス指数及び人口1,000人当たり職員数については、平成19年地方公務員給与
　実態調査に基づくものである。なお、平成19年度中に市町村合併を行った団体については、
　当該項目に係るデータのグラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

40以下

60

80

100

120

140以上

分析欄
○財政力指数
　長引く景気の低迷による個人・法人関係の減収に加え、町内に中心となる産業が無いことから財政基盤が弱く、類似団体の平均を下回っている。
このため、税収等の徴収の向上に努めるとともに、人件費の削減をはじめ、扶助費、補助費の見直しや、指定管理者制度の導入などによって経常
経費の削減を図るなど、財政の健全化に取り組んでいる。

○経常収支比率
　今日まで脆弱な財政基盤を競艇事業の収益により補ってきたが、経常収支比率においては、競艇事業の収益が経常的な収益には含まれないた
め、数値としては１００％前後でこれまで推移してきている。しかし、近年競艇事業の業績は悪化しており、これまでのように競艇事業からの収益を見
込むことができないため、行政改革大綱及び集中改革プランを策定し、経常経費の大幅な削減を図っている。また、19年度は退職者の不補充により
職員数は△16人となり、集中改革プランの計画を2年前倒しで達成することができた。これにより20年度以降の経常収支比率は下がっていくものと思
われる。

○人口１人当たり人件費・物件費等決算額
　類似団体に比べて高くなっているのは、競艇事業を行っていることや、直営の給食センターや公立保育所を運営していることが大きな要因となって
いる。19年度からは給食センターの調理業務等の委託化を行い、20年度は公立保育所の一部を指定管理者制度に移行している。このことにより平
成20年4月1日の職員数は△16名となり、数値が低くなることが予想される。

○実質公債費比率
　各種建設事業の財源を競艇事業の収益により補ってきたため、起債の発行はこれまで抑制されてきており、実質公債費比率は類似団体に比べ低く
なっている。

○人口１人当たり地方債残高
　競艇事業の収益を財源に各種建設事業を行ってきたため、地方債残高は類似団体に比べ少なくなっていたが、競艇場の大規模な施設改善の影響に
より、近年急激に地方債残高が増加した。しかし、競艇場施設改善事業分を除いた場合は309千円であり、低い水準となる。

○ラスパイレス指数
　18年度から集中改革プランに基づく職員の給料カット（5.5％）を実施したことにより、類似団体よりも低い水準となっている。今後は特殊勤務手当や住
居手当の見直しを行い、より一層給与の適正化に努めることとしている。

○人口1,000人当たり職員数
　他町に無い競艇事業を行っているため、類似団体に比べて職員数が多くなっていたが、定員管理適正化計画に基づき退職者不補充を行った結果、
類似団体平均まで低下している。今後も民間委託の推進等により、さらに職員数の減に努める。



市町村財政比較分析表(平成19年度普通会計決算)

福岡県 水巻町
人 口
面 積
歳入総額
歳出総額
実質収支

30,586
11.03

7,786,352
7,583,407

172,762

人(H20.3.31現在)
ｋ㎡
千円
千円
千円

財政力

財政力指数 [0.54]

類似団体内順位

[ 111/153 ]

全国市町村平均

0.55
福岡県市町村平均

0.52
0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

0.26

1.87

0.70

類似団体内最大値

類似団体内最小値

類似団体内平均値

0.54

水巻町の比率

財政構造の弾力性

経常収支比率 [96.5%]

類似団体内順位

[ 137/153 ]

全国市町村平均

92.0
福岡県市町村平均

95.6

(%)

120.0

110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

60.0

108.9

67.3

89.5

96.5

人件費・物件費等の適正度

人口1人当たり人件費・物件費等決算額 [83,818円]

類似団体内順位

[ 17/153 ]

全国市町村平均

116,898
福岡県市町村平均

108,738

(円)

300,000

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

0

239,217

70,263

103,696
83,818

給与水準の適正度   （国との比較）

ラスパイレス指数 [97.3]

類似団体内順位

[ 96/153 ]

全国市平均

97.0
全国町村平均

93.2
110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

103.0

80.8

95.6
97.3

定員管理の適正度

人口1,000人当たり職員数 [5.07人]

類似団体内順位

[ 15/153 ]

全国市町村平均

7.82
福岡県市町村平均

6.54

(人)

25.00

20.00

15.00

10.00

5.00

0.00

20.03

4.09

7.02
5.07

公債費負担の健全度

実質公債費比率 [9.5%]

類似団体内順位

[ 41/153 ]

全国市町村平均

12.3
福岡県市町村平均

12.6

(%)

40.0

30.0

20.0

10.0

0.0

26.1

1.9

12.1
9.5

将来負担の健全度

人口1人当たり地方債現在高 [239,737円]

類似団体内順位

[ 41/153 ]

全国市町村平均

446,922
福岡県市町村平均

639,575

(円)

2,000,000

1,500,000

1,000,000

500,000

0

1,411,071

102,360

317,169 239,737

※人件費、物件費及び維持補修費の合計である。ただし
　人件費には事業費支弁人件費を含み、退職金は含まない。

財政力

財政構造の弾力性

人件費・物件費等の
適正度

給与水準の適正度
   （国との比較）

定員管理の適正度

公債費負担の健全度

将来負担の健全度

類似団体平均

水巻町
※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。

※平成20年４月１日以降の市町村合併により消滅した団体で実質公債費比率を算定していない
　団体については、グラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

※ラスパイレス指数及び人口1,000人当たり職員数については、平成19年地方公務員給与
　実態調査に基づくものである。なお、平成19年度中に市町村合併を行った団体については、
　当該項目に係るデータのグラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

40以下

60

80

100

120

140以上

分析欄
○財政力指数
　人口の減少に加え、町内に中心となる産業がないこと、旧産炭地域であることから公営住宅が多く固定資産税の税収が少ないことなどから、従来から財
政基盤が弱く、類似団体平均を下回っている。そのため町税の徴収率向上対策に取り組んでおり、徴収率は、滞納処分の強化や滞納整理指導員の採用
など積極的な滞納対策により、1.7％向上し、90.2％となった。また併せて行政支出全般の徹底した見直しを図っていく。
○経常収支比率
　扶助費、人件費及び特別会計への繰出金が大幅に増加したことにより、前年度から5.1ポイント悪化した。扶助費については障害者福祉費の伸び及び乳
幼児医療の対象年齢引上げにより全体で9.1ポイント増加した。また、人件費圧縮の取組みとして、定員適正化計画に沿って計画以上に職員数削減を実施
するとともに、給与カット及び特殊勤務手当全廃を行なっているが、退職者の増加により人件費総額が前年度を上回った。特別会計への繰出金について
は、下水道会計や国保会計への繰出しが増加していることから、財政健全化に向けて使用料や税率の見直しを図る。
○ラスパイレス指数
　給与の運用基準の見直し及び平成18年度から特例で実施している給与削減措置（2.5％）により、同指数は平成17年度と比較して5.9ポイント、平成18年
度と比較して2.1ポイント下がっている。今後も国や類似団体等の給与水準を十分考慮し、給与の適正化に努める。

○実質公債費比率
　投資的事業の適切な選択による起債抑制策を実施しているとともに、従来から町の方針として、地方債の元利償還金の一部が交付税措置されるもの以外
は借入れを行なっていない。
　そのため、類似団体平均値を下回っているが、ここ数年の下水道事業の進捗とともに、その起債償還額に対する一般会計の負担が増加する傾向にあること
から、財政計画と事業計画を十分に精査し、中長期的な観点から実質公債比率の上昇傾向を抑える。
○人口1人当り地方債現在高
　普通会計においては、大規模事業が少なくなってきているため、類似団体平均より低い水準を維持している。また、事業費圧縮の取組みとして入札制度を
見直し、平成19年度の平均落札率は80％を下回った。今後も将来世代への負担をなるべく抑える方針で財政運営を行っていく。
○人口1,000人当り職員数
　業務委託や組織の簡素化などを実施したため、平成16年度（176人）を基準に12％の削減（21人）を実施した。そのため、定員管理の適正度については類似
団体平均を大きく下回っており、今後も定員適正化計画により定員抑制に努める。
○人口1人当り人件費・物件費等決算額
　類似団体平均と比較して、人件費・物件費等の適正度が低くい要因として、職員数抑制や給与等削減に伴う人件費の圧縮に加えて、物件費についても委託
業務等の発注に際して、入札を含めて徹底したコスト削減を図っていることが挙げられる。引き続き、効率的な財政運営に取組んでいく。



市町村財政比較分析表(平成19年度普通会計決算)

福岡県 岡垣町
人 口
面 積
歳入総額
歳出総額
実質収支

32,203
48.51

7,703,694
7,377,203

312,726

人(H20.3.31現在)
ｋ㎡
千円
千円
千円

財政力

財政力指数 [0.58]

類似団体内順位

[ 93/153 ]

全国市町村平均

0.55
福岡県市町村平均

0.52
0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

0.26

1.87

0.70

類似団体内最大値

類似団体内最小値

類似団体内平均値

0.58

岡垣町の比率

財政構造の弾力性

経常収支比率 [89.8%]

類似団体内順位

[ 60/153 ]

全国市町村平均

92.0
福岡県市町村平均

95.6

(%)

120.0

110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

60.0

108.9

67.3

89.5 89.8

人件費・物件費等の適正度

人口1人当たり人件費・物件費等決算額 [83,071円]

類似団体内順位

[ 14/153 ]

全国市町村平均

116,898
福岡県市町村平均

108,738

(円)

300,000

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

0

239,217

70,263

103,696
83,071

給与水準の適正度   （国との比較）

ラスパイレス指数 [99.6]

類似団体内順位

[ 137/153 ]

全国市平均

97.0
全国町村平均

93.2
110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

103.0

80.8

95.6

99.6

定員管理の適正度

人口1,000人当たり職員数 [4.91人]

類似団体内順位

[ 10/153 ]

全国市町村平均

7.82
福岡県市町村平均

6.54

(人)

25.00

20.00

15.00

10.00

5.00

0.00

20.03

4.09

7.02

4.91

公債費負担の健全度

実質公債費比率 [7.5%]

類似団体内順位

[ 25/153 ]

全国市町村平均

12.3
福岡県市町村平均

12.6

(%)

40.0

30.0

20.0

10.0

0.0

26.1

1.9

12.1

7.5

将来負担の健全度

人口1人当たり地方債現在高 [166,188円]

類似団体内順位

[ 6/153 ]

全国市町村平均

446,922
福岡県市町村平均

639,575

(円)

2,000,000

1,500,000

1,000,000

500,000

0

1,411,071

102,360

317,169
166,188

※人件費、物件費及び維持補修費の合計である。ただし
　人件費には事業費支弁人件費を含み、退職金は含まない。

財政力

財政構造の弾力性

人件費・物件費等の
適正度

給与水準の適正度
   （国との比較）

定員管理の適正度

公債費負担の健全度

将来負担の健全度

類似団体平均

岡垣町
※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。

※平成20年４月１日以降の市町村合併により消滅した団体で実質公債費比率を算定していない
　団体については、グラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

※ラスパイレス指数及び人口1,000人当たり職員数については、平成19年地方公務員給与
　実態調査に基づくものである。なお、平成19年度中に市町村合併を行った団体については、
　当該項目に係るデータのグラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

40以下

60

80

100

120

140以上

分析欄
○財政力指数
町の歳入の根幹となる町税において、税源移譲による個人住民税の増加したことにより、自主財源が増加したため、数値が
上昇した。今後、企業誘致や人口増加を図るまちづくりを行っていくとともに、収納体制の強化による税収の向上をするなど
歳入を確保し、数値の向上に努める。
○経常収支比率
地方交付税など歳入経常一般財源は減少したが、人件費、公債費、物件費、繰出金の減少により歳出経常一般財源も減少
したため、数値はやや改善した。今後も、行財政構造改革を継続し、事務事業を見直すとともに経常的経費の削減に努め
る。
○人口１人当たり人件費・物件費等決算額
人件費は、行財政構造改革の効果により、全国平均・県平均を下回っている。物件費は、リース料などの増加があるが、ISO
の取り組みによる需用費の減少もあり、若干減少した。今後も、行財政構造改革の取り組みを継続していく。

○人口１人当たり地方債残高
全国平均・県平均を下回っている。今年度も、元利償還金が減少している。今後も、適正な地方債管理と後年度負担を視野に
入れた地方債発行に努める。
○実質公債費比率
全国平均・県平均を下回っている。今後も、事業の必要性・有効性を鑑み、計画的な事業展開を図るとともに、後年度財政措
置のある地方債の発行や、基金の活用による起債発行額の抑制などに努める。
○ラスパイレス指数
類似団体の平均値よりも高い指数となっているが、平成18年度から初任給基準を国家公務員に準拠するとともに、職務・職責
に応じた昇給制度に改めており、適正な給与体系への転換を図っている。今後も、職員定数の削減と併せてより一層の人件費
縮減に努める。
○人口1000人当たり職員数
　かねてから給食調理業務の民間委託や指定管理者の導入を推進してきており、類似団体と比較して少ない職員数となって
いるが、今後も定員適正化計画（退職者数に関わらず新規採用職員を毎年２名とする）に基づき、職員定数の削減を図る。



市町村財政比較分析表(平成19年度普通会計決算)

福岡県 遠賀町
人 口
面 積
歳入総額
歳出総額
実質収支

19,517
22.14

5,834,665
5,706,794

127,871

人(H20.3.31現在)
ｋ㎡
千円
千円
千円

財政力

財政力指数 [0.66]

類似団体内順位

[ 18/64 ]

全国市町村平均

0.55
福岡県市町村平均

0.52

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

0.19

1.62

0.64

類似団体内最大値

類似団体内最小値

類似団体内平均値
0.66

遠賀町の比率

財政構造の弾力性

経常収支比率 [95.1%]

類似団体内順位

[ 49/64 ]

全国市町村平均

92.0
福岡県市町村平均

95.6

(%)

140.0

120.0

100.0

80.0

60.0

40.0

114.1

61.2

89.7
95.1

人件費・物件費等の適正度

人口1人当たり人件費・物件費等決算額 [99,702円]

類似団体内順位

[ 13/64 ]

全国市町村平均

116,898
福岡県市町村平均

108,738

(円)

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

206,322

82,881

120,638

99,702

給与水準の適正度   （国との比較）

ラスパイレス指数 [101.3]

類似団体内順位

[ 64/64 ]

全国市平均

97.0
全国町村平均

93.2
105.0

100.0

95.0

90.0

85.0

80.0

75.0

101.3

82.0

95.3

101.3

定員管理の適正度

人口1,000人当たり職員数 [5.53人]

類似団体内順位

[ 2/64 ]

全国市町村平均

7.82
福岡県市町村平均

6.54

(人)

20.00

15.00

10.00

5.00

0.00

17.24

4.60

8.34

5.53

公債費負担の健全度

実質公債費比率 [11.2%]

類似団体内順位

[ 15/64 ]

全国市町村平均

12.3
福岡県市町村平均

12.6

(%)

30.0

20.0

10.0

0.0

22.2

1.9

13.3
11.2

将来負担の健全度

人口1人当たり地方債現在高 [304,947円]

類似団体内順位

[ 18/64 ]

全国市町村平均

446,922
福岡県市町村平均

639,575

(円)

2,500,000

2,000,000

1,500,000

1,000,000

500,000

0

1,765,086

143,515

392,709 304,947

※人件費、物件費及び維持補修費の合計である。ただし
　人件費には事業費支弁人件費を含み、退職金は含まない。

財政力

財政構造の弾力性

人件費・物件費等の
適正度

給与水準の適正度
   （国との比較）

定員管理の適正度

公債費負担の健全度

将来負担の健全度

類似団体平均

遠賀町
※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。

※平成20年４月１日以降の市町村合併により消滅した団体で実質公債費比率を算定していない
　団体については、グラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

※ラスパイレス指数及び人口1,000人当たり職員数については、平成19年地方公務員給与
　実態調査に基づくものである。なお、平成19年度中に市町村合併を行った団体については、
　当該項目に係るデータのグラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

40以下

60

80

100

120

140以上

分析欄
◆財政力指数
近年は類似団体平均値と同水準である。特に平成２４年度の完成を目標にJR遠賀川駅南地区の基幹道路整備を推進し、
企業誘致・人口増に備えるとともに税収等の更なる徴収率向上を図り、財政基盤を強化する。
◆人件費・物件費等の適正度
類似団体の中では低い水準にある。これは、過去からのスリムな行政運営に基づく定員管理の適正努力により、人件費決
算額が低いことが大きい。消防、ごみ処理、し尿処理等を行っている一部事務組合への補助費等や公営企業会計への人件
費繰出しを踏まえた全体的な人件費においても低い水準にあり、今後も抑制努力を続けていく。
◆ラスパイレス指数
類似団体の中で最高水準にあるため、平成20年度から３年間、給料を1.5％減額するとともに、各種手当等の見直しを図り、
国・県・他の地方公共団体との均衡を踏まえ給与水準の適正化に努める。
◆人口１人当たり地方債現在高
起債事業の集中と選択により、類似団体平均をやや下回る水準である。今後においても適正な地方債管理と後年度負担を
視野に入れた運営に努める。

◆経常収支比率
類似団体平均値を５．４％上回っている。事務事業評価制度による各事業の見直しを更に進め歳出削減を断行するとともに、
集中改革プランにより各委員会・協議会の委員数、普通旅費、費用弁償、通勤手当、町単独の補助金等について更に見直し
を行っていく。また、指定管理者制度の導入促進や使用料の見直しを行うとともに町有地等を再度洗い出し、積極的に売却を
進め、収入の確保、維持管理経費の削減に努める。
◆実質公債費比率
類似団体平均より２．１％低い水準にある。普通会計だけでなく、公営企業関連の数値も低い水準にある。要因としては、下水
道事業普及率が類似団体平均を下回る水準であり、目下整備推進段階にあることが挙げられる。そのため、今後の数値上昇
に備えて、町全体で適正な投資規模を見極め、その範囲内で投資を厳守し健全な水準を維持していく。
◆人口1000人当たり職員数
過去からの定員管理の適正化ならびに効率的行政運営により、類似団体平均を大幅に下回っている。今後も退職者の欠員に
対する新規採用職員の補充抑制とグループ制導入等の機構の見直しを基本とし、町自立推進計画に基づき、平成22年度まで
に約10％の職員定数の縮減を目指す。



市町村財政比較分析表(平成19年度普通会計決算)

福岡県 小竹町
人 口
面 積
歳入総額
歳出総額
実質収支

9,170
14.18

4,211,800
4,083,594

106,081

人(H20.3.31現在)
ｋ㎡
千円
千円
千円

財政力

財政力指数 [0.33]

類似団体内順位

[ 53/79 ]

全国市町村平均

0.55
福岡県市町村平均

0.52

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

0.19

1.72

0.53

類似団体内最大値

類似団体内最小値

類似団体内平均値

0.33

小竹町の比率

財政構造の弾力性

経常収支比率 [97.1%]

類似団体内順位

[ 60/79 ]

全国市町村平均

92.0
福岡県市町村平均

95.6

(%)

110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

60.0

50.0

105.0

55.8

89.1

97.1

人件費・物件費等の適正度

人口1人当たり人件費・物件費等決算額 [130,244円]

類似団体内順位

[ 9/79 ]

全国市町村平均

116,898
福岡県市町村平均

108,738

(円)

500,000

400,000

300,000

200,000

100,000

0

362,144

104,295

178,295

130,244

給与水準の適正度   （国との比較）

ラスパイレス指数 [91.0]

類似団体内順位

[ 30/79 ]

全国市平均

97.0
全国町村平均

93.2
105.0

100.0

95.0

90.0

85.0

80.0

100.7

84.2

92.4
91.0

定員管理の適正度

人口1,000人当たり職員数 [10.47人]

類似団体内順位

[ 20/79 ]

全国市町村平均

7.82
福岡県市町村平均

6.54

(人)

30.00

25.00

20.00

15.00

10.00

5.00

23.96

7.92

12.36
10.47

公債費負担の健全度

実質公債費比率 [17.2%]

類似団体内順位

[ 55/79 ]

全国市町村平均

12.3
福岡県市町村平均

12.6

(%)

40.0

30.0

20.0

10.0

0.0

30.1

4.0

14.9
17.2

将来負担の健全度

人口1人当たり地方債現在高 [678,920円]

類似団体内順位

[ 54/79 ]

全国市町村平均

446,922
福岡県市町村平均

639,575

(円)

2,500,000

2,000,000

1,500,000

1,000,000

500,000

0

1,822,415

97,559

610,614
678,920

※人件費、物件費及び維持補修費の合計である。ただし
　人件費には事業費支弁人件費を含み、退職金は含まない。

財政力

財政構造の弾力性

人件費・物件費等の
適正度

給与水準の適正度
   （国との比較）

定員管理の適正度

公債費負担の健全度

将来負担の健全度

類似団体平均

小竹町
※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。

※平成20年４月１日以降の市町村合併により消滅した団体で実質公債費比率を算定していない
　団体については、グラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

※ラスパイレス指数及び人口1,000人当たり職員数については、平成19年地方公務員給与
　実態調査に基づくものである。なお、平成19年度中に市町村合併を行った団体については、
　当該項目に係るデータのグラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

40以下

60

80

100

120

140以上

分析欄
財政力指数
　人口の減少に加え、町内に中心となる産業がないこと等により、財政基盤が弱く類似団体平均を下回っている。第４次行
政改革大綱（平成１７年度）に沿って、 歳出の削減を行うとともに、小竹団地の企業誘致を促進し、税収等一般財源の確保
を行い、財政基盤の構築を図る。

経常収支比率
　経常収支比率は、普通交付税の増加により3.1％改善している。人件費26.4％、公債費26.5％、補助費等20.0％など割合が
大きい。なお、人件費は職員数の削減、公債費は借入額の厳しい制限を行い改善を図っている。補助費等については、し
尿、塵芥、消防など一部事務組合の経常経費の縮減を行い、負担金の縮減を図る。

将来負担の健全度、公債負担の健全度
　旧産炭地からの脱却のため、小竹駅周辺開発事業（平成11年度から平成13年度分）及び鉱害復旧事業最終期（平成13年度
から平成15年度）等への起債発行が増大した結果、類似団体よりも地方債残高及び実質公債費比率が高くなっている。今後
は、投資的経費の計画的実施を行い、起債発行の抑制を行う。

定員管理の適正度
　各課が担当する業務範囲の見直しを図り、施策の内容及び手法を改めて見直しながら、適正化に取り組む。また、的確な行
政サービスを確保するため、組織、機構の簡素化、合理化及び民間委託等の推進により職員数の縮減を実現する。



市町村財政比較分析表(平成19年度普通会計決算)

福岡県 鞍手町
人 口
面 積
歳入総額
歳出総額
実質収支

18,146
35.58

6,287,870
6,203,232

84,638

人(H20.3.31現在)
ｋ㎡
千円
千円
千円

財政力

財政力指数 [0.45]

類似団体内順位

[ 35/64 ]

全国市町村平均

0.55
福岡県市町村平均

0.52

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

0.19

1.62

0.64

類似団体内最大値

類似団体内最小値

類似団体内平均値

0.45

鞍手町の比率

財政構造の弾力性

経常収支比率 [97.9%]

類似団体内順位

[ 55/64 ]

全国市町村平均

92.0
福岡県市町村平均

95.6

(%)

140.0

120.0

100.0

80.0

60.0

40.0

114.1

61.2

89.7

97.9

人件費・物件費等の適正度

人口1人当たり人件費・物件費等決算額 [118,367円]

類似団体内順位

[ 28/64 ]

全国市町村平均

116,898
福岡県市町村平均

108,738

(円)

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

206,322

82,881

120,638 118,367

給与水準の適正度   （国との比較）

ラスパイレス指数 [90.6]

類似団体内順位

[ 8/64 ]

全国市平均

97.0
全国町村平均

93.2
105.0

100.0

95.0

90.0

85.0

80.0

75.0

101.3

82.0

95.3

90.6

定員管理の適正度

人口1,000人当たり職員数 [7.94人]

類似団体内順位

[ 24/64 ]

全国市町村平均

7.82
福岡県市町村平均

6.54

(人)

20.00

15.00

10.00

5.00

0.00

17.24

4.60

8.34 7.94

公債費負担の健全度

実質公債費比率 [13.8%]

類似団体内順位

[ 29/64 ]

全国市町村平均

12.3
福岡県市町村平均

12.6

(%)

30.0

20.0

10.0

0.0

22.2

1.9

13.3 13.8

将来負担の健全度

人口1人当たり地方債現在高 [370,114円]

類似団体内順位

[ 30/64 ]

全国市町村平均

446,922
福岡県市町村平均

639,575

(円)

2,500,000

2,000,000

1,500,000

1,000,000

500,000

0

1,765,086

143,515

392,709 370,114

※人件費、物件費及び維持補修費の合計である。ただし
　人件費には事業費支弁人件費を含み、退職金は含まない。

財政力

財政構造の弾力性

人件費・物件費等の
適正度

給与水準の適正度
   （国との比較）

定員管理の適正度

公債費負担の健全度

将来負担の健全度

類似団体平均

鞍手町
※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。

40以下

60

80

100

120

140以上

分析欄
【財政力指数】
　人口の減少に加え、長引く景気の低迷や大型事業所が少ないことから類似団体平均を大きく下回っている。歳入では、目標となる指標を設定し、町税や使用料等の収納率向
上に取り組む。また、公平、公正な受益者負担の観点から使用料や手数料の適正化を図る。歳出では、組織の見直し（１７課局から５課局減の１２課局）、人件費の見直し（退職
者の不補充）、指定管理者制度の導入や民間委託の推進、各種補助金の削減等により徹底した歳出の見直し（平成２１年度までに年間５％の縮減）等、第４次行財政改革集中
改革プラン（平成１９年７月改訂）に沿った施策に努め、財政の健全化を図る。
【経常収支比率】
　平成１９年度は２．１％上昇し、９７．９％となり、類似団体平均を大きく上回っている。このことから、第４次行財政改革集中改革プラン（平成１９年７月改訂）に沿って新規採用者
の抑制（平成２２年度まで新規採用はしない）、指定管理者制度の導入や民間委託の推進、各種補助金の削減等を行う。また、行政評価制度を導入し、外部評価（７名の委員）に
よる事務事業の点検を行うこととしている。歳入の経常一般財源の確保を図ることとし、町税や使用料等の収納率の目標となる指標を設定し、収納率向上に取り組む。
【人口１人当たりの人件費・物件費等の決算額】
　類似団体平均をやや下回っているが、ごみ処理業務や消防業務、介護保険広域連合等の一部事務組合への負担金や病院、介護老健施設、下水道への繰出金に含まれる人
件費や物件費を合計した場合は、人口１人当たりの金額は大幅に増加することとなることから、今後もこれらも含めた経費について、抑制していく必要がある。
【人口１人当たりの地方債現在高】
　類似団体平均をやや下回っている。主な要因は、総合福祉センター（総事業費２１億５千万円、うち起債１６億８千万円）、改良住宅事業（総事業費２６億７千万円、うち起債８億
６千万円）、都市公園整備事業（総事業費４億１千万円、うち起債１億９千万円）等であるが、地方債現在高は、平成１５年度末（約７４億円）がピークで以後減少に転じています（１
９年度末約６７億円）。今後とも新規発行の抑制（歳入総額の１０％以内）に努め、起債に頼ることのない財政運営を行っていくことにより地方債現在高の低減を図る。

【実質公債費比率】
　平成９年度より総合福祉センター、住宅改良事業、都市公園整備事業を実施したことにより１３．８％なっている。平成１７年度は類似団体平均を下回っていたが、類似団体の実質
公債費比率が下降したことにより平成１９年度は類似団体平均を上回っています。
　公債費は、平成１９年度がピークで以後減少に転ずるものと見込まれますが、今後とも新規発行の抑制（歳入総額の１０％以内）に努め、起債に頼ることのない財政運営を行って
いくことにより実質公債費比率の低減を図る。
【ラスパイレス指数】
　前年度分析値と今回分析値とでは、ラスパイレス指数の対象年度が同一であるため特に変更はないが、ラスパイレス変動分析の結果、平成２０年度ラスパイレス指数は、対象職員
の階層の変動により、平成１９年度よりも上昇する傾向にある。
　なお、本町のラスパイレス指数は、全国町村平均９３．２及び類似団体平均９５．３を下回っており、依然として決して高い状況ではないが、厳しい財政状況を考慮しながら適正な給
与水準の維持に努める。
【人口１，０００人当たりの職員数】
　前年度分析表と比較すると、調査対象実職員数は１４４人で前年度分析値と変更はないが、人口が１８，４３７人から１８，１４６人に減少したことにより人口１，０００人当たりの職員
数が０．１３ポイント増加した。
　しかし、職員数は、平成１８年４月１日で１５２人、平成１９年４月１日で１４４人、平成２０年４月１日で１３７人と職員数は削減しており適正な定員管理に努めている。



市町村財政比較分析表(平成19年度普通会計決算)

福岡県 桂川町
人 口
面 積
歳入総額
歳出総額
実質収支

14,477
20.07

6,077,828
5,895,926

181,902

人(H20.3.31現在)
ｋ㎡
千円
千円
千円

財政力

財政力指数 [0.38]

類似団体内順位

[ 48/70 ]

全国市町村平均

0.55
福岡県市町村平均

0.52

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

0.16

1.63

0.60

類似団体内最大値

類似団体内最小値

類似団体内平均値

0.38

桂川町の比率

財政構造の弾力性

経常収支比率 [102.1%]

類似団体内順位

[ 67/70 ]

全国市町村平均

92.0
福岡県市町村平均

95.6

(%)

120.0

110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

60.0

50.0

109.3

64.1

89.4

102.1

人件費・物件費等の適正度

人口1人当たり人件費・物件費等決算額 [115,082円]

類似団体内順位

[ 24/70 ]

全国市町村平均

116,898
福岡県市町村平均

108,738

(円)

500,000

400,000

300,000

200,000

100,000

0

384,066

91,270

139,460
115,082

給与水準の適正度   （国との比較）

ラスパイレス指数 [97.4]

類似団体内順位

[ 58/70 ]

全国市平均

97.0
全国町村平均

93.2
110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

100.9

79.9

93.3

97.4

定員管理の適正度

人口1,000人当たり職員数 [7.87人]

類似団体内順位

[ 18/70 ]

全国市町村平均

7.82
福岡県市町村平均

6.54

(人)

40.00

30.00

20.00

10.00

0.00

28.22

5.83

9.99
7.87

公債費負担の健全度

実質公債費比率 [14.7%]

類似団体内順位

[ 35/70 ]

全国市町村平均

12.3
福岡県市町村平均

12.6

(%)

40.0

30.0

20.0

10.0

0.0

29.9

2.8

13.6
14.7

将来負担の健全度

人口1人当たり地方債現在高 [366,198円]

類似団体内順位

[ 27/70 ]

全国市町村平均

446,922
福岡県市町村平均

639,575

(円)

2,000,000

1,500,000

1,000,000

500,000

0

1,516,874

39,057

423,731 366,198

※人件費、物件費及び維持補修費の合計である。ただし
　人件費には事業費支弁人件費を含み、退職金は含まない。

財政力

財政構造の弾力性

人件費・物件費等の
適正度

給与水準の適正度
   （国との比較）

定員管理の適正度

公債費負担の健全度

将来負担の健全度

類似団体平均

桂川町
※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。

※平成20年４月１日以降の市町村合併により消滅した団体で実質公債費比率を算定していない
　団体については、グラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

※ラスパイレス指数及び人口1,000人当たり職員数については、平成19年地方公務員給与
　実態調査に基づくものである。なお、平成19年度中に市町村合併を行った団体については、
　当該項目に係るデータのグラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

40以下

60

80

100

120

140以上

分析欄
≪財政力指数≫
町内に中心となる産業がないことにより、財政基盤が弱いことに加え、人口の減少や長引く景気低迷による個人・法人関係税の減収等により、類似団体平
均を下回っている。地方税等の徴収強化や、自主財源の確保に資する施策を展開し、財政基盤の強化に努める。

≪経常収支比率≫
財政基盤が脆弱な本町では、公共施設の整備に当たって、その財源の多くを地方債に依存してきた結果、公債費が多額なものとなっているため、類似団
体平均を上回っている。平成19年度に財政融資資金補償金免除繰上償還と縁故資金の繰上償還を実施したことにより、人件費等の経常経費の削減効果
と合わせ、平成20年度以降は95％前後で推移する見込みである。

≪ラスパイレス指数≫
類似団体の平均値よりも高い指数となっているが、国家公務員の給与水準を下回っている。今後も職員給総額の縮減に合わせ、各種手当の総点検を行う
等、より一層の給与の適正化に努める。

≪実質公債費比率≫
投資的事業に係る起債の償還等により、類似団体平均を上回っている。平成19年度の地方債繰上償還に加え、近年は投資的事業に係る起債を単年度1
億円程度に抑制していることにより、平成20年度以降は類似団体平均を下回る見込みである。

≪人口一人当たり地方債現在高≫
平成19年度の地方債繰上償還により、類似団体平均を下回っている。今後も地方債の新規発行を抑制し、引き続き水準を抑える。

≪人口1,000人当たり職員数≫
退職者不補充・新規採用抑制等により、類似団体平均を下回っている。集中改革プランに沿って、平成17年度から5年間で、職員数を10％削減の達成を目指
し、より適切な定員管理に努めている。

≪人口一人当たり人件費・物件費等決算額≫
類似団体平均を下回っている要因として、集中改革プランに沿った、定員管理の適正化等による人件費の削減（5年間で10％減）の効果が現出してきたこと挙
げられる。事務・事業の改善等、歳出の徹底的な見直しを実施し、民間でも実施可能な部分については、指定管理者制度の導入や民間譲渡も視野に入れた
検討をすすめ、コスト低減を図っていく。



市町村財政比較分析表(平成19年度普通会計決算)

福岡県 筑前町
人 口
面 積
歳入総額
歳出総額
実質収支

29,269
67.18

14,017,403
13,737,141

261,777

人(H20.3.31現在)
ｋ㎡
千円
千円
千円

財政力

財政力指数 [0.52]

類似団体内順位

[ 116/153 ]

全国市町村平均

0.55
福岡県市町村平均

0.52
0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

0.26

1.87

0.70

類似団体内最大値

類似団体内最小値

類似団体内平均値

0.52

筑前町の比率

財政構造の弾力性

経常収支比率 [92.8%]

類似団体内順位

[ 103/153 ]

全国市町村平均

92.0
福岡県市町村平均

95.6

(%)

120.0

110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

60.0

108.9

67.3

89.5
92.8

人件費・物件費等の適正度

人口1人当たり人件費・物件費等決算額 [106,290円]

類似団体内順位

[ 88/153 ]

全国市町村平均

116,898
福岡県市町村平均

108,738

(円)

300,000

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

0

239,217

70,263

103,696 106,290

給与水準の適正度   （国との比較）

ラスパイレス指数 [99.5]

類似団体内順位

[ 136/153 ]

全国市平均

97.0
全国町村平均

93.2
110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

103.0

80.8

95.6

99.5

定員管理の適正度

人口1,000人当たり職員数 [6.18人]

類似団体内順位

[ 45/153 ]

全国市町村平均

7.82
福岡県市町村平均

6.54

(人)

25.00

20.00

15.00

10.00

5.00

0.00

20.03

4.09

7.02 6.18

公債費負担の健全度

実質公債費比率 [12.2%]

類似団体内順位

[ 65/153 ]

全国市町村平均

12.3
福岡県市町村平均

12.6

(%)

40.0

30.0

20.0

10.0

0.0

26.1

1.9

12.1 12.2

将来負担の健全度

人口1人当たり地方債現在高 [585,907円]

類似団体内順位

[ 138/153 ]

全国市町村平均

446,922
福岡県市町村平均

639,575

(円)

2,000,000

1,500,000

1,000,000

500,000

0

1,411,071

102,360

317,169

585,907

※人件費、物件費及び維持補修費の合計である。ただし
　人件費には事業費支弁人件費を含み、退職金は含まない。

財政力

財政構造の弾力性

人件費・物件費等の
適正度

給与水準の適正度
   （国との比較）

定員管理の適正度

公債費負担の健全度

将来負担の健全度

類似団体平均

筑前町
※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。

※平成20年４月１日以降の市町村合併により消滅した団体で実質公債費比率を算定していない
　団体については、グラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

※ラスパイレス指数及び人口1,000人当たり職員数については、平成19年地方公務員給与
　実態調査に基づくものである。なお、平成19年度中に市町村合併を行った団体については、
　当該項目に係るデータのグラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

40以下

60

80

100

120

140以上

分析欄
財政力指数：町内に大型事業所等が少ないため財政基盤が弱く、類似団体平均を下回っている。２０年度より工業用地造成事業特別会
計を設置し工業団地造成を行い、企業誘致の推進を図る。また、役職による滞納対策班を編成し徴収業務の強化に取組み歳入の確保に
努める。

経常収支比率：公債費等の増加により９２．８％と昨年度より０．５ポイント改善したが、類似団体平均を上回っている。公債費については、
合併特例債を活用した教育施設整備により増加する見込みであるが、歳出の徹底的な見直しにより、経常的経費の削減（５年間で１０％
減）に努める。
歳出削減においては、退職者の不補充等による職員数の削減による人件費の削減（５年間１５％減）、事務事業の見直し等により委託料
等物件費の削減（５年間で１０％減）等歳出の徹底的な見直しを実施する。

ラスパイレス指数：給与構造改革の実施により、９９．５と類似団体平均を上回っている。行政改革の推進において、給与体系の見直しを
行い給与の適正化に努める。

実質公債費比率：過去からの起債抑制策により１２．２％と昨年度より０．４ポイント改善したが、類似団体平均をやや上回っている。今後
とも、緊急性・住民ニーズを的確に把握した事業選択により、起債に大きく頼ることのない財政運営に努める。

人口１人当たり地方債現在高：大規模事業の実施により、類似団体平均を上回っている。今後、合併特例債事業による増加が見込まれる
が、財政計画に基づき町債の発行を抑制し計画的な財政運営に努める。

人口１０００人当たり職員数：過去からの新規採用抑制により類似団体平均を下回っている。今後、事務事業の見直し、職員の適正配置、退
職者不補充等により職員数の削減（５年間で９．６％減）に努める。

人口１人当たり人件費・物件費等決算額：類似団体平均より多額となっている。人件費については、類似団体平均より多額であるが、合併効
果で合併前より減少している。物件費については、各種施設の管理運営を直営で行っているため多額となっている。今後は、民間でも実施
可能な部分については指定管理者制度の導入を含め委託化を進めてコスト削減に努める。22年度には、保育所に指定管理者制度を導入し
コスト削減を図る。



市町村財政比較分析表(平成19年度普通会計決算)

福岡県 東峰村
人 口
面 積
歳入総額
歳出総額
実質収支

2,725
51.93

2,526,408
2,457,675

58,433

人(H20.3.31現在)
ｋ㎡
千円
千円
千円

財政力

財政力指数 [0.14]

類似団体内順位

[ 30/38 ]

全国市町村平均

0.55
福岡県市町村平均

0.52

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

0.08

1.60

0.27

類似団体内最大値

類似団体内最小値

類似団体内平均値

0.14

東峰村の比率

財政構造の弾力性

経常収支比率 [100.2%]

類似団体内順位

[ 37/38 ]

全国市町村平均

92.0
福岡県市町村平均

95.6

(%)

160.0

140.0

120.0

100.0

80.0

60.0

135.4

72.1

88.3

100.2

人件費・物件費等の適正度

人口1人当たり人件費・物件費等決算額 [372,771円]

類似団体内順位

[ 32/38 ]

全国市町村平均

116,898
福岡県市町村平均

108,738

(円)

2,500,000

2,000,000

1,500,000

1,000,000

500,000

0

2,127,092

160,293

262,448
372,771

給与水準の適正度   （国との比較）

ラスパイレス指数 [96.3]

類似団体内順位

[ 33/38 ]

全国市平均

97.0
全国町村平均

93.2
105.0

100.0

95.0

90.0

85.0

80.0

75.0

98.6

79.9

90.9

96.3

定員管理の適正度

人口1,000人当たり職員数 [21.28人]

類似団体内順位

[ 32/38 ]

全国市町村平均

7.82
福岡県市町村平均

6.54

(人)

200.00

150.00

100.00

50.00

0.00

138.73

9.26
16.37

21.28

公債費負担の健全度

実質公債費比率 [21.9%]

類似団体内順位

[ 32/38 ]

全国市町村平均

12.3
福岡県市町村平均

12.6

(%)

40.0

30.0

20.0

10.0

0.0

31.0

2.6

14.8

21.9

将来負担の健全度

人口1人当たり地方債現在高 [1,509,439円]

類似団体内順位

[ 28/38 ]

全国市町村平均

446,922
福岡県市町村平均

639,575

(円)

8,000,000

6,000,000

4,000,000

2,000,000

0

5,552,316

66,280

862,563

1,509,439

※人件費、物件費及び維持補修費の合計である。ただし
　人件費には事業費支弁人件費を含み、退職金は含まない。

財政力

財政構造の弾力性

人件費・物件費等の
適正度

給与水準の適正度
   （国との比較）

定員管理の適正度

公債費負担の健全度

将来負担の健全度

類似団体平均

東峰村
※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。

※平成20年４月１日以降の市町村合併により消滅した団体で実質公債費比率を算定していない
　団体については、グラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

※ラスパイレス指数及び人口1,000人当たり職員数については、平成19年地方公務員給与
　実態調査に基づくものである。なお、平成19年度中に市町村合併を行った団体については、
　当該項目に係るデータのグラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

40以下

60

80

100

120

140以上

分析欄
○財政力指数
　人口の減少や全国平均を上回る高齢化率（19年度末35.7%）に加え、村内に中心となる産業がないこと等により、財政基盤
が弱く、類似団体平均をかなり下回っている。急激な税収等の向上は期待できないため、歳出削減（５年間で32%）、定員管
理・給与の適正化（５年間で６%減）等集中改革プランに沿った行政改革を行い効率化に努めるとともに、活力あるまちづくり
を展開しつつ、財政の健全化を図る。
○経常収支比率
　人件費、公債費の割合が高いために100.2%と類似団体平均を上回っている。人件費については「集中改革プラン」に掲げ
たとおり、新規採用の抑制（５年間は新規採用を実施しない）を図るとともに、公債費については実質公債費比率21.9%と許
可基準を超えていることから、公債費負担適正計画を着実に実行し、平成25年度には17.2%にすることにより経常経費の削
減を図る。
○ラスパイレス指数
　類似団体を平均を5.4上回り、全国町村平均を3.1上回っている。職員数が少なく年齢層に偏在性があるものの、地域の民
間企業の平均給与の状況を踏まえ、給与の適正化に努めることにより、今後５年間で類似団体平均の水準である90.9まで
低下させる。

○実質公債費比率
　普通建設事業費に係る起債の償還等に伴い上昇し、類似団体平均を大きく上回り実質公債費比率も起債許可基準である
18%を超え21.9%となっている。公債費のピークは平成20年度であり今後縮減の方向ではあるが、事業の整理・縮小を図り、起
債依存型の事業実施を見直し、平成25年度までに17.2%まで低下させる。
○人口１人当たり地方債現在高
　類似団体平均に比較して村債残高は合併により約２倍となっている。主な要因としては、17年から18年にかけて実施した合
併振興基金積立事業（総事業費９億５千万円、うち起債８億９千万円）等であるが、新規地方債の発行の抑制等により５年後
には類似団体の水準となるよう努める。
○人口1,000人当たり職員数
　合併を行ったことにより類似団体平均を上回っている。定員適正化計画に基づく定年退職者の不補充（合併後５年間実施）
等により、平成21年度までに職員数を８％（５人）削減する。
○人口１人当たり人件費・物件費等決算額
　類似団体に比べ高くなっている要因は、保育所・福祉センターなどの施設運営を直営で行っているためである。今後は、民間
でも実施可能な部分については、指定管理者制度の導入などにより委託化を進め、コストの低減を図る。



市町村財政比較分析表(平成19年度普通会計決算)

福岡県 二丈町
人 口
面 積
歳入総額
歳出総額
実質収支

13,555
57.07

4,491,018
4,306,458

184,559

人(H20.3.31現在)
ｋ㎡
千円
千円
千円

財政力

財政力指数 [0.42]

類似団体内順位

[ 41/70 ]

全国市町村平均

0.55
福岡県市町村平均

0.52

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

0.16

1.63

0.60

類似団体内最大値

類似団体内最小値

類似団体内平均値

0.42

二丈町の比率

財政構造の弾力性

経常収支比率 [92.1%]

類似団体内順位

[ 37/70 ]

全国市町村平均

92.0
福岡県市町村平均

95.6

(%)

120.0

110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

60.0

50.0

109.3

64.1

89.4
92.1

人件費・物件費等の適正度

人口1人当たり人件費・物件費等決算額 [104,903円]

類似団体内順位

[ 8/70 ]

全国市町村平均

116,898
福岡県市町村平均

108,738

(円)

500,000

400,000

300,000

200,000

100,000

0

384,066

91,270

139,460
104,903

給与水準の適正度   （国との比較）

ラスパイレス指数 [98.2]

類似団体内順位

[ 64/70 ]

全国市平均

97.0
全国町村平均

93.2
110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

100.9

79.9

93.3

98.2

定員管理の適正度

人口1,000人当たり職員数 [6.12人]

類似団体内順位

[ 3/70 ]

全国市町村平均

7.82
福岡県市町村平均

6.54

(人)

40.00

30.00

20.00

10.00

0.00

28.22

5.83

9.99

6.12

公債費負担の健全度

実質公債費比率 [17.1%]

類似団体内順位

[ 48/70 ]

全国市町村平均

12.3
福岡県市町村平均

12.6

(%)

40.0

30.0

20.0

10.0

0.0

29.9

2.8

13.6
17.1

将来負担の健全度

人口1人当たり地方債現在高 [413,796円]

類似団体内順位

[ 34/70 ]

全国市町村平均

446,922
福岡県市町村平均

639,575

(円)

2,000,000

1,500,000

1,000,000

500,000

0

1,516,874

39,057

423,731 413,796

※人件費、物件費及び維持補修費の合計である。ただし
　人件費には事業費支弁人件費を含み、退職金は含まない。

財政力

財政構造の弾力性

人件費・物件費等の
適正度

給与水準の適正度
   （国との比較）

定員管理の適正度

公債費負担の健全度

将来負担の健全度

類似団体平均

二丈町
※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。

※平成20年４月１日以降の市町村合併により消滅した団体で実質公債費比率を算定していない
　団体については、グラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

※ラスパイレス指数及び人口1,000人当たり職員数については、平成19年地方公務員給与
　実態調査に基づくものである。なお、平成19年度中に市町村合併を行った団体については、
　当該項目に係るデータのグラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

40以下

60

80

100

120

140以上

分析欄
【財政力指数】
　13年度（0.35）以降、7年連続で伸びているが、類似団体内平均より0.18ﾎﾟｲﾝﾄ下回っている。財政基盤の強化のため、人件
費及び物件費の削減などを行っており、19年度は、収入役の廃止、議員定数の2人削減などにより人件費を20百万円削減し
た。今後とも、17年度策定の第4次行政改革大綱に基づき計画的な歳出の削減や町税・使用料等の収納率の向上及び未利
用財産の売却（5年間で254百万円）を行う等歳入確保に努め、財政の健全化を図る。
【経常収支比率】
　減税補填債及び臨時財政対策債の26百万円減を上回る普通交付税の76百万円(「がんばる地方応援ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ」での加算）
増などにより、経常一般財源が18年度より52百万円増となった。人件費の削減（収入役の廃止及び議会議員の2人削減、20
百万円減）及び団体補助金の削減（6百万円）などを行ったことにより、経常収支比率は前年度より1.1ﾎﾟｲﾝﾄ低下した。計画
的な経費削減を行っているが、類似団体平均と比較すると依然と2.7ﾎﾟｲﾝﾄ上回っている、今後とも「健全財政のまちづくり」指
針に基づき自主財源確保対策、経費削減計画の確実な実行と検証を行っていく。
【人件費・物件費等の適正度】
　後期高齢者医療ｼｽﾃﾑ開発や調査業務委託などにより､物件費は前年度より138百万円増加したが、類似団体平均を
34,557円下回っている。今後も、第4次行政改革大綱に基づき人件費の抑制及び物件費の削減を行っていく。

【将来負担の健全度】
　第４次行政改革大綱において「地方債残高を5年間で10％縮減する」と定めており、地方債の借入を抑制するよう努めてい
る。人口１人当たりの地方債現在高は類似団体平均より9,935円低いが、今後も行革で定めた目標（21年度までに55億円以
下）達成に向け、投資的事業については十分検討し、地方債の借入抑制に努める。
【公債費負担の健全度】
　16.6％から17.1％と18年度より0.5ﾎﾟｲﾝﾄ減少したが類似団体平均を3.5ﾎﾟｲﾝﾄ上回っている｡今後も第４次行政改革大綱におけ
る地方債借入残高計画表に基づき、新規発行（借入上限３億円）の抑制に努める。
【定員管理の適正度】
　18年に小学校給食調理業務を完全民間委託とした。20年度から町立保育所の民間委託を行う。民間委託化などにより、職
員数は類似団体平均を3.87人下回っている。今後も定員適正化計画に基づき計画的な職員数の削減と人件費の抑制を図る。
【給与水準の適正度】
　人事院勧告制度に基づいた給与改正等を行っており、国を下回る98.2となっている。今後も、国家公務員の給与制度等の動
向に合わせて、改正を行っていく。



市町村財政比較分析表(平成19年度普通会計決算)

福岡県 志摩町
人 口
面 積
歳入総額
歳出総額
実質収支

17,846
54.55

5,350,775
5,180,185

162,196

人(H20.3.31現在)
ｋ㎡
千円
千円
千円

財政力

財政力指数 [0.44]

類似団体内順位

[ 37/64 ]

全国市町村平均

0.55
福岡県市町村平均

0.52

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

0.19

1.62

0.64

類似団体内最大値

類似団体内最小値

類似団体内平均値

0.44

志摩町の比率

財政構造の弾力性

経常収支比率 [91.9%]

類似団体内順位

[ 35/64 ]

全国市町村平均

92.0
福岡県市町村平均

95.6

(%)

140.0

120.0

100.0

80.0

60.0

40.0

114.1

61.2

89.7
91.9

人件費・物件費等の適正度

人口1人当たり人件費・物件費等決算額 [82,909円]

類似団体内順位

[ 2/64 ]

全国市町村平均

116,898
福岡県市町村平均

108,738

(円)

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

206,322

82,881

120,638

82,909

給与水準の適正度   （国との比較）

ラスパイレス指数 [100.0]

類似団体内順位

[ 62/64 ]

全国市平均

97.0
全国町村平均

93.2
105.0

100.0

95.0

90.0

85.0

80.0

75.0

101.3

82.0

95.3

100.0

定員管理の適正度

人口1,000人当たり職員数 [5.88人]

類似団体内順位

[ 5/64 ]

全国市町村平均

7.82
福岡県市町村平均

6.54

(人)

20.00

15.00

10.00

5.00

0.00

17.24

4.60

8.34

5.88

公債費負担の健全度

実質公債費比率 [18.9%]

類似団体内順位

[ 58/64 ]

全国市町村平均

12.3
福岡県市町村平均

12.6

(%)

30.0

20.0

10.0

0.0

22.2

1.9

13.3

18.9

将来負担の健全度

人口1人当たり地方債現在高 [318,288円]

類似団体内順位

[ 21/64 ]

全国市町村平均

446,922
福岡県市町村平均

639,575

(円)

2,500,000

2,000,000

1,500,000

1,000,000

500,000

0

1,765,086

143,515

392,709 318,288

※人件費、物件費及び維持補修費の合計である。ただし
　人件費には事業費支弁人件費を含み、退職金は含まない。

財政力

財政構造の弾力性

人件費・物件費等の
適正度

給与水準の適正度
   （国との比較）

定員管理の適正度

公債費負担の健全度

将来負担の健全度

類似団体平均

志摩町
※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。

※平成20年４月１日以降の市町村合併により消滅した団体で実質公債費比率を算定していない
　団体については、グラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

※ラスパイレス指数及び人口1,000人当たり職員数については、平成19年地方公務員給与
　実態調査に基づくものである。なお、平成19年度中に市町村合併を行った団体については、
　当該項目に係るデータのグラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

40以下

60

80

100

120

140以上

分析欄
○財政力指数
　類似団体平均値を下回っているが、ここ６年間で連続した伸びを見せており、０．４４となっている。現在、九大移転事業に伴う企業誘致
を目的に工業団地の開発を進めており、財政基盤の強化を図るとともに今後も、投資的経費の見直しや人件費・経常経費等を抑制し、歳
出削減に努める。
○経常収支比率
　税源移譲による町税の増や普通交付税の増により、昨年度に比べ４．６ポイント改善している。しかし、人件費や公債費は、昨年度と比
べて減少しているが、扶助費の増により、依然として類似団体平均値を上回っている。今後も第４次志摩町行政改革大綱の重点項目であ
る①自主財源の確保②組織の見直し③事業の見直しの実施に努めるとともに、職員定数の見直し（１０年間で２０％減）による人件費の削
減や予算配分方式による各課の事務事業の見直しにより更なる経費の削減を図る。
○人口１人当たり人件費・物件費等決算額
　類似団体平均と比較して、人件費・物件費等の適正度が低くなっている要因として、ゴミ処理業務や消防業務を一部事務組合で行って
いることが挙げられる。今年度は、人件費・物件費ともに減少し、人口１人当たりの決算額が前年度に比べて８８１円減少した。今後、小学
校給食調理の民間委託導入により、人件費は減少するが、物件費は増加する見込みである。

○ラスパイレス指数
　地域手当の未支給や管理職手当の１０％カット等人件費抑制に努めているが、平成１９年度は、経験年数階層の変動による職員構成変動
により変動指数が１．１上昇する一方、当町においては、現給保障者の割合が高く昇給率が低いため、変動指数が０．１下落し、ラスパイレス
指数は１００となった。今後も国の給与構造制度改革に伴う見直しを行い、より一層の給与適正化に努める。
○人口１人当たり地方債現在高
　前年度から１０，７２７円減少しており、今年度も類似団体平均値を下回っている。平成１７年度より実施している第４次志摩町行政改革大
綱実施計画に則り、投資的事業の見直しによる新たな起債の借入抑制後、地方債現在高は下がる見通しである。
○実質公債費比率
　類似団体の実質公債費比率の平均値は年々減少傾向にあるが、当町においては、平成１９年度決算において１８．９％となり、平成２０年
度から起債許可団体に移行。普通会計については、平成２２年度に償還のピークを迎え、以降減少に転じる。また、一部事務組合への負担
金は、平成１９年度にピークを迎えており、平成２０年度以降減少に転じる。これにより、実質公債費比率は一時的に１８％を超えるが、その
後減少に転じる見込みである。
○人口1,000人当たり職員数
　定員適正化計画に基づく定員管理により、類似団体平均値を大きく下回っている。今後も、計画に則り、１０年間で２０％の定数削減を目指
す。



市町村財政比較分析表(平成19年度普通会計決算)

福岡県 大刀洗町
人 口
面 積
歳入総額
歳出総額
実質収支

15,599
22.83

4,852,033
4,674,852

165,992

人(H20.3.31現在)
ｋ㎡
千円
千円
千円

財政力

財政力指数 [0.46]

類似団体内順位

[ 33/64 ]

全国市町村平均

0.55
福岡県市町村平均

0.52

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

0.19

1.62

0.64

類似団体内最大値

類似団体内最小値

類似団体内平均値

0.46

大刀洗町の比率

財政構造の弾力性

経常収支比率 [84.4%]

類似団体内順位

[ 9/64 ]

全国市町村平均

92.0
福岡県市町村平均

95.6

(%)

140.0

120.0

100.0

80.0

60.0

40.0

114.1

61.2

89.7
84.4

人件費・物件費等の適正度

人口1人当たり人件費・物件費等決算額 [98,574円]

類似団体内順位

[ 10/64 ]

全国市町村平均

116,898
福岡県市町村平均

108,738

(円)

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

206,322

82,881

120,638

98,574

給与水準の適正度   （国との比較）

ラスパイレス指数 [96.9]

類似団体内順位

[ 46/64 ]

全国市平均

97.0
全国町村平均

93.2
105.0

100.0

95.0

90.0

85.0

80.0

75.0

101.3

82.0

95.3
96.9

定員管理の適正度

人口1,000人当たり職員数 [5.90人]

類似団体内順位

[ 6/64 ]

全国市町村平均

7.82
福岡県市町村平均

6.54

(人)

20.00

15.00

10.00

5.00

0.00

17.24

4.60

8.34

5.90

公債費負担の健全度

実質公債費比率 [13.5%]

類似団体内順位

[ 25/64 ]

全国市町村平均

12.3
福岡県市町村平均

12.6

(%)

30.0

20.0

10.0

0.0

22.2

1.9

13.3 13.5

将来負担の健全度

人口1人当たり地方債現在高 [385,320円]

類似団体内順位

[ 32/64 ]

全国市町村平均

446,922
福岡県市町村平均

639,575

(円)

2,500,000

2,000,000

1,500,000

1,000,000

500,000

0

1,765,086

143,515

392,709 385,320

※人件費、物件費及び維持補修費の合計である。ただし
　人件費には事業費支弁人件費を含み、退職金は含まない。

財政力

財政構造の弾力性

人件費・物件費等の
適正度

給与水準の適正度
   （国との比較）

定員管理の適正度

公債費負担の健全度

将来負担の健全度

類似団体平均

大刀洗町
※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。

40以下

60

80

100

120

140以上

分析欄
○財政力指数
　 前年度より0.01ポイント増加しているが、類似団体平均値、全国市町村平均及び県内市町村平均は下回っている。今後、
企業誘致を推進し、税の増収を図る。
○経常収支比率
　 類似団体平均値を下回っているが、公債費の増加により年々悪化している。今後、建設事業の事業効果等を精査して、起
債借入れを抑制し公債費の削減に努める。
○人口１人当たり人件費・物件費等決算額
　 これまで、職員数を抑制してきたこと及びゴミ処理業務や消防業務を一部事務組合で行ってきたことにより、類似団体平
均より低い。しかしながら、一部事務組合への負担金のうち人件費・物件費等に充てる費用を加えると人口１人当たりの金
額は大きく増加する。今後とも、職員数の削減に努めるとともに、一部事務組合に対しても削減を求める。

○ラスパイレス指数
　 類似団体平均を 1.6ポイント上回っている。平成18年4月より国公の給与表改正に合わせて給与表を改正しているので、退
職者が生じることに伴い順次ラスパイレスは下がってくると見込まれる。類似団体等の給与状況等を踏まえ、適正化に努め
る。
○人口1,000人当たり職員数
　 これまで、職員数を抑制してきたことにより全国市町村平均及び県内市町村平均を大きく下回っているが、今後とも退職者
不補充等により削減を図る。
○実質公債費比率
　 類似団体平均を0.2ポイント上回っており、前年度より1.4ポイント悪化している。交付税措置の少ない起債が増加したためと
思われる。投資的経費を厳選し、地方債の発行の抑制に努める。
○人口１人当たり地方債残高
　 類似団体平均をやや上回るが、全国市町村平均及び県内市町村平均より少ない。今後、さらなる投資的経費の厳選を行
い、地方債の発行を抑制し、財政の健全化に努める。



市町村財政比較分析表(平成19年度普通会計決算)

福岡県 大木町
人 口
面 積
歳入総額
歳出総額
実質収支

14,575
18.43

4,480,828
4,341,735

136,468

人(H20.3.31現在)
ｋ㎡
千円
千円
千円

財政力

財政力指数 [0.55]

類似団体内順位

[ 26/70 ]

全国市町村平均

0.55
福岡県市町村平均

0.52

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

0.16

1.63

0.60

類似団体内最大値

類似団体内最小値

類似団体内平均値

0.55

大木町の比率

財政構造の弾力性

経常収支比率 [86.9%]

類似団体内順位

[ 16/70 ]

全国市町村平均

92.0
福岡県市町村平均

95.6

(%)

120.0

110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

60.0

50.0

109.3

64.1

89.4 86.9

人件費・物件費等の適正度

人口1人当たり人件費・物件費等決算額 [105,719 円]

類似団体内順位

[ 11/70 ]

全国市町村平均

116,898
福岡県市町村平均

108,738

(円)

500,000

400,000

300,000

200,000

100,000

0

384,066

91,270

139,460
105,719

給与水準の適正度   （国との比較）

ラスパイレス指数 [100.7]

類似団体内順位

[ 68/70 ]

全国市平均

97.0
全国町村平均

93.2
110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

100.9

79.9

93.3

100.7

定員管理の適正度

人口1,000人当たり職員数 [7.00 人]

類似団体内順位

[ 10/70 ]

全国市町村平均

7.82
福岡県市町村平均

6.54

(人)

40.00

30.00

20.00

10.00

0.00

28.22

5.83

9.99
7.00

公債費負担の健全度

実質公債費比率 [12.3%]

類似団体内順位

[ 22/70 ]

全国市町村平均

12.3
福岡県市町村平均

12.6

(%)

40.0

30.0

20.0

10.0

0.0

29.9

2.8

13.6 12.3

将来負担の健全度

人口1人当たり地方債現在高 [250,986 円]

類似団体内順位

[ 8/70 ]

全国市町村平均

446,922
福岡県市町村平均

639,575

(円)

2,000,000

1,500,000

1,000,000

500,000

0

1,516,874

39,057

423,731
250,986

※人件費、物件費及び維持補修費の合計である。ただし
　人件費には事業費支弁人件費を含み、退職金は含まない。

財政力

財政構造の弾力性

人件費・物件費等の
適正度

給与水準の適正度
   （国との比較）

定員管理の適正度

公債費負担の健全度

将来負担の健全度

類似団体平均

大木町
※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。

※平成20年４月１日以降の市町村合併により消滅した団体で実質公債費比率を算定していない
　団体については、グラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

※ラスパイレス指数及び人口1,000人当たり職員数については、平成19年地方公務員給与
　実態調査に基づくものである。なお、平成19年度中に市町村合併を行った団体については、
　当該項目に係るデータのグラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

40以下
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80
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140以上

分析欄
○財政力指数

　平成１３年度より７年間連続した伸びを見せ県平均を上回るものの、類似団体平均を下回る0.55となっている。平成１８
年度より税の徴収係を１名増員し徴収体制の強化を図っており、今後も徴収率の向上に取り組み、税収増加等による歳
入の確保に努める。

○経常収支比率

　類似団体平均を下回る86.9％となっており、人件費・物件費等の削減に努めるものの経常一般財源が伸び悩み前年度

より0.4ポイント増加している。今後も義務的経費の抑制を図り、平成２１年度決算時までに85％以下を目標とし、税収体

制の強化など収納率の向上に取り組み、歳入の確保に努める。

○実質公債費比率

　政策・施策の優先度に基づき事業規模等の適正化に努め、類似団体平均を下回る12.3％となっているが、債務負担行
為に基づく支出のうち公債費に準ずるものに充当する一般財源等の額が類似団体平均を大幅に上回るため、今後も臨時
財政対策債以外の地方債発行額を元金償還額以下に抑え、公債費負担の健全化を維持する。

○人口１人当たり地方債現在高
　全国平均や県平均、類似団体平均と比較してもかなり低いが、今後、大型事業（有機資源循環第２期事業、図書・文化等
拠点施設整備事業）の予定があり、新規の地方債発行が見込まれるが、財政状況を見極めながら事業の選択と集中を一層
図ることにより、その他の新規地方債発行の抑制に取り組む。

○ラスパイレス指数

　各種手当の見直しなど取り組んでいるが、類似団体平均を上回り100.7となっている。今後もより一層の給与の適正化に

努める。

○人口1,000人当たり職員数

　集中改革プラン（16年度対比で21年度までに7人の減員）を上回る職員数の削減により、類似団体平均を下回るが、今後

も退職者不補充により、23年度までに16年度対比11名の削減を目標とする。

○人口１人当たり人件費・物件費等決算額
　全国平均や県平均、類似団体平均と比較しても低く、職員数の削減など人件費・物件費等決算額も前年度を下回ってい
る。今後もより一層の削減に努める。



市町村財政比較分析表(平成19年度普通会計決算)

福岡県 黒木町
人 口
面 積
歳入総額
歳出総額
実質収支

13,346
135.49

6,705,212
6,523,342

163,021

人(H20.3.31現在)
ｋ㎡
千円
千円
千円

財政力

財政力指数 [0.27]

類似団体内順位

[ 28/53 ]

全国市町村平均

0.55
福岡県市町村平均

0.52
0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.15

0.59

0.31

類似団体内最大値

類似団体内最小値

類似団体内平均値

0.27

黒木町の比率

財政構造の弾力性

経常収支比率 [97.0%]

類似団体内順位

[ 48/53 ]

全国市町村平均

92.0
福岡県市町村平均

95.6

(%)

110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

101.6

80.3

90.6

97.0

人件費・物件費等の適正度

人口1人当たり人件費・物件費等決算額 [150,109円]

類似団体内順位

[ 21/53 ]

全国市町村平均

116,898
福岡県市町村平均

108,738

(円)

300,000

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

271,687

105,171

159,496
150,109

給与水準の適正度   （国との比較）

ラスパイレス指数 [95.3]

類似団体内順位

[ 40/53 ]

全国市平均

97.0
全国町村平均

93.2
105.0

100.0

95.0

90.0

85.0

80.0

99.6

85.2

92.9

95.3

定員管理の適正度

人口1,000人当たり職員数 [9.89人]

類似団体内順位

[ 13/53 ]

全国市町村平均

7.82
福岡県市町村平均

6.54

(人)

40.00

30.00

20.00

10.00

0.00

26.97

5.87

11.20 9.89

公債費負担の健全度

実質公債費比率 [11.4%]

類似団体内順位

[ 7/53 ]

全国市町村平均

12.3
福岡県市町村平均

12.6

(%)

40.0

30.0

20.0

10.0

0.0

28.3

3.1

16.1

11.4

将来負担の健全度

人口1人当たり地方債現在高 [661,984円]

類似団体内順位

[ 26/53 ]

全国市町村平均

446,922
福岡県市町村平均

639,575

(円)

2,000,000

1,500,000

1,000,000

500,000

0

1,664,217

386,871

702,686 661,984

※人件費、物件費及び維持補修費の合計である。ただし
　人件費には事業費支弁人件費を含み、退職金は含まない。

財政力

財政構造の弾力性

人件費・物件費等の
適正度

給与水準の適正度
   （国との比較）

定員管理の適正度

公債費負担の健全度

将来負担の健全度

類似団体平均

黒木町
※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。

※平成20年４月１日以降の市町村合併により消滅した団体で実質公債費比率を算定していない
　団体については、グラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

※ラスパイレス指数及び人口1,000人当たり職員数については、平成19年地方公務員給与
　実態調査に基づくものである。なお、平成19年度中に市町村合併を行った団体については、
　当該項目に係るデータのグラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。
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分析欄
【財政力指数】就業人口の減少により税収の低迷が深刻化し、財政基盤が弱く類似団体平均を下回っている。要因として
は、人口減少や全国平均を上回る高齢化率（平成２０年３月末３３．３％）、主要産業である農林業の低迷に加え、交通体系
や水源の問題から企業誘致が進まないことにより就労の場を求めての転出が多くなっていることなどが要因と考えられる。
町では税対策プロジェクトチームを発足し、税収確保と滞納者からの徴収強化に取り組むと同時に、集中改革プランによる
事務事業の見直し、民間委譲等の推進、組織機構の再編整備、補助金等の整理合理化、職員数の削減に努め、活力ある
まちづくりを展開しつつ、財政の健全化を図る。

【経常収支比率】 ９７．０％と昨年度を３．０ポイント上回り、類似団体平均も６．４ポイント上回っている。特に公債費が増加し
たことが硬直化の要因となっている。すべての事務事業の優先度を厳しく点検し、優先度の低い事業については計画的に廃
止縮小を進める。また、定員管理の適正化による人件費の抑制や、民間委託・指定管理者制度の活用などを行い経常経費
の抑制を図る。
 

【実質公債費比率】 公債費は増加しているものの、普通交付税の額の算定に用いる基準財政需要額に算入された元利償
還金が大きいために類似団体平均を下回っている。世代間の負担の公平化と公債費負担の中長期的な平準化の観点から
実質公債費比率の急激な上昇を抑える。

【人口一人当たり地方債現在高】近年の大型プロジェクト（都市計画道路整備事業、地域交流センター建設事業、学校給食セ
ンター建設事業）の関係で、1人当たり地方債現在高６６２千円となっている。今後も、地方債発行の抑制により数値の上昇を
抑える。
 
【ラスパイレス指数】平成８年度は１００．３であった数値は、平成１９年度で９５．３まで下がっている。職員給与については、国
家公務員準拠を基本に制度改正を行った結果であり、引き続き適正化に努める。
 

【人口1，000人当たり職員数】集中改革プランにおいて１７年度から２１年度までに１７名（１０．６％）の職員削減を目標としてい
る。平成１９年度までに１０名の削減を実施した。
 

【人口１人当たり人件費・物件費等決算額】類似団体平均と比較して、低くなっている要因として、消防業務等を一部事務組合
で行っていることが挙げられる。一部事務組合の人件費・物件費等に充てる負担金を合計した場合、大幅に増加する。今後こ
れらを含めた経費について抑制する必要がある。



市町村財政比較分析表(平成19年度普通会計決算)

福岡県 立花町
人 口
面 積
歳入総額
歳出総額
実質収支

11,701
86.64

4,940,969
4,839,949

101,020

人(H20.3.31現在)
ｋ㎡
千円
千円
千円

財政力

財政力指数 [0.29]

類似団体内順位

[ 23/53 ]

全国市町村平均

0.55
福岡県市町村平均

0.52
0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.15

0.59

0.31

類似団体内最大値

類似団体内最小値

類似団体内平均値

0.29

立花町の比率

財政構造の弾力性

経常収支比率 [96.1%]

類似団体内順位

[ 46/53 ]

全国市町村平均

92.0
福岡県市町村平均

95.6

(%)

110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

101.6

80.3

90.6

96.1

人件費・物件費等の適正度

人口1人当たり人件費・物件費等決算額 [143,176円]

類似団体内順位

[ 16/53 ]

全国市町村平均

116,898
福岡県市町村平均

108,738

(円)

300,000

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

271,687

105,171

159,496
143,176

給与水準の適正度   （国との比較）

ラスパイレス指数 [97.7]

類似団体内順位

[ 51/53 ]

全国市平均

97.0
全国町村平均

93.2
105.0

100.0

95.0

90.0

85.0

80.0

99.6

85.2

92.9

97.7

定員管理の適正度

人口1,000人当たり職員数 [10.60人]

類似団体内順位

[ 20/53 ]

全国市町村平均

7.82
福岡県市町村平均

6.54

(人)

40.00

30.00

20.00

10.00

0.00

26.97

5.87

11.20 10.60

公債費負担の健全度

実質公債費比率 [11.7%]

類似団体内順位

[ 8/53 ]

全国市町村平均

12.3
福岡県市町村平均

12.6

(%)

40.0

30.0

20.0

10.0

0.0

28.3

3.1

16.1

11.7

将来負担の健全度

人口1人当たり地方債現在高 [615,789円]

類似団体内順位

[ 24/53 ]

全国市町村平均

446,922
福岡県市町村平均

639,575

(円)

2,000,000

1,500,000

1,000,000

500,000

0

1,664,217

386,871

702,686
615,789

※人件費、物件費及び維持補修費の合計である。ただし
　人件費には事業費支弁人件費を含み、退職金は含まない。

財政力

財政構造の弾力性

人件費・物件費等の
適正度

給与水準の適正度
   （国との比較）

定員管理の適正度

公債費負担の健全度

将来負担の健全度

類似団体平均

立花町
※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。

※平成20年４月１日以降の市町村合併により消滅した団体で実質公債費比率を算定していない
　団体については、グラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

※ラスパイレス指数及び人口1,000人当たり職員数については、平成19年地方公務員給与
　実態調査に基づくものである。なお、平成19年度中に市町村合併を行った団体については、
　当該項目に係るデータのグラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。
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分析欄
財政力指数：
　人口の減少や全国平均を上回る高齢化率に加え、基盤産業である農業の不振により、財政基盤が弱く、類似団体平均を下回っている。
新立花町行政改革プランに沿った施策により行政の効率化に努めるとともに、活力あるまちづくりに取り組み、財政の健全化を図る。
経常収支比率：
　三位一体改革によって行われた税財源の移譲は、本町においては歳入構造の改善につながらず、むしろ経常的な一般財源は減少し、
義務的経費の削減努力にかかわらず経常収支比率が改善していない。今年度は老人保健特別会計への繰出金の大幅な増（127,029千
円の増）によって数値が悪化しており、今後経常経費の削減をさらに進めていく必要がある。
ラスパイレス指数：
　類似団体平均を上回っており、特別職の給与削減や地域手当・管理職手当の削減により一層の給与の適正化に努める。
実質公債費比率：
　過去からの起債抑制策により類似団体平均を下回っているが、臨時財政対策債や上水道事業に伴う地方債の新規発行が見込まれる
ため、その他の起債を抑制することにより引き続き水準を抑える。

人口1人当たり地方債現在高：
　大規模事業を抑制することにより起債の新規発行を抑制し、地方債現在高そのものは前年度末より88,781千円（1.2%）の減となっている
が、人口の減少が前年度末より183人（1.5%）となり、結果として人口1人当たり地方債現在高は2,012円（0.3%）の増となった。内容別に見る
と、臨時財政対策債が19年度新規発行額の38.2%となっており、そのため現在高で127,178千円（9.9%）の増、全体に占める割合も17.5%から
19.5%へ2%増加している。今後も人口の減少が続くと思われ、財源基盤はさらに弱まると考えられる。その他起債を抑制するほか義務的経費
の削減など行財政改革を進め、財政の健全化を図る。
人口1,000人当たり職員数：
　現在のところ類似団体平均を下回っているが、本町の地形的な条件により学校や保育所数が多く、施設職員数が多いと判断される。学
校・保育所の統廃合計画を策定、実行中であり職員数もそれに伴い適正化を図る。
人口1人当たり人件費・物件費等決算額：
　職員削減目標を達成するなど「新立花町行財政改革プラン」の実行により現在のところ類似団体平均を下回っているが、引き続き健全化
に努める。



市町村財政比較分析表(平成19年度普通会計決算)

福岡県 広川町
人 口
面 積
歳入総額
歳出総額
実質収支

19,763
37.91

5,791,500
5,531,018

238,562

人(H20.3.31現在)
ｋ㎡
千円
千円
千円

財政力

財政力指数 [0.58]

類似団体内順位

[ 93/153 ]

全国市町村平均

0.55
福岡県市町村平均

0.52
0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

0.26

1.87

0.70

類似団体内最大値

類似団体内最小値

類似団体内平均値

0.58

広川町の比率

財政構造の弾力性

経常収支比率 [91.5%]

類似団体内順位

[ 88/153 ]
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福岡県市町村平均
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(%)

120.0

110.0

100.0
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70.0
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108.9

67.3

89.5
91.5

人件費・物件費等の適正度

人口1人当たり人件費・物件費等決算額 [82,527円]

類似団体内順位

[ 12/153 ]

全国市町村平均

116,898
福岡県市町村平均

108,738

(円)

300,000

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

0

239,217

70,263

103,696
82,527

給与水準の適正度   （国との比較）

ラスパイレス指数 [96.1]

類似団体内順位

[ 73/153 ]

全国市平均

97.0
全国町村平均

93.2
110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

103.0

80.8

95.6 96.1

定員管理の適正度

人口1,000人当たり職員数 [6.12人]

類似団体内順位

[ 41/153 ]

全国市町村平均

7.82
福岡県市町村平均

6.54

(人)

25.00

20.00

15.00

10.00

5.00

0.00

20.03

4.09

7.02 6.12

公債費負担の健全度

実質公債費比率 [16.0%]

類似団体内順位

[ 114/153 ]

全国市町村平均

12.3
福岡県市町村平均

12.6

(%)

40.0

30.0

20.0

10.0

0.0

26.1

1.9

12.1

16.0

将来負担の健全度

人口1人当たり地方債現在高 [404,139円]

類似団体内順位

[ 109/153 ]

全国市町村平均

446,922
福岡県市町村平均

639,575

(円)

2,000,000

1,500,000

1,000,000

500,000

0

1,411,071

102,360

317,169
404,139

※人件費、物件費及び維持補修費の合計である。ただし
　人件費には事業費支弁人件費を含み、退職金は含まない。

財政力

財政構造の弾力性

人件費・物件費等の
適正度

給与水準の適正度
   （国との比較）

定員管理の適正度

公債費負担の健全度

将来負担の健全度

類似団体平均

広川町
※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。

※平成20年４月１日以降の市町村合併により消滅した団体で実質公債費比率を算定していない
　団体については、グラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

※ラスパイレス指数及び人口1,000人当たり職員数については、平成19年地方公務員給与
　実態調査に基づくものである。なお、平成19年度中に市町村合併を行った団体については、
　当該項目に係るデータのグラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

40以下

60

80

100

120

140以上

分析欄
○財政力指数
　長引く景気低迷や財政基盤の弱さなどにより、0.58と類似団体平均を下回っているが、平成13年度0.47から徐々に伸びて
いる。今後も「新行政改革大綱実施計画書」の実行、産業振興、企業誘致の推進、地方税の徴収強化等歳入確保策を図り
財政基盤強化に努める。
○経常収支比率
　扶助費、公債費及び補助費等の比率が類似団体より高いため、昨年度より下がったものの91.5％と類似団体平均を上
回っている。地方債借入額の抑制（財政改革のための指針を定め普通建設事業に係る町債発行額を年間3億円以内として
いる）や繰上償還を実施し公債費の縮減に努める。事務事業評価、補助金審査を行い経常経費の削減を図り、経常収支比
率の改善に努める。
○実質公債費比率
　昨年度より2.0ﾎﾟｲﾝﾄ改善しているものの、16.0％と類似団体平均を上回っている。継続事業の期間延長、事業計画の整理・
縮小を図り、地方債借入額抑制や繰上償還を実施し「公債費負担適正化計画」に基づき改善に努める。
○人口1人当たり地方債現在高
　道路や小中学校建設の事業債、上水道事業への出資債、減税や交付税削減にかかる財政対策債等の借入が多く、

類似団体平均を87,000円程度上回っている。新規地方債の発行を抑制し、平成15年をピークに地方債残高は減少している。
補償金免除繰上償還の実施により、平成23年度には類似団体平均の水準となるよう努める。
○人口1人当たり人件費、物件費等決算額
　人件費、物件費等の人口1人当たり金額は、類似団体平均を下回る金額となっている。これは、ゴミ処理業務や消防業務を
一部事務組合で行っていることと、類似団体平均より少ない職員数による行政運営、及び節約による物件費、維持補修費の抑
制に努めているものである。今後も更なる効率化を図りこれらの経費の抑制に努めていく。
○ラスパイレス指数
　ラスパイレス指数は類似団体平均と均衡しており、適正な賃金水準にある。今後、人事評価を職務や給与へ適切に反映させ
るシステムを構築していく。
○人口1000人当たり職員数
　職員数については、ゴミ処理業務や消防業務等を一部事務組合で行っていることや、直営保育所や出先事務所の有無等、
類似団体と単純比較することはできないが、平均以下の少ない数で行政運営を行っている。現在の職員数は128名で、当面の
定員管理の目標であった平成22年132人を既にクリアしている。今後も、行政需要や事業計画等を調査分析しながら定員の適
正化を図っていく。



市町村財政比較分析表(平成19年度普通会計決算)

福岡県 矢部村
人 口
面 積
歳入総額
歳出総額
実質収支

1,636
80.46

2,168,956
2,111,845

28,328

人(H20.3.31現在)
ｋ㎡
千円
千円
千円

財政力

財政力指数 [0.14]

類似団体内順位

[ 91/129 ]

全国市町村平均

0.55
福岡県市町村平均

0.52

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

0.05

0.82

0.19

類似団体内最大値

類似団体内最小値

類似団体内平均値

0.14

矢部村の比率

財政構造の弾力性

経常収支比率 [100.2%]

類似団体内順位

[ 124/129 ]

全国市町村平均

92.0
福岡県市町村平均

95.6

(%)

130.0

120.0

110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

60.0

116.2

69.0

87.4

100.2

人件費・物件費等の適正度

人口1人当たり人件費・物件費等決算額 [434,719円]

類似団体内順位

[ 106/129 ]

全国市町村平均

116,898
福岡県市町村平均

108,738

(円)

2,000,000

1,500,000

1,000,000

500,000

0

1,699,986

155,598

300,655
434,719

給与水準の適正度   （国との比較）

ラスパイレス指数 [91.2]

類似団体内順位

[ 45/129 ]

全国市平均

97.0
全国町村平均

93.2
110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

60.0

99.9

70.6

92.5 91.2

定員管理の適正度

人口1,000人当たり職員数 [27.51人]

類似団体内順位

[ 102/129 ]

全国市町村平均

7.82
福岡県市町村平均

6.54

(人)

100.00

80.00

60.00

40.00

20.00

0.00

77.12

7.89

19.82
27.51

公債費負担の健全度

実質公債費比率 [16.1%]

類似団体内順位

[ 57/129 ]

全国市町村平均

12.3
福岡県市町村平均

12.6

(%)

40.0

30.0

20.0

10.0

0.0

27.7

5.3

16.3 16.1

将来負担の健全度

人口1人当たり地方債現在高 [2,114,479円]

類似団体内順位

[ 114/129 ]

全国市町村平均

446,922
福岡県市町村平均

639,575

(円)

12,000,000

10,000,000

8,000,000

6,000,000

4,000,000

2,000,000

0

9,959,115

386,517

1,303,308
2,114,479

※人件費、物件費及び維持補修費の合計である。ただし
　人件費には事業費支弁人件費を含み、退職金は含まない。

財政力

財政構造の弾力性

人件費・物件費等の
適正度

給与水準の適正度
   （国との比較）

定員管理の適正度

公債費負担の健全度

将来負担の健全度

類似団体平均

矢部村
※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。

※平成20年４月１日以降の市町村合併により消滅した団体で実質公債費比率を算定していない
　団体については、グラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

※ラスパイレス指数及び人口1,000人当たり職員数については、平成19年地方公務員給与
　実態調査に基づくものである。なお、平成19年度中に市町村合併を行った団体については、
　当該項目に係るデータのグラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

40以下

60

80

100

120

140以上

分析欄
【財政力指数】　人口の減少や全国平均を上回る高齢化率（19年度末42.2%）に加え、本村の主要産業である農林業の低迷等により財政
基盤が弱く、類似団体平均をかなり下回っている。行政区再編等の検討実施を含め、更なる行財政改革の推進及び過疎地域自立促進計
画に沿った施策の重点化も図りながら、農林業の振興と活力ある村づくりを展開しつつ、行政の効率化に努めることにより、財政の健全化
を図る。
【経常収支比率】　人件費30.0%・公債費41.1%と義務的経費の比率が高い水準であり、合計100.2%と100%を超え、類似団体を大きく上回
り、比率は年々悪化（対前年度比1.2%上昇）し、財政構造の弾力性が全くない状態である。人件費においては、新規採用抑制による職員
数の減や、議員報酬10%、特別職給15～20%、職員給2%の自主的カットにより人件費の削減に努める。公債費においては、計画している普
通建設事業の中止や、事業規模等の見直しにより、平均2～3億円発行していた地方債の発行を１億円程度に抑制し、償還金の削減に努
める。今後も全般にわたり事務事業等の優先度等を厳しく点検し、計画的に経常経費の削減を図り、比率をH22年度までには95.0%まで抑
える目標である。
【人口1人当たり人件費・物件費等決算額】　類似団体と比較して高くなっている原因は、平成19年1月よりへき地診療所を開設したことに
よる、医療職に伴う人件費と、診療所運営経費である物件費が前年度比8.4％高くなったのが要因となっている。全般的には人口に対して
事務職員数が若干多いのも原因であり、現在も新規採用の抑制を図りつつ、職員給カット及びH19～20年度には行政改革による非常勤
特別職（行政区長等）の削減や行政区再編による（16行政区から6行政区に減）経費減、また議員定数の減員（10人から8人）を実施する
方針である。へき地診療所においては、独立採算ができるような運営の効率化を今後検討していく。

【ラスパイレス指数】　新規職員採用抑制やH18年度からの職員給カット（2%）等の実施により、類似団体平均をやや下回ってい
る。今後も定員管理に注意を払いながら、給与の適正化と各種手当の見直しにも努める。
【人口１人当たりの地方債残高】　類似団体を大きく上回っている。主な要因はH14年度～15年度、地方債に依存した大規模事
業（中学校改築事業・生活道路改良、林道・村道開設等）により2ヵ年で13億円もの地方債を発行したことによるものである。地
方債残高はH18年度が3,868百万円あったが、H19年度には10.6%の減、20年度には19.7%の減（H18年度比）で3,106百万円と今
後も徐々に減少していく見込みである。本年度以降も地方債発行の抑制（平均2～3億円発行していた地方債の発行を１億円
程度に減）を図り、財政の健全化に努める。
【実質公債費比率】　H14年度～15年度に、地方債に依存した大規模事業（特に中学校改築事業など）による元金償還が平成
18年度から始ったとにより、H19年度で16.1%と高い水準になっている。今後、緊急度・住民ニーズを的確に把握した事業の選択
により、費用対効果を考慮し、大規模事業の中止・縮小などの見直しを行い、地方債発行を総額1億程度にとどめ、償還額の
標準化と実質公債費比率の急激な上昇を抑える。
【人口1000人当たりの職員数】　類似団体を大きく上回っている現状である。ここ数年は退職減に伴う新規採用を見送ってきた
が、今後も更に事務事業の見直しや効率化を図り、給与定員管理による定員適正化計画に基づきH22年度まで10～15%の定
数削減を目標に改善していく。



市町村財政比較分析表(平成19年度普通会計決算)

福岡県 星野村
人 口
面 積
歳入総額
歳出総額
実質収支

3,397
81.28

3,399,127
3,238,658

159,919

人(H20.3.31現在)
ｋ㎡
千円
千円
千円

財政力

財政力指数 [0.15]

類似団体内順位

[ 79/129 ]

全国市町村平均

0.55
福岡県市町村平均

0.52

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

0.05

0.82

0.19

類似団体内最大値

類似団体内最小値

類似団体内平均値

0.15

星野村の比率

財政構造の弾力性

経常収支比率 [94.7%]

類似団体内順位

[ 101/129 ]

全国市町村平均

92.0
福岡県市町村平均

95.6

(%)

130.0

120.0

110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

60.0

116.2

69.0

87.4

94.7

人件費・物件費等の適正度

人口1人当たり人件費・物件費等決算額 [253,536円]

類似団体内順位

[ 34/129 ]

全国市町村平均

116,898
福岡県市町村平均

108,738

(円)

2,000,000

1,500,000

1,000,000

500,000

0

1,699,986

155,598

300,655 253,536

給与水準の適正度   （国との比較）

ラスパイレス指数 [93.0]

類似団体内順位

[ 64/129 ]

全国市平均

97.0
全国町村平均

93.2
110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

60.0

99.9

70.6

92.5 93.0

定員管理の適正度

人口1,000人当たり職員数 [19.13人]

類似団体内順位

[ 54/129 ]

全国市町村平均

7.82
福岡県市町村平均

6.54

(人)

100.00

80.00

60.00

40.00

20.00

0.00

77.12

7.89

19.82 19.13

公債費負担の健全度

実質公債費比率 [11.6%]

類似団体内順位

[ 21/129 ]

全国市町村平均

12.3
福岡県市町村平均

12.6

(%)

40.0

30.0

20.0

10.0

0.0

27.7

5.3

16.3

11.6

将来負担の健全度

人口1人当たり地方債現在高 [1,042,214円]

類似団体内順位

[ 35/129 ]

全国市町村平均

446,922
福岡県市町村平均

639,575

(円)

12,000,000

10,000,000

8,000,000

6,000,000

4,000,000

2,000,000

0

9,959,115

386,517

1,303,308 1,042,214

※人件費、物件費及び維持補修費の合計である。ただし
　人件費には事業費支弁人件費を含み、退職金は含まない。

財政力

財政構造の弾力性

人件費・物件費等の
適正度

給与水準の適正度
   （国との比較）

定員管理の適正度

公債費負担の健全度

将来負担の健全度

類似団体平均

星野村
※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。

※平成20年４月１日以降の市町村合併により消滅した団体で実質公債費比率を算定していない
　団体については、グラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

※ラスパイレス指数及び人口1,000人当たり職員数については、平成19年地方公務員給与
　実態調査に基づくものである。なお、平成19年度中に市町村合併を行った団体については、
　当該項目に係るデータのグラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

40以下

60

80

100

120

140以上

分析欄
財政力指数
　　人口の減少や、全国平均を上回る高齢化率（平成１９年度末３７．６％）に加え、主要産業である農林業の低迷等により、
財政基盤が弱く、類似団体平均を下回っている。「星野村行財政改革基本指針」に基づき、歳出の見直しを図りながら行政
の効率化に努めることにより、財政の健全化を図る。

経常収支比率
　　９４．７％と類似団体平均を上回っているが、高齢者を多く抱えるため、扶助費の抑制が難しい状況にある。公債費につ
いては、平成１５年度をピークに減少の傾向にあり、今後とも抑制に努める。また、定員管理の適正化による人件費の抑制、
事務事業評価、補助金の見直し等により経常経費の削減に努める。

実質公債費比率
　　過去からの起債抑制策により類似団体平均を下回っているが、地方債発行額３億円の上限枠設定などにより、引き続き
水準を抑える。

人口１人当たり地方債現在高
　　毎年度の地方債発行額の上限を設定し、大型事業が見込まれる場合は、他事業における地方債の発行の抑制に努める。

ラスパイレス指数
　　類似団体平均を上回る９３．０％となっている。近隣町村との均衡に留意しながら給与の適正化に努める。

人口1,000人当たり職員数
　　事務事業の整理合理化と併せて、第４次行政改革大綱に基づき、平成１８年度定員７５名から平成２１年度までに１０％削減する。

人口１人当たり人件費・物件費等の決算額
　　類似団体と比較して、人件費・物件費等の適正度が低くなっている要因として、ゴミ処理業務や消防業務を一部事務組合で行っているこ
とが挙げられる。一部事務組合の人件費・物件費等に充てる負担金や公営企業会計の人件費・物件費等に充てる操出金といった費用を合

計した場合、人口１人当たりの金額は増加することになる。今後はこれらも含めた経費について抑制していく必要がある。



市町村財政比較分析表(平成19年度普通会計決算)

福岡県 香春町
人 口
面 積
歳入総額
歳出総額
実質収支

12,811
44.56

5,163,700
4,939,969

213,883

人(H20.3.31現在)
ｋ㎡
千円
千円
千円

財政力

財政力指数 [0.36]

類似団体内順位

[ 50/70 ]

全国市町村平均

0.55
福岡県市町村平均

0.52

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

0.16

1.63

0.60

類似団体内最大値

類似団体内最小値

類似団体内平均値

0.36

香春町の比率

財政構造の弾力性

経常収支比率 [97.9%]

類似団体内順位

[ 61/70 ]

全国市町村平均

92.0
福岡県市町村平均

95.6

(%)

120.0

110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

60.0

50.0

109.3

64.1

89.4

97.9

人件費・物件費等の適正度

人口1人当たり人件費・物件費等決算額 [142,931円]

類似団体内順位

[ 40/70 ]

全国市町村平均

116,898
福岡県市町村平均

108,738

(円)

500,000

400,000

300,000

200,000

100,000

0

384,066

91,270

139,460 142,931

給与水準の適正度   （国との比較）

ラスパイレス指数 [94.2]

類似団体内順位

[ 38/70 ]

全国市平均

97.0
全国町村平均

93.2
110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

100.9

79.9

93.3
94.2

定員管理の適正度

人口1,000人当たり職員数 [11.01人]

類似団体内順位

[ 44/70 ]

全国市町村平均

7.82
福岡県市町村平均

6.54

(人)

40.00

30.00

20.00

10.00

0.00

28.22

5.83

9.99
11.01

公債費負担の健全度

実質公債費比率 [3.6%]

類似団体内順位

[ 2/70 ]

全国市町村平均

12.3
福岡県市町村平均

12.6

(%)

40.0

30.0

20.0

10.0

0.0

29.9

2.8

13.6

3.6

将来負担の健全度

人口1人当たり地方債現在高 [330,480円]

類似団体内順位

[ 18/70 ]

全国市町村平均

446,922
福岡県市町村平均

639,575

(円)

2,000,000

1,500,000

1,000,000

500,000

0

1,516,874

39,057

423,731 330,480

※人件費、物件費及び維持補修費の合計である。ただし
　人件費には事業費支弁人件費を含み、退職金は含まない。

財政力

財政構造の弾力性

人件費・物件費等の
適正度

給与水準の適正度
   （国との比較）

定員管理の適正度

公債費負担の健全度

将来負担の健全度

類似団体平均

香春町
※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。

※平成20年４月１日以降の市町村合併により消滅した団体で実質公債費比率を算定していない
　団体については、グラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

※ラスパイレス指数及び人口1,000人当たり職員数については、平成19年地方公務員給与
　実態調査に基づくものである。なお、平成19年度中に市町村合併を行った団体については、
　当該項目に係るデータのグラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

40以下

60

80

100

120

140以上

分析欄
■ 財政力指数
人口の減少や全国平均を上回る高齢化率（平成19年度末現在29.3％）に加え、町の中心産業であったセメント産業の衰退等により、財政
基盤が弱く、類似団体平均を0.24下回っています。今後とも事務事業の整理合理化及び経費の節減による歳出削減を実施していくととも
に、産業振興施策や町税の徴収強化等の取組みを通じて、財政基盤の強化に努めます。
■ 経常収支比率
人口減少、産業の衰退に伴う税収の減少や少子高齢化に対応するための福祉関係経費の増加等により、類似団体平均より8.5ポイント高
く、年々悪化している状況です。産業振興施策や事務事業の整理合理化など、行政改革への取組みを通じて改善を図ります。
■ 人口１人当たり地方債現在高
地方債の計画的な繰上償還の実施により類似団体平均より93,251円低く抑えられていますが、臨時財政対策債のほか、公営住宅建設事
業債や地域活性化事業債の借り入れが原因で、数年先には約30,000円程度増加する見通しです。地方債充当事業の厳選や計画的な償
還を行うことで、後年度の負担軽減を図ります。
■ 実質公債費比率
地方債の計画的な繰上償還の実施により、類似団体平均より10ポイント下回っています。今後は公営住宅建設事業債償還額の増加など
が原因で、0.5ポイント程度悪化する見通しですが、引き続き低水準に抑えるよう努めていきます。

■ 人口1人当たり人件費・物件費等決算額
類似団体平均と比べて3,471円高くなっています。その主な要因は人件費で、公立保育所運営事業、国土調査事業、改良住宅
建設事業などの施策の展開に人員が必要なため、職員数が類似団体平均と比べ多いためです。公立保育所の民営化、支所
の廃止、組織機構改革など、行政改革への取組みを通じて職員数の適正化を行うなど、平成21年度までに平成17年度と比較
して人件費を10％（150百万円）削減することとしています。
■ ラスパイレス指数
前回の指数と同じ94.2が表示されていますが、これは統計の都合上、新しい指数が確定していないためです。参考として、現
時点の集計では、若干低下する見込みです。今後も総人件費の状況を踏まえ、給与水準の適正化に努めます。
■ 人口1,000人当たり職員数
公立保育所運営事業、国土調査事業、改良住宅建設事業などの施策の展開に人員が必要であったため、類似団体平均を
1.02上回っています。公立保育所の民営化、支所の廃止、組織機構改革など行政改革への取組みを通じて職員数の適正化を
図っているところです。



市町村財政比較分析表(平成19年度普通会計決算)

福岡県 添田町
人 口
面 積
歳入総額
歳出総額
実質収支

11,990
132.10

6,920,665
6,918,038

1,527

人(H20.3.31現在)
ｋ㎡
千円
千円
千円

財政力

財政力指数 [0.22]

類似団体内順位

[ 68/70 ]

全国市町村平均

0.55
福岡県市町村平均

0.52

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

0.16

1.63

0.60

類似団体内最大値

類似団体内最小値

類似団体内平均値

0.22

添田町の比率

財政構造の弾力性

経常収支比率 [109.3%]

類似団体内順位

[ 70/70 ]

全国市町村平均

92.0
福岡県市町村平均

95.6

(%)

120.0

110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

60.0

50.0

109.3

64.1

89.4

109.3

人件費・物件費等の適正度

人口1人当たり人件費・物件費等決算額 [154,614円]

類似団体内順位

[ 46/70 ]

全国市町村平均

116,898
福岡県市町村平均

108,738

(円)

500,000

400,000

300,000

200,000

100,000

0

384,066

91,270

139,460
154,614

給与水準の適正度   （国との比較）

ラスパイレス指数 [88.1]

類似団体内順位

[ 8/70 ]

全国市平均

97.0
全国町村平均

93.2
110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

100.9

79.9

93.3

88.1

定員管理の適正度

人口1,000人当たり職員数 [10.84人]

類似団体内順位

[ 43/70 ]

全国市町村平均

7.82
福岡県市町村平均

6.54

(人)

40.00

30.00

20.00

10.00

0.00

28.22

5.83

9.99 10.84

公債費負担の健全度

実質公債費比率 [16.9%]

類似団体内順位

[ 47/70 ]

全国市町村平均

12.3
福岡県市町村平均

12.6

(%)

40.0

30.0

20.0

10.0

0.0

29.9

2.8

13.6
16.9

将来負担の健全度

人口1人当たり地方債現在高 [853,461円]

類似団体内順位

[ 62/70 ]

全国市町村平均

446,922
福岡県市町村平均

639,575

(円)

2,000,000

1,500,000

1,000,000

500,000

0

1,516,874

39,057

423,731

853,461

※人件費、物件費及び維持補修費の合計である。ただし
　人件費には事業費支弁人件費を含み、退職金は含まない。

財政力

財政構造の弾力性

人件費・物件費等の
適正度

給与水準の適正度
   （国との比較）

定員管理の適正度

公債費負担の健全度

将来負担の健全度

類似団体平均

添田町
※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。

※平成20年４月１日以降の市町村合併により消滅した団体で実質公債費比率を算定していない
　団体については、グラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

※ラスパイレス指数及び人口1,000人当たり職員数については、平成19年地方公務員給与
　実態調査に基づくものである。なお、平成19年度中に市町村合併を行った団体については、
　当該項目に係るデータのグラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

40以下

60

80

100

120

140以上

分析欄
○財政力指数
　人口の減少や全国平均を上回る高齢化率（19年度末31.9％）に加え、町内に中心となる産業もなく、財政基盤は大変弱く、
類似団体平均値をかなり下回っている。このため集中改革プランを基本とした経費の削減（平成21年度までに5億円の財政
効果）に努めることにより財政の健全化を図る
○経常収支比率
　扶助費及び公債費の増加や普通交付税等の経常一般財源の大幅な減少により前年度と比較して4.8％上昇し、109.3％と
類似団体平均値をかなり上回っている。公債費については、繰上償還を実施し、公債費の適正化を図り、その他の経常経
費についても削減に努める。
○実質公債費比率
　自主財源の乏しいことから公害・同和・就労事業や地域振興事業等の多くの事業を地方債により実施してきた。近年は交
付税算入のある地方債を選択して借入れを行っているが、大型事業の実施により公債費が上昇した。今後は繰上償還を実
施することより実質公債費比率の上昇を抑制をするとともに起債借入については、適正な償還計画に基づき事業の優先順
位を厳正に行う。

○ラスパイレス指数
　職員給与については、国の指針を順守しており類似団体平均値を下回っている。
○人口1人当たり人件費・物件費等決算額
　類似団体平均値に比べ高くなっているのは、本年度より子育て支援事業地域ＩＣＴ 利活用モデル事業を開始したことによる物
件費の増が要因となっている。今後は、集中改革プランに基づき経常経費の削減に努める。
○人口1人当たり地方債現在高
　　公害・同和・就労事業や多くの地域振興事業を多く実施し、その財源として地方債の借入れを行ったことで発行額が増加
し、類似団体平均に比べると高い水準となっている。今後は繰上償還を実施し、財政の健全化を図る。
○人口1,000人当たり職員数
　類似団体平均値を少し上回っているが、集中改革プランを厳正に実施しており今後も適正数値になるよう引き続き職員の削
減に努める。



市町村財政比較分析表(平成19年度普通会計決算)

福岡県 糸田町
人 口
面 積
歳入総額
歳出総額
実質収支

10,234
8.04

4,021,052
3,837,124

183,928

人(H20.3.31現在)
ｋ㎡
千円
千円
千円

財政力

財政力指数 [0.25]

類似団体内順位

[ 63/70 ]

全国市町村平均

0.55
福岡県市町村平均

0.52

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

0.16

1.63

0.60

類似団体内最大値

類似団体内最小値

類似団体内平均値

0.25

糸田町の比率

財政構造の弾力性

経常収支比率 [103.8%]

類似団体内順位

[ 68/70 ]

全国市町村平均

92.0
福岡県市町村平均

95.6

(%)

120.0

110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

60.0

50.0

109.3

64.1

89.4

103.8

人件費・物件費等の適正度

人口1人当たり人件費・物件費等決算額 [137,996円]

類似団体内順位

[ 36/70 ]

全国市町村平均

116,898
福岡県市町村平均

108,738

(円)

500,000

400,000

300,000

200,000

100,000

0

384,066

91,270

139,460 137,996

給与水準の適正度   （国との比較）

ラスパイレス指数 [92.7]

類似団体内順位

[ 24/70 ]

全国市平均

97.0
全国町村平均

93.2
110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

100.9

79.9

93.3 92.7

定員管理の適正度

人口1,000人当たり職員数 [10.55人]

類似団体内順位

[ 38/70 ]

全国市町村平均

7.82
福岡県市町村平均

6.54

(人)

40.00

30.00

20.00

10.00

0.00

28.22

5.83

9.99 10.55

公債費負担の健全度

実質公債費比率 [10.4%]

類似団体内順位

[ 14/70 ]

全国市町村平均

12.3
福岡県市町村平均

12.6

(%)

40.0

30.0

20.0

10.0

0.0

29.9

2.8

13.6
10.4

将来負担の健全度

人口1人当たり地方債現在高 [527,231円]

類似団体内順位

[ 46/70 ]

全国市町村平均

446,922
福岡県市町村平均

639,575

(円)

2,000,000

1,500,000

1,000,000

500,000

0

1,516,874

39,057

423,731
527,231

※人件費、物件費及び維持補修費の合計である。ただし
　人件費には事業費支弁人件費を含み、退職金は含まない。

財政力

財政構造の弾力性

人件費・物件費等の
適正度

給与水準の適正度
   （国との比較）

定員管理の適正度

公債費負担の健全度

将来負担の健全度

類似団体平均

糸田町
※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。

※平成20年４月１日以降の市町村合併により消滅した団体で実質公債費比率を算定していない
　団体については、グラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

※ラスパイレス指数及び人口1,000人当たり職員数については、平成19年地方公務員給与
　実態調査に基づくものである。なお、平成19年度中に市町村合併を行った団体については、
　当該項目に係るデータのグラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

40以下

60

80

100

120

140以上

分析欄
○財政力指数
ここ数年わずかながら伸び続けているが、主たる産業もなく大規模な企業もないため財政基盤が弱く、類似団体平均より
0.35低くなっている。今後も集中改革プランに基づき、企業誘致のための工場用地の早期売却や税収等の徴収強化に努め
る。
○経常収支比率
人件費及び公債費で55.0%と高く、さらに制度見直しによる更生医療費の伸びにより、類似団体平均より14.4ポイント高くなっ
ている。集中改革プランに基づき、平成17年4月現在183名の職員を平成22年4月現在164名に削減するとともに、地方債の
新規発行を必要最小限に抑えていく。
○人口1人当たり人件費・物件費等決算額
類似団体平均より1,464円低くなっている。しかしながら、ゴミ処理業務等を一部事務組合で行っており、これらの人件費、物
件費等を含めると人口1人当たりの金額は大幅に増える。今後も、類似団体平均を上回らないように努める。
○ラスパイレス指数
給与体系に関しては、国に準拠しており類似団体平均より0.6ポイント低くなっている。今後も給与の適正化に努める。

○人口1人当たり地方債現在高
近年、投資的経費を抑制してきたことにより地方債現在高は減少しているが、類似団体平均より103,500円高くなっている。今
後もダム建設等の大規模な事業に対する地方債が増加する見込で、その他の事業を抑制していく。
○実質公債費比率
平成2年度から平成14年度の公債費負担適正化計画、その後の計画の主旨を踏まえた事業の抑制により、類似団体平均より
3.2ポイント低くなっている。今後も事業の緊急性、必要性等を考慮し計画的に事業を実施し、公債費の平準化に努める。
○人口1,000人当たり職員数
平成18年4月1日から平成19年4月1日に3名の職員削減となったが、類似団体平均より0.56人上回っている。今後も集中改革プ
ランに基づき、平成17年4月現在183名の職員を平成22年4月現在164名に削減する。



市町村財政比較分析表(平成19年度普通会計決算)

福岡県 川崎町
人 口
面 積
歳入総額
歳出総額
実質収支

20,338
36.12

9,083,087
8,826,615

203,337

人(H20.3.31現在)
ｋ㎡
千円
千円
千円

財政力

財政力指数 [0.26]

類似団体内順位

[ 153/153 ]

全国市町村平均

0.55
福岡県市町村平均

0.52
0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

0.26

1.87

0.70

類似団体内最大値

類似団体内最小値

類似団体内平均値

0.26

川崎町の比率

財政構造の弾力性

経常収支比率 [100.8%]

類似団体内順位

[ 149/153 ]

全国市町村平均

92.0
福岡県市町村平均

95.6

(%)

120.0

110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

60.0

108.9

67.3

89.5

100.8

人件費・物件費等の適正度

人口1人当たり人件費・物件費等決算額 [109,450円]

類似団体内順位

[ 95/153 ]

全国市町村平均

116,898
福岡県市町村平均

108,738

(円)

300,000

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

0

239,217

70,263

103,696 109,450

給与水準の適正度   （国との比較）

ラスパイレス指数 [95.0]

類似団体内順位

[ 56/153 ]

全国市平均

97.0
全国町村平均

93.2
110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

103.0

80.8

95.6 95.0

定員管理の適正度

人口1,000人当たり職員数 [9.64人]

類似団体内順位

[ 131/153 ]

全国市町村平均

7.82
福岡県市町村平均

6.54

(人)

25.00

20.00

15.00

10.00

5.00

0.00

20.03

4.09

7.02

9.64

公債費負担の健全度

実質公債費比率 [14.0%]

類似団体内順位

[ 93/153 ]

全国市町村平均

12.3
福岡県市町村平均

12.6

(%)

40.0

30.0

20.0

10.0

0.0

26.1

1.9

12.1
14.0

将来負担の健全度

人口1人当たり地方債現在高 [666,971円]

類似団体内順位

[ 145/153 ]

全国市町村平均

446,922
福岡県市町村平均

639,575

(円)

2,000,000

1,500,000

1,000,000

500,000

0

1,411,071

102,360

317,169

666,971

※人件費、物件費及び維持補修費の合計である。ただし
　人件費には事業費支弁人件費を含み、退職金は含まない。

財政力

財政構造の弾力性

人件費・物件費等の
適正度

給与水準の適正度
   （国との比較）

定員管理の適正度

公債費負担の健全度

将来負担の健全度

類似団体平均

川崎町
※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。

※平成20年４月１日以降の市町村合併により消滅した団体で実質公債費比率を算定していない
　団体については、グラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

※ラスパイレス指数及び人口1,000人当たり職員数については、平成19年地方公務員給与
　実態調査に基づくものである。なお、平成19年度中に市町村合併を行った団体については、
　当該項目に係るデータのグラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

40以下

60

80

100

120

140以上

分析欄
財政力指数：人口が減少し、また低所得層も多いため、税収が少なくなっており、類似団体内最小値の０．２６となっている。
平成２０年度より歳入推進課を設置し税収の確保に努めているが、企業誘致にも積極的に取組み、雇用の促進を図り税収
の向上に努める。

経常収支比率：平成１３年度から実施してきた財政健全化計画により、人件費、物件費、公債費の抑制を図ってきたが、依
然として義務的経費が多いため、１００．８％と類似団体平均より高くなっている。今後も投資的事業の抑制を図って公債費
を削減するとともに、平成１７年度から５年間で職員数を４４名削減するなど人件費の抑制に努める。

ラスパイレス指数：平成１３年度から実施している職員の給与カット（３％）により、類似団体平均より若干低くなっているが、
未だ近隣市町村よりも高いため、より一層の給与の適正化に努める。

実質公債費比率：過去の多大な投資的事業により、依然として類似団体平均より高くなっているが、平成１３年度からの財政
健全化による投資的事業の抑制により毎年少しずつ比率が減少しており、今後も投資的事業の抑制に努める。

人口１人当たり地方債現在高：投資的事業の抑制により、地方債現在高は毎年減少しているが、類似団体平均より多額となっ
ているため、今後とも投資的事業の抑制に努める。

人口１，０００人当たり職員数：保育所、老人ホーム、給食センターなど直営の施設が多いため、類似団体平均を上回ってい
る。定員適正化計画に基づき、平成１７年度から５年間で職員数を４４名削減することとしており、これら直営施設の民営化な
どを検討する。

人口１人当たり人件費・物件費等決算額：人件費、物件費及び維持補修費の合計額の１人当たりの金額が類似団体平均より
多額となっているのは、主に人件費が要因となっている。これは、主に保育所、老人ホーム、給食センターなどの施設運営を直
営で行っているためで、今後は、民間でも実施可能な部分については、指定管理者制度の導入などにより委託化を進め、コス
トの低減を図っていく方針である。



市町村財政比較分析表(平成19年度普通会計決算)

福岡県 大任町
人 口
面 積
歳入総額
歳出総額
実質収支

5,908
14.24

4,697,014
4,490,452

182,388

人(H20.3.31現在)
ｋ㎡
千円
千円
千円

財政力

財政力指数 [0.22]

類似団体内順位

[ 72/79 ]

全国市町村平均

0.55
福岡県市町村平均

0.52

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

0.19

1.72

0.53

類似団体内最大値

類似団体内最小値

類似団体内平均値

0.22

大任町の比率

財政構造の弾力性

経常収支比率 [101.0%]

類似団体内順位

[ 75/79 ]

全国市町村平均

92.0
福岡県市町村平均

95.6

(%)

110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

60.0

50.0

105.0

55.8

89.1

101.0

人件費・物件費等の適正度

人口1人当たり人件費・物件費等決算額 [183,635円]

類似団体内順位

[ 44/79 ]

全国市町村平均

116,898
福岡県市町村平均

108,738

(円)

500,000

400,000

300,000

200,000

100,000

0

362,144

104,295

178,295 183,635

給与水準の適正度   （国との比較）

ラスパイレス指数 [86.2]

類似団体内順位

[ 4/79 ]

全国市平均

97.0
全国町村平均

93.2
105.0

100.0

95.0

90.0

85.0

80.0

100.7

84.2

92.4

86.2

定員管理の適正度

人口1,000人当たり職員数 [11.34人]

類似団体内順位

[ 32/79 ]

全国市町村平均

7.82
福岡県市町村平均

6.54

(人)

30.00

25.00

20.00

15.00

10.00

5.00

23.96

7.92

12.36
11.34

公債費負担の健全度

実質公債費比率 [7.8%]

類似団体内順位

[ 6/79 ]

全国市町村平均

12.3
福岡県市町村平均

12.6

(%)

40.0

30.0

20.0

10.0

0.0

30.1

4.0

14.9

7.8

将来負担の健全度

人口1人当たり地方債現在高 [1,166,842円]

類似団体内順位

[ 74/79 ]

全国市町村平均

446,922
福岡県市町村平均

639,575

(円)

2,500,000

2,000,000

1,500,000

1,000,000

500,000

0

1,822,415

97,559

610,614

1,166,842

※人件費、物件費及び維持補修費の合計である。ただし
　人件費には事業費支弁人件費を含み、退職金は含まない。

財政力

財政構造の弾力性

人件費・物件費等の
適正度

給与水準の適正度
   （国との比較）

定員管理の適正度

公債費負担の健全度

将来負担の健全度

類似団体平均

大任町
※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。

※平成20年４月１日以降の市町村合併により消滅した団体で実質公債費比率を算定していない
　団体については、グラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

※ラスパイレス指数及び人口1,000人当たり職員数については、平成19年地方公務員給与
　実態調査に基づくものである。なお、平成19年度中に市町村合併を行った団体については、
　当該項目に係るデータのグラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

40以下

60

80

100

120

140以上

分析欄
○財政力指数
　人口の減少及び全国平均を上回る６５歳以上高齢化率（平成１９年度末２６．９％）に加え、町内には零細な農業以外中心
となる産業がないため、財政基盤が弱く、類似団体よりかなり低くなっている。歳出の徹底的な見直しを図るとともに、活力あ
るまちづくりを展開しつつ財政の健全化を図る。
○経常収支比率
　扶助費・公債費の増加及び地方交付税等の経常一般財源等収入の減により経常収支比率は１０１．１％と類似団体を上
回っている。町長を中心として幹部職員による訪問など滞納対策強化に努め、税収の増加を目指し、地方債の計画的な借
入による公債費の平準化など歳出の見直しを行い、経常経費の削減に努める。
○人口１人当たり人件費・物件費等決算額
　類似団体平均と同程度であるが、職員数を平成１８年度と比較して、平成２１年度までに７名削減するなど経費の削減に努
める。

○人口１人当たり地方債現在高
　近年大規模事業が続き、類似団体平均を人口１人当たり約５５万円多くなっている。今後の事業実施にあたって新規に発行
する地方債の抑制を行い財政の健全化に努める。また、繰上げ償還等により地方債現在高の減少を図る。
　○実質公債費比率
　人口１人当たりの地方債現在高は類似団体を上回っているが、家賃収入や住宅新築資金貸付金の徴収金等の特定財源の
確保及び交付税算入率の高い地方債を活用しているため、実質公債費比率は類似団体平均の約半分の７．８％と低い水準
にある。
　今後も交付税措置の有利な地方債を選択してまちづくりを行い現状の比率の維持を図っていく。
○ラスパイレス指数
　全国町村平均を大きく下回り類似団体平均と比較しても６．２ポイント低い最低水準にあるが、住民サービスの向上はもとよ
り、職員一人ひとりの資質の向上を図りながら今後も現状の水準を維持する。
○定員管理の適正度
　定員管理の適正度は類似団体に比べ、人口１，０００人当たり約１人職員数が少なく、町全体で約６人以上少ない計算とな
る。今後平成１８年度と比較して平成２１年度までに７名の職員の削減などを実施することとしている。



市町村財政比較分析表(平成19年度普通会計決算)

福岡県 赤村
人 口
面 積
歳入総額
歳出総額
実質収支

3,568
32.03

2,338,263
2,314,465

18,890

人(H20.3.31現在)
ｋ㎡
千円
千円
千円

財政力

財政力指数 [0.17]

類似団体内順位

[ 35/61 ]

全国市町村平均

0.55
福岡県市町村平均

0.52

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

0.08

2.84

0.36

類似団体内最大値

類似団体内最小値

類似団体内平均値

0.17

赤村の比率

財政構造の弾力性

経常収支比率 [85.9%]

類似団体内順位

[ 16/61 ]

全国市町村平均

92.0
福岡県市町村平均

95.6

(%)

140.0

120.0

100.0

80.0

60.0

40.0

20.0

120.4

49.5

86.7 85.9

人件費・物件費等の適正度

人口1人当たり人件費・物件費等決算額 [179,318円]

類似団体内順位

[ 3/61 ]

全国市町村平均

116,898
福岡県市町村平均

108,738

(円)

2,000,000

1,500,000

1,000,000

500,000

0

1,734,571

176,641

358,674
179,318

給与水準の適正度   （国との比較）

ラスパイレス指数 [89.9]

類似団体内順位

[ 31/61 ]

全国市平均

97.0
全国町村平均

93.2
110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

60.0

99.5

74.2

90.1 89.9

定員管理の適正度

人口1,000人当たり職員数 [10.65人]

類似団体内順位

[ 2/61 ]

全国市町村平均

7.82
福岡県市町村平均

6.54

(人)

100.00

80.00

60.00

40.00

20.00

0.00

72.73

9.50

23.10

10.65

公債費負担の健全度

実質公債費比率 [△ 0.1%]

類似団体内順位

[ 1/61 ]

全国市町村平均

12.3
福岡県市町村平均

12.6

(%)

50.0

40.0

30.0

20.0

10.0

0.0

41.6

△ 0.1

14.3

△ 0.1

将来負担の健全度

人口1人当たり地方債現在高 [500,085円]

類似団体内順位

[ 8/61 ]

全国市町村平均

446,922
福岡県市町村平均

639,575

(円)

5,000,000

4,000,000

3,000,000

2,000,000

1,000,000

0

3,874,400

49,453

1,257,504

500,085

※人件費、物件費及び維持補修費の合計である。ただし
　人件費には事業費支弁人件費を含み、退職金は含まない。

財政力

財政構造の弾力性

人件費・物件費等の
適正度

給与水準の適正度
   （国との比較）

定員管理の適正度

公債費負担の健全度

将来負担の健全度

類似団体平均

赤村
※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。

※平成20年４月１日以降の市町村合併により消滅した団体で実質公債費比率を算定していない
　団体については、グラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

※ラスパイレス指数及び人口1,000人当たり職員数については、平成19年地方公務員給与
　実態調査に基づくものである。なお、平成19年度中に市町村合併を行った団体については、
　当該項目に係るデータのグラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

40以下

60

80

100

120

140以上

分析欄
○財政力指数
  人口の減少や高齢化率の上昇に加え、村内に主だった産業がないことなどにより財政基盤が弱く、0.17と類似団体平均を
かなり下回っている。職員数を条例上の定数よりも少なくすることによる人件費の削減や投資的経費の抑制を図るとともに、
徴収専門係の設置により税収の徴収率向上対策を中心とする歳入確保に努める。また、「都市との交流」を起点とした活力
ある村づくりを展開しながら行政の効率化に努め、財政の健全化を図る。
○経常収支比率
   繰上償還による公債費の削減を図ることにより、類似団体を若干下回っているが、普通交付税の減少等により比率は
年々悪化している（対前年度比0.9ポイント上昇）。行財政改革を通じて義務的経費の抑制に努め、現在の水準を維持する。
○人件費・物件費
   類似団体と比較して適正度が低くなっている要因は、ゴミ処理業務や消防業務等を一部事務組合で行っていることが考え
られる。それら一部事務組合に人件費・物件費相当分として繰出されている経費を合計した場合、人口１人あたりの金額は
増加することになる。今後はこれらも含めた経費について抑制を考える必要がある。

○ラスパイレス指数
   類似団体平均をやや下回っている。前年度と比較して増減はないが、今後も管理職クラスの退職（２０年度から２３年度で９
人）により大幅に下がることが予想されるので、現在の水準を維持する。
○人口1,000人当たり職員数
   退職者不補充などにより類似団体を下回っているが、住民サービスや福祉・教育の水準等の質を低下させることのないよう
に、今後も現在の水準を維持する。
○実質公債費比率
   過去からの起債抑制策並びに効率的な繰上償還の実施により、類似団体平均を大幅に下回っている。今後も緊急性・住民
ニーズを的確に把握した事業の選択により、起債に頼ることのない財政運営に努める。
○人口1人当たり地方債残高
   類似団体平均を大きく下回っているが、公営住宅の改修等の大型事業が予想されるので、他の投資的な事業に係る地方債
の発行を抑え、現在の水準を上回ることのないように努める。



市町村財政比較分析表(平成19年度普通会計決算)

福岡県 福智町
人 口
面 積
歳入総額
歳出総額
実質収支

25,955
42.04

14,619,134
13,880,747

705,259

人(H20.3.31現在)
ｋ㎡
千円
千円
千円

財政力

財政力指数 [0.28]

類似団体内順位

[ 150/153 ]

全国市町村平均

0.55
福岡県市町村平均

0.52
0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

0.26

1.87

0.70

類似団体内最大値

類似団体内最小値

類似団体内平均値

0.28

福智町の比率

財政構造の弾力性

経常収支比率 [104.0%]

類似団体内順位

[ 151/153 ]

全国市町村平均

92.0
福岡県市町村平均

95.6

(%)

120.0

110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

60.0

108.9

67.3

89.5

104.0

人件費・物件費等の適正度

人口1人当たり人件費・物件費等決算額 [146,893円]

類似団体内順位

[ 138/153 ]

全国市町村平均

116,898
福岡県市町村平均

108,738

(円)

300,000

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

0

239,217

70,263

103,696

146,893

給与水準の適正度   （国との比較）

ラスパイレス指数 [95.9]

類似団体内順位

[ 70/153 ]

全国市平均

97.0
全国町村平均

93.2
110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

103.0

80.8

95.6 95.9

定員管理の適正度

人口1,000人当たり職員数 [10.33人]

類似団体内順位

[ 138/153 ]

全国市町村平均

7.82
福岡県市町村平均

6.54

(人)

25.00

20.00

15.00

10.00

5.00

0.00

20.03

4.09

7.02

10.33

公債費負担の健全度

実質公債費比率 [12.8%]

類似団体内順位

[ 76/153 ]

全国市町村平均

12.3
福岡県市町村平均

12.6

(%)

40.0

30.0

20.0

10.0

0.0

26.1

1.9

12.1 12.8

将来負担の健全度

人口1人当たり地方債現在高 [935,678円]

類似団体内順位

[ 151/153 ]

全国市町村平均

446,922
福岡県市町村平均

639,575

(円)

2,000,000

1,500,000

1,000,000

500,000

0

1,411,071

102,360

317,169

935,678

※人件費、物件費及び維持補修費の合計である。ただし
　人件費には事業費支弁人件費を含み、退職金は含まない。

財政力

財政構造の弾力性

人件費・物件費等の
適正度

給与水準の適正度
   （国との比較）

定員管理の適正度

公債費負担の健全度

将来負担の健全度

類似団体平均

福智町
※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。

40以下

60

80

100

120

140以上

分析欄
財政力指数：町内に中心となる産業がないこと等により、財政基盤が弱く、類似団体平均をかなり下回っている。
　　　　　　　　平成18年3月6日合併により福智町となり、合併による財政基盤の強化が図られたところである。
　　　　　　　　今後は、組織のスリム化等歳出の徹底的な見直しを行い、地方税の徴収強化等の取り組みを通じて、財
　　　　　　　　政基盤の強化に努める。

経常収支比率：公債費等の増加により類似団体平均を大きく上回っている。
　　　　　　　　　 新発債の発行抑制に努めるとともに、高金利地方債の繰上償還を積極的に行う。
　　　　　　　　　 人件費については、合併により職員数が多くなっているため、退職職員数に対して新規採用職員を少
　　　　　　　　　 数とし、人件費の削減に努める。

ラスパイレス指数：類似団体平均水準であるが、今後ラスパイレス指数の上昇を抑えるため次の策を講じる。
　　　　　　　　　　　現行の給料表は年功的な体系となっており、上下の職務の級間での水準の重なりも大きいものと
　　　　　　　　　　　なっている。こうした年功的な要素が強い給与表の構造を見直し、職務・職責に応じた構造への転換
　　　　　　　　　　　を図る観点から、職務の級間の給与表水準の重なりの縮小、枠外昇給の廃止などの措置を行う。

 実質公債費比率：公債費の増により類似団体平均を0.7％上回っている。今後は、緊急度、住民ニーズを的確に把握し、
                         起債に大きく頼ることのない財政運営に努める。また、起債発行にあたっては、交付税算入率等を考
                         慮した健全な起債計画を行う。

人口１人当たり地方債現在高：類似団体を大きく上回っている。主な要因として平成１８年度以降に発行した合併特例債
                                          を充当した事業（振興基金造成２，２３０百万円等）である。新規発行債の抑制を行い、
                                          財政の健全化に努める。

人口１，０００人当たり職員数：合併に伴い、類似団体平均を上回っている。今後、事務事業の見直しや新規採用の抑制
                                          により類似団体平均の水準まで削減を行い、適切な定員管理に努める。

人口１人当たり人件費・物件費等決算額：類似団体平均に比べ高くなっているのは、主に人件費が要因となっている。
                                                         これは主に合併に伴い職員数が類似団体と比較して多くなっているためであ
                                                         る。今後は、職員の新規採用数の抑制に努め、人件費の削減を行う。



市町村財政比較分析表(平成19年度普通会計決算)

福岡県 苅田町
人 口
面 積
歳入総額
歳出総額
実質収支

34,291
46.54

16,277,848
13,806,144
1,574,830

人(H20.3.31現在)
ｋ㎡
千円
千円
千円

財政力

財政力指数 [1.68]

類似団体内順位

[ 2/153 ]

全国市町村平均

0.55
福岡県市町村平均

0.52
0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

0.26

1.87

0.70

類似団体内最大値

類似団体内最小値

類似団体内平均値

1.68

苅田町の比率

財政構造の弾力性

経常収支比率 [85.7%]

類似団体内順位

[ 25/153 ]

全国市町村平均

92.0
福岡県市町村平均

95.6

(%)

120.0

110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

60.0

108.9

67.3

89.5
85.7

人件費・物件費等の適正度

人口1人当たり人件費・物件費等決算額 [148,168円]

類似団体内順位

[ 140/153 ]

全国市町村平均

116,898
福岡県市町村平均

108,738

(円)

300,000

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

0

239,217

70,263

103,696

148,168

給与水準の適正度   （国との比較）

ラスパイレス指数 [97.8]

類似団体内順位

[ 105/153 ]

全国市平均

97.0
全国町村平均

93.2
110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

103.0

80.8

95.6
97.8

定員管理の適正度

人口1,000人当たり職員数 [7.87人]

類似団体内順位

[ 104/153 ]

全国市町村平均

7.82
福岡県市町村平均

6.54

(人)

25.00

20.00

15.00

10.00

5.00

0.00

20.03

4.09

7.02
7.87

公債費負担の健全度

実質公債費比率 [9.0%]

類似団体内順位

[ 39/153 ]

全国市町村平均

12.3
福岡県市町村平均

12.6

(%)

40.0

30.0

20.0

10.0

0.0

26.1

1.9

12.1
9.0

将来負担の健全度

人口1人当たり地方債現在高 [390,097円]

類似団体内順位

[ 106/153 ]

全国市町村平均

446,922
福岡県市町村平均

639,575

(円)

2,000,000

1,500,000

1,000,000

500,000

0

1,411,071

102,360

317,169
390,097

※人件費、物件費及び維持補修費の合計である。ただし
　人件費には事業費支弁人件費を含み、退職金は含まない。

財政力

財政構造の弾力性

人件費・物件費等の
適正度

給与水準の適正度
   （国との比較）

定員管理の適正度

公債費負担の健全度

将来負担の健全度

類似団体平均

苅田町
※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。

※平成20年４月１日以降の市町村合併により消滅した団体で実質公債費比率を算定していない
　団体については、グラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

※ラスパイレス指数及び人口1,000人当たり職員数については、平成19年地方公務員給与
　実態調査に基づくものである。なお、平成19年度中に市町村合併を行った団体については、
　当該項目に係るデータのグラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

40以下

60

80

100

120

140以上

分析欄
○財政力指数（3ヵ年平均）
　大型事業所の集中等により類似団体を上回る税収があるため１．６８となっている。今後は、景気後退に伴う税収の減額が
予想されることから、歳入歳出のバランスに留意し、健全な財政運営に努めたい。
○経常収支比率
　類似団体を下回っているものの、税収の大幅な減額により、平成１８年度と比較して１５．１％上昇している。今後は、景気
低迷により税収の大幅増加が見込めないため、集中改革プランによる経費の削減や慎重な事業の選択に努めたい。
○人口1人当たり人件費物件費等決算額
　類似団体を大きく上回っている要因は、消防、給食、ごみ処理などの業務を町単独で実施していることや、小中学校での少
人数学級の実施による町費負担教員の配置によるものである。
○ラスパイレス指数
　ここ数年９８前後の水準を維持しており、適正であるといえるが、今後も国や類似団体の状況を踏まえ、適正水準の維持に
努める。

○人口1人当たり地方債現在高
　類似団体を上回り、前年に引き続き増加傾向にある。主な要因は、施工途中である苅田駅周辺整備事業などの大型事業の
実施によるもので、今後は、土地区画整理事業などの大型事業の実施も控えているため、事業実施において過度に地方債へ
依存しないような財政運営に努めたい。
○実質公債費比率（3年平均）
　実質公債費比率は、類似団体を下回り、前年と比較して１．９％減少した。しかしながら、単年では上昇傾向にある。
今後は、緊急度・住民ニーズを的確に把握した事業の選択により、起債に大きく頼ることのない財政運営に努めたい。
○人口１０００人当たり職員数
　類似団体を上回っている理由は、小中学校での少人数学級の実施による、町費負担教員の配置によるものである。今後は、
住民サービスを低下させることなく、適正な定員管理を行っていく。



市町村財政比較分析表(平成19年度普通会計決算)

福岡県 みやこ町
人 口
面 積
歳入総額
歳出総額
実質収支

22,874
151.28

10,702,185
10,530,648

100,814

人(H20.3.31現在)
ｋ㎡
千円
千円
千円

財政力

財政力指数 [0.39]

類似団体内順位

[ 141/153 ]

全国市町村平均

0.55
福岡県市町村平均

0.52
0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

0.26

1.87

0.70

類似団体内最大値

類似団体内最小値

類似団体内平均値

0.39

みやこ町の比率

財政構造の弾力性

経常収支比率 [100.3%]

類似団体内順位

[ 147/153 ]

全国市町村平均

92.0
福岡県市町村平均

95.6

(%)

120.0

110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

60.0

108.9

67.3

89.5

100.3

人件費・物件費等の適正度

人口1人当たり人件費・物件費等決算額 [162,240円]

類似団体内順位

[ 146/153 ]

全国市町村平均

116,898
福岡県市町村平均

108,738

(円)

300,000

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

0

239,217

70,263

103,696

162,240

給与水準の適正度   （国との比較）

ラスパイレス指数 [98.8]

類似団体内順位

[ 127/153 ]

全国市平均

97.0
全国町村平均

93.2
110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

103.0

80.8

95.6

98.8

定員管理の適正度

人口1,000人当たり職員数 [10.36人]

類似団体内順位

[ 139/153 ]

全国市町村平均

7.82
福岡県市町村平均

6.54

(人)

25.00

20.00

15.00

10.00

5.00

0.00

20.03

4.09

7.02

10.36

公債費負担の健全度

実質公債費比率 [13.2%]

類似団体内順位

[ 81/153 ]

全国市町村平均

12.3
福岡県市町村平均

12.6

(%)

40.0

30.0

20.0

10.0

0.0

26.1

1.9

12.1
13.2

将来負担の健全度

人口1人当たり地方債現在高 [462,754円]

類似団体内順位

[ 124/153 ]

全国市町村平均

446,922
福岡県市町村平均

639,575

(円)

2,000,000

1,500,000

1,000,000

500,000

0

1,411,071

102,360

317,169
462,754

※人件費、物件費及び維持補修費の合計である。ただし
　人件費には事業費支弁人件費を含み、退職金は含まない。

財政力

財政構造の弾力性

人件費・物件費等の
適正度

給与水準の適正度
   （国との比較）

定員管理の適正度

公債費負担の健全度

将来負担の健全度

類似団体平均

みやこ町
※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。

※平成20年４月１日以降の市町村合併により消滅した団体で実質公債費比率を算定していない
　団体については、グラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

※ラスパイレス指数及び人口1,000人当たり職員数については、平成19年地方公務員給与
　実態調査に基づくものである。なお、平成19年度中に市町村合併を行った団体については、
　当該項目に係るデータのグラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

40以下

60

80

100

120

140以上

分析欄
○財政力指数
　人口の減少や全国平均を上回る高齢化率（１９年末２８％）に加え、町内に中心となる産業がないこと等により、財政基盤
が弱く、類似団体平均をかなり下回っている。組織の見直し（２２課体制から５課減の１７課体制）、集中改革プランに沿った
施策の重点化の両立に努め、活力あるまちづくりを展開しつつ、行政の効率化に努めることにより、財政の健全化を図る。
○経常収支比率
　人件費及び物件費は減少しているが１００．３％と類似団体平均を上回っている。人件費については、退職者不補充等に
よる職員数の削減に伴う人件費の削減（平成１９年度から５年間で３５名減）を図るとともに、施設の統廃合等の経費の見直
しの検討を行い物件費の抑制に努める。
○ラスパイレス指数
　平成１７年度に合併し昨年の数値は９８．８と類似団体平均を３．２上回っている。現在合併前の給与格差を調整中であ
る。また、退職者不補充等による職員数の削減に伴う人件費の削減も図りながら人件費の抑制に努める。
○実質公債費比率
　普通建設事業費（公営住宅建設）や合併事業に係る起債の償還等に伴い、類似団体平均をやや上回っている。

　 今後控えている大規模な事業計画の必要性を十分に検討し交付税措置のある地方債を有効に活用し、健全な財政運用に
努める。
○人口１人当たり地方債現在高
　合併前の３町において実施した事業や合併関連事業の実施により類似団体平均を上回っている。後世への負担を少しでも
軽減するよう、今後の事業実施については必要性を十分考慮し、地方債の発行を出来るだけ抑制し財政の健全化に努める。
○人口１，０００人当たり職員数
　合併前の３町より定員適正化に努めて来たが、平成１７年度の合併により昨年は類似団体平均より３．１５上回っている。平
成１８年度以降は退職者不補充等により平成１９年度より３５名減の１５％削減する計画である。
○人口１人当たり人件費・物件費等決算額
　類似団体平均に比べ高くなっているのは、合併による人件費、物件費が要因である。今後は人件費の抑制や施設の統廃合
等による維持管理業務の見直しの検討を行い、大幅なコストの削減に取り組んでいく必要がある。



市町村財政比較分析表(平成19年度普通会計決算)

福岡県 吉富町
人 口
面 積
歳入総額
歳出総額
実質収支

7,296
5.68

2,596,126
2,477,442

111,439

人(H20.3.31現在)
ｋ㎡
千円
千円
千円

財政力

財政力指数 [0.51]

類似団体内順位

[ 29/79 ]

全国市町村平均

0.55
福岡県市町村平均

0.52

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

0.19

1.72

0.53

類似団体内最大値

類似団体内最小値

類似団体内平均値

0.51

吉富町の比率

財政構造の弾力性

経常収支比率 [94.0%]

類似団体内順位

[ 50/79 ]

全国市町村平均

92.0
福岡県市町村平均

95.6

(%)

110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

60.0

50.0

105.0

55.8

89.1

94.0

人件費・物件費等の適正度

人口1人当たり人件費・物件費等決算額 [117,154円]

類似団体内順位

[ 6/79 ]

全国市町村平均

116,898
福岡県市町村平均

108,738

(円)

500,000

400,000

300,000

200,000

100,000

0

362,144

104,295

178,295

117,154

給与水準の適正度   （国との比較）

ラスパイレス指数 [93.6]

類似団体内順位

[ 50/79 ]

全国市平均

97.0
全国町村平均

93.2
105.0

100.0

95.0

90.0

85.0

80.0

100.7

84.2

92.4
93.6

定員管理の適正度

人口1,000人当たり職員数 [9.05人]

類似団体内順位

[ 10/79 ]

全国市町村平均

7.82
福岡県市町村平均

6.54

(人)

30.00

25.00

20.00

15.00

10.00

5.00

23.96

7.92

12.36

9.05

公債費負担の健全度

実質公債費比率 [6.8%]

類似団体内順位

[ 3/79 ]

全国市町村平均

12.3
福岡県市町村平均

12.6

(%)

40.0

30.0

20.0

10.0

0.0

30.1

4.0

14.9

6.8

将来負担の健全度

人口1人当たり地方債現在高 [258,004円]

類似団体内順位

[ 2/79 ]

全国市町村平均

446,922
福岡県市町村平均

639,575

(円)

2,500,000

2,000,000

1,500,000

1,000,000

500,000

0

1,822,415

97,559

610,614

258,004

※人件費、物件費及び維持補修費の合計である。ただし
　人件費には事業費支弁人件費を含み、退職金は含まない。

財政力

財政構造の弾力性

人件費・物件費等の
適正度

給与水準の適正度
   （国との比較）

定員管理の適正度

公債費負担の健全度

将来負担の健全度

類似団体平均

吉富町
※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。

※平成20年４月１日以降の市町村合併により消滅した団体で実質公債費比率を算定していない
　団体については、グラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

※ラスパイレス指数及び人口1,000人当たり職員数については、平成19年地方公務員給与
　実態調査に基づくものである。なお、平成19年度中に市町村合併を行った団体については、
　当該項目に係るデータのグラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

40以下

60

80

100

120

140以上

分析欄
○財政力
　類似団体と比較すると、低くなっているが、本町における法人税が近年減少傾向にあり、基準財政収入額が減少してい
ることが原因と言える。

○将来負担の健全度、財政構造の弾力性、公債費負担の健全度
　経常収支比率は近年増加傾向にあるが、今年度増加した要因は昨年度に引き続き一部事務組合等に対する負担金が
増加したことにある（リサイクルセンター建設によるもの等）。
　また、公債費は増加しているものの、その多くは臨時財政対策債で、後年度普通交付税で措置されるものであり、地方
債残高についても類似団体と比べ少なくなっているといえる。

○人件費・物件費等の適正度、給与水準の適正度、定員管理の適正度
　人件費については、類似団体と比較して人口1,000人当たり職員数は少ない。これは本町の面積が狭く、山間地等も少な
いため、行政投資等を行う必要性が少ないことからくるものと考えられる。
　物件費については、類似団体と比較すると低水準であるが、今後は賃金、旅費、需用費、役務費、委託料等、不断の点検
を行い、削減に取り組んでいく。

　全般的には、現時点では健全性は保たれているが、きたるべき地方分権時代への対処が十分というわけではない。今後
も、吉富町財政検討委員会や集中改革プラン、及び財政健全化計画等に基づいた行財政改革を推し進めていく。



市町村財政比較分析表(平成19年度普通会計決算)

福岡県 上毛町
人 口
面 積
歳入総額
歳出総額
実質収支

8,395
62.40

4,843,055
4,619,577

204,078

人(H20.3.31現在)
ｋ㎡
千円
千円
千円

財政力

財政力指数 [0.28]

類似団体内順位

[ 35/58 ]

全国市町村平均

0.55
福岡県市町村平均

0.52

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

0.17

2.13

0.43

類似団体内最大値

類似団体内最小値

類似団体内平均値

0.28

上毛町の比率

財政構造の弾力性

経常収支比率 [94.7%]

類似団体内順位

[ 51/58 ]

全国市町村平均

92.0
福岡県市町村平均

95.6

(%)

110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

60.0

50.0

102.8

61.6

86.3

94.7

人件費・物件費等の適正度

人口1人当たり人件費・物件費等決算額 [164,220 円]

類似団体内順位

[ 25/58 ]

全国市町村平均

116,898
福岡県市町村平均

108,738

(円)

350,000

300,000

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

296,932

117,079

164,244 164,220

給与水準の適正度   （国との比較）

ラスパイレス指数 [96.8]

類似団体内順位

[ 52/58 ]

全国市平均

97.0
全国町村平均

93.2
105.0

100.0

95.0

90.0

85.0

80.0

75.0

100.7

82.0

92.8

96.8

定員管理の適正度

人口1,000人当たり職員数 [10.96 人]

類似団体内順位

[ 15/58 ]

全国市町村平均

7.82
福岡県市町村平均

6.54

(人)

25.00

20.00

15.00

10.00

5.00

22.41

8.54

11.88
10.96

公債費負担の健全度

実質公債費比率 [14.2%]

類似団体内順位

[ 14/58 ]

全国市町村平均

12.3
福岡県市町村平均

12.6

(%)

40.0

30.0

20.0

10.0

0.0

26.3

5.9

16.0
14.2

将来負担の健全度

人口1人当たり地方債現在高 [985,842 円]

類似団体内順位

[ 51/58 ]

全国市町村平均

446,922
福岡県市町村平均

639,575

(円)

2,000,000

1,500,000

1,000,000

500,000

0

1,515,024

218,781

601,492

985,842

※人件費、物件費及び維持補修費の合計である。ただし
　人件費には事業費支弁人件費を含み、退職金は含まない。

財政力

財政構造の弾力性

人件費・物件費等の
適正度

給与水準の適正度
   （国との比較）

定員管理の適正度

公債費負担の健全度

将来負担の健全度

類似団体平均

上毛町
※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。

※平成20年４月１日以降の市町村合併により消滅した団体で実質公債費比率を算定していない
　団体については、グラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

※ラスパイレス指数及び人口1,000人当たり職員数については、平成19年地方公務員給与
　実態調査に基づくものである。なお、平成19年度中に市町村合併を行った団体については、
　当該項目に係るデータのグラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

40以下

60

80

100

120

140以上

分析欄
○財政力指数
　 上毛町集中改革プラン及び財政健全化計画に基づき、行財政改革を推進し、今後は、企業誘致等により自主財源の確保
に努め、財政力の強化を図る。
○経常収支比率
   経常経費の削減により前年度と比較して1.0ポイント低下し94.7％となっている。しかし、類似団体平均との比較では8.4ポイ
ント高くなっている。主な要因は、扶助費、公債費等の義務的経費の割合が高いためである。今後は、財政健全化計画に基
づき、地方債の発行を抑制し公債費の縮減に努め経常経費の削減を図る。
○人口１人当たり人件費・物件費等決算額
　 類似団体平均と比較してほぼ同等となっているが、物件費については、文化財発掘調査員賃金等により高くなっている。
今後は、財政健全化計画に基づき、物件費の抑制に努め財政健全化に向けた取組を行っていく。
○ラスパイレス指数
　 小規模な団体ほど職員構成の偏在等により、一概に給与水準を比較できないが、全体的には適正化は進展している。今
後は、定員適正化計画で定めている職員の削減目標の達成に努め、更なる適正化に向けて一層努力する。

○人口１人当たり地方債現在高
　 類似団体の平均を大きく上回っている要因は、平成１０年から平成１４年にかけて実施した大規模事業（温泉舘整備事業等）
及び過疎債・辺地債の借入れによるものである。今後は、財政健全化計画に基づき、計画的に事業を実施することで、単年度
の地方債発行額を抑制し、地方債現在高及び公債費の縮減に努め、財政負担の軽減を図る。
○実質公債費比率
　 類似団体平均を下回っており、今後５年間の地方債償還額から推計すると、平成２２年度をピークに減少に転じていく。今後
も地方債の発行を抑制し、将来の財政負担の軽減に努め、財政の健全化を図る。
○人口1,000人当たり職員数
　 類似団体の平均を下回っているが、財政事情を勘案すると更なる定員削減を推し進める必要がある。今後は、住民サービス
を低下させることなく、定員適正化計画に基づき、減員目標（平成18年4月1日職員数103人→平成28年4月1日職員数82人）達
成に努める。



市町村財政比較分析表(平成19年度普通会計決算)

福岡県 築上町
人 口
面 積
歳入総額
歳出総額
実質収支

21,014
119.34

9,825,697
9,502,686

296,087

人(H20.3.31現在)
ｋ㎡
千円
千円
千円

財政力

財政力指数 [0.35]

類似団体内順位

[ 145/153 ]

全国市町村平均

0.55
福岡県市町村平均

0.52
0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

0.26

1.87

0.70

類似団体内最大値

類似団体内最小値

類似団体内平均値

0.35

築上町の比率

財政構造の弾力性

経常収支比率 [102.6%]

類似団体内順位

[ 150/153 ]

全国市町村平均

92.0
福岡県市町村平均

95.6

(%)

120.0

110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

60.0

108.9

67.3

89.5

102.6

人件費・物件費等の適正度

人口1人当たり人件費・物件費等決算額 [150,592円]

類似団体内順位

[ 141/153 ]

全国市町村平均

116,898
福岡県市町村平均

108,738

(円)

300,000

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

0

239,217

70,263

103,696

150,592

給与水準の適正度   （国との比較）

ラスパイレス指数 [95.9]

類似団体内順位
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定員管理の適正度

人口1,000人当たり職員数 [10.37人]

類似団体内順位
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公債費負担の健全度

実質公債費比率 [17.8%]

類似団体内順位

[ 132/153 ]
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将来負担の健全度

人口1人当たり地方債現在高 [636,074円]

類似団体内順位

[ 142/153 ]

全国市町村平均

446,922
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(円)
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※人件費、物件費及び維持補修費の合計である。ただし
　人件費には事業費支弁人件費を含み、退職金は含まない。

財政力

財政構造の弾力性

人件費・物件費等の
適正度

給与水準の適正度
   （国との比較）

定員管理の適正度

公債費負担の健全度

将来負担の健全度

類似団体平均

築上町
※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。

※平成20年４月１日以降の市町村合併により消滅した団体で実質公債費比率を算定していない
　団体については、グラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

※ラスパイレス指数及び人口1,000人当たり職員数については、平成19年地方公務員給与
　実態調査に基づくものである。なお、平成19年度中に市町村合併を行った団体については、
　当該項目に係るデータのグラフを表記せず、レーダーチャートを破線としている。

40以下
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140以上

分析欄
（財政力指数）
　人口の減少や全国平均を上回る高齢化率（２０年度末２８．３％）に加え、町内に大規模な事業所がないこと等により、財政基盤が弱く、類似団体平均を
かなり低くなっている。徴収体制の強化し、税収の徴収率向上対策（現年度課税分を４年間で２％以上の向上及び滞納繰越分の法的処置を積極的に実施
等）を中心とする歳入確保に努めるとともに、定員管理・給与カット等（４年間で８％削減）の取組を通じて財政基盤の強化を図る。

（経常収支比率）
　公債費等の増加により１０２．６％と類似団体平均をかなり上回っている。地方債の積極的な借換による利子償還金の抑制・縮減（３年間で５％減）に努め
る。また、人件費に係るものが３０．７％と比較的高い水準にあるため、「集中改革プラン」に掲げたとおり、新規採用の抑制（退職者の補充を２０％）による
職員数の減、職員の給与カット（特別職平均１０％、一般職平均４％）、手当の見直し（管理職手当２％減等）による人件費の削減（４年間で８％減）など行財
政改革の取組を通じて義務的経費の削減に努める。

（人口１人当たりの人件費・物件費等決算額）
　人口１人当たりの人件費・物件費等決算額が類似団体平均を上回っているのは、主に人件費が要因となっている。これは主に火葬場、ごみ処理場や保
育所などの施設運営を直営で行っているためである。今後は、民間でも実施可能な部分についても、指定管理者制度の導入などにより委託化を進め、コ
ストの低減を図っていく方針である。

（ラスパイレス指数）
　類似団体平均と同程度であるが、職員の給与カット（特別職平均１０％、一般職平均４％）、手当の見直し（管理職手当２％減等）を継続して行うことにより、
より一層の給与の適正化に努める。

（人口１人当たり地方債残高）
　類似団体平均に比較して、町債残高は合併前の旧町及び一部事務組合（合併後新町において事務承継）の事業関係で約２倍となっている。人件費をはじ
め義務的な経費の削減（４年間で８％減）を中心とする行財政改革を強力に進めるとともに、新規発行債の抑制（１８年度を基準として毎年度１０％ずつ抑制）
を行い、財政健全化に努める。

（実質公債費比率）
　合併前の旧町及び一部事務組合（合併後新町において事務承継）の普通建設事業費かかる起債の償還に伴い上昇し、類似団体平均をかなり上回ってい
る。現在、普通建設事業の事業計画の整理・縮小を図り、起債依存型の事業実施の見直しを行っており、公債費適正化計画に基づき今後５年間で１６．９％ま
で低下させる。

（人口１，０００人当たりの職員数）
　退職勧奨により職員の削減を行ってきたものの、人口当たり職員数を類似団体と比較すると多く、更なる削減が必要である。「集中改革プラン」に基づく、新
規採用者の抑制（退職者の補充を２０％）等を行うことにより、今後４年間で職員数を１５％削減し、より適切な定員管理に努める。
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